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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　よし、今日の仕事は完かん璧ぺきだ。

　オレは手元にある書類の最終チェックを行いながら、まる一日かけて成し遂とげた自分の労働の成果に満足し、その運命の時が来るのを静かに待った。

　あと一分。心がはやるのを必死で抑おさえ付けながら、数字で満たされた書類をクリアファイルにしまい、デスクの上に置きっぱなしになっていた文ぶん房ぼう具ぐ類を引き出しの中に片付ける。パソコンの電源が切ってあることも確かく認にん。そして──。

　ありふれた掛かけ時計の秒針が「12」を指したとき、オフィスの空気が張り詰つめる。

　今日もまた、運命の午後５時30分00秒がやってきた。

「お疲つかれ様でした！　お先に失礼します！」

　定時ジャスト。オレは立ち上がり、明るく威い勢せいのいい声を『ワクワクフーズ』本社ビル七階総務部総務課室に響ひびき渡わたらせた。場の緊きん張ちようのボルテージが、一気に駆かけ上がる。オレは、この春入社したばかりの若造にすぎない。そんなオレからの宣戦布告に、先せん輩ぱい社員や上司たちの顔は一いつ瞬しゆんで凍こおりつく。

　デスクの横に立てかけてあったカバンを引っつかんだ。少しでも早い退社を実現させるために、あらかじめロッカーからこちらに移動させておいたものだ。タイムレコーダーが設置されている窓まど際ぎわまで一瞬で距きよ離りを詰める。

　オレの名前は立たち花ばなアキト。趣しゆ味みはゲームと漫まん画が。好きな食べ物は焼きとうもろこし。好きな言葉は『自由奔ほん放ぽう』と『勇ゆう気き凛りん凛りん』。勉強よりも身体からだを動かすことの方が好きで、足の速さにはわりと自信がある。まあごく普ふ通つうの17歳だ。ちょっと他人と違ちがうのは、とある事情で高校を中退して、四月からこの『ワクワクフーズ株式会社』総務部総務課で正社員として働いているという点かな。

「待て」

　タイムレコーダーに自分のカードを差し込むオレの背中に、野太い威い厳げんのある声が突つき刺ささった。やっぱり来たか、とオレは覚かく悟ごを決めた。

　オレを引きとめたのは、四十代後半で黒くろ縁ぶち眼鏡めがねにバーコード頭のおっさん、田た中なか係長だ。趣味はゴルフと接待麻マー雀ジヤン。好きな食べ物は弊へい社しやの特製ラーメン『ワクワク漆しつ黒こく中ちゆう華か』。好きな言葉は『滅めつ私し奉ほう公こう』と『自己犠ぎ牲せい』。労働法を無視して他人にサービス残業を強しいるのが何よりも大好きで、すでに二十人以上の新入社員をうつ病・過労自殺寸前の退職にまで追い込んでいる。総務課四天王の一人で、人呼んで『法コンプ令ライアン破ス・ブりレイカー』の田中。凄すご腕うでの社しや畜ちくとして鳴らしている。

　社畜。

　家庭よりも、恋れん愛あいよりも、趣味よりも、とにかく仕事、仕事、仕事。働くことに絶対的な価値を見み出いだし、残業を何より好み、仕事のためにすべてを犠牲にする、現代日本を蝕むしばむ怪モン物スター。

「徹てつ夜や続きで身体壊こわした？　そんなの、健康管理ができてない本人の自己責任だろ」

「ブラック企き業ぎようは法律を守っていない？　律りち儀ぎに守ってたら業績なんて上がらないだろ」

「休みたい？　何わがまま言ってんだ。有給休きゆう暇かなんて制度は我が社にはない」

「嫌いやなら辞やめてもいいんだぞ？　代わりはいくらでもいるからな」

「上司が『右』と言うものを、部下が『左』と言うわけにはいかないッ」

「とにかく最近の若い奴やつは根こん性じようがなさすぎる。24時間死ぬ気で働け。そして死ね」

　そんな暴言を、平然とまき散らす。親の葬そう式しきよりも商談が優先、業績のためなら友情だって売りとばす。過労死すら厭いとわない、会社の犬だ。

「貴様は上司である私の仕事が終わっていないのに、自分だけ帰るつもりか」

　その田中係長は顔を真っ赤にしてオレを睨にらみつけている。だが、オレもここで引き下がるわけにはいかない。今日はどうしても定時で帰らなければならないんだ。

「どうしてもはずせない用事がありましてね。自分の仕事はちゃんと終わらせましたよ？」

　自じ慢まんじゃないが、今日のオレはかなり頑がん張ばった。残業前提でダラダラのんびりと業務をこなしていた係長とは違う。誰だれにも文句を言われる筋合いはないはずだ。

「確かに、今日の貴様の仕事ぶりには、目を瞠みはるものがあった。それについては、文句は言わん。だが、それとこれとは話は別だ」

　汚きたならしいゴミを見つめるような目つきで田中係長は言った。オレが係長の生き方を理解できないように、係長もオレのことを嫌っている。

「つきあい残業こそ日本文化の華はな！　サービス残業こそ和の美徳！　たとえ仕事がなくとも居残って仕事をしているフリをするのが、心正しき日本のサラリーマンであろうが！」

　逆巻くネクタイ。怒ど髪はつ天を衝つく勢いで、係長は得意げに持論を展開し始めた。

「言え！　たとえ出社時刻は違えども、我ら同日同時同分に退社することを誓ちかわん、と！」

　冗じよう談だんじゃない。オレは腹を立てた。田中係長は、いつもオレにつきあい残業を押し付ける。他人の都合などお構いなしだ。係長の『終電の誓い』を守っていたら、文字通り帰宅時間がいつになるか分からない。そのまま徹夜ということにもなりかねない。

　そもそも係長は、朝はいつも重役出勤じゃないか。それなのに帰宅時間だけ自分に合わせろ、というのはズルくないか。

「二十年以上にわたってデスクワークの腕うでを磨みがき続けてきた私の紙さばきから逃のがれられると思うなよ？」

　不敵な笑えみを浮うかべながら、係長は机の上に無造作に置かれた書類の束を手に取った。

　いったい何をする気だ？　オレが眉まゆをひそめた次の瞬しゆん間かん、係長は書類を勢いよくオレに向けてほとばしらせた。

「くらえっ！　我がホワイトカラー秘ひ奥おう義ぎ！　紙吹ペーパ雪乱ー・れ咲トルネきード！」

　切れ味の鋭するどい無数のコピー用紙が、白い凍いてつく激流となってオレに襲おそいかかった！


「居残れェェェ！！！」



「ぐはっ」

　鋭えい利りな刃は物ものと化した紙が、オレの全身を引き裂さく。激痛に身もだえし、オレは耐たえきれずにその場に倒たおれ込んだ。

　係長はオレを殺す気かよ!?　突とつ然ぜんの猛もう襲しゆうにオレは肝きもを冷やす。だが、周囲の同どう僚りようたちは、誰も係長の行動を気に留めたりはしていない。何事もなかったかのように、みんな黙もく々もくと自分の仕事をこなしている。

　そう、これも、ワクワクこフーズ社こではごく普通の光景だ。社畜たちは、恐おそろしいまでの長時間労働の成果として、『社畜スキル』と呼ばれる特とく殊しゆな能力を持っている。そして、定時に帰ろうとする者は、例外なく彼らから社畜スキルによる死の洗礼を受ける。それがブラック企業の掟おきてなのだ。

「ふん、新入社員ひよつこめが」

　吐はき捨てるようにつぶやく係長を、オレは睨みつけた。痛いのもキツいけど、スーツに傷をつけるのはやめてほしいな。父さんのお古なんだぞ、これ。

「ん？」

　係長は足元に落ちていた一枚のカードを拾い上げる。紙吹雪を受けてオレが取り落とした自分のタイムカードだ。

　それを見て係長は残ざん忍にんな笑みを浮かべた。

「昨日の残業時間、たったの５時間か。ゴミめ」

　なん……だと？

　オレがどんな思いで夜よる遅おそくまで残って仕事をしていたのか、こいつは何も分かっていないのか？　同い年の友達がみんな楽しく青春を謳おう歌かしている中、「モンハンやろーぜ！」の誘さそいを断って電でん卓たくを叩たたき書類を作り続けることのつらさが、まるで分かっていないのか？

「今日の残業には、貴様の力がどうしても必要なのだ。嫌というなら、貴様など我が社には不要。今すぐ退職して、自宅警備でもしているんだな！」

「お断り……だ」

　血と紙にまみれながら、それでもオレは激痛に耐えて立ち上がった。ちなみに田中係長がオレを攻こう撃げきするために使った紙は、すべて片面だけ印刷された使用済みの紙、いわゆる「裏紙」だ。未使用の紙を消費するようなもったいないマネはしないし、重要文書をうっかり使ってしまうような失態もない。企業戦士としての当然の心得というわけだ。さすが係長、恐るべき上司だぜ。

「ほう、よく耐えたな。貴様の根性は買おう。だがあくまでも私の残業命令を拒こばむというのなら、私は貴様を殺す。貴様には名めい誉よの過労死などもったいない。働きヴアルの園ハラに行くことなく、ここで無残にただ死ぬのだ」

　ここで死ぬのも過労死するのも嫌だよ！　ふざけんな！

「とどめを刺してやろう……我が暗黒秘奥義、味わうがよい！　漆黒ブラの業ツク・務命令コード！」

　係長が両手を高々と天に掲かかげると、部屋中の電気コードが、ＬＡＮケーブルが、蛇へびとなってオレを襲う！　『法コンプ令ライアン破ス・ブりレイカーの田中』の第二の秘奥義だ。

「居残れェェェ！！！」

　嫌だ。死ぬのも、辞めるのも、居残るのも嫌だ！

　オレは全身の力を振ふり絞しぼって走り出した。

　帰りたい！　オレは帰りたいんだ！　プライベートな時間がほしい！　人間らしい働き方がしたい！　オレの望みは、ただそれだけなんだ！

　上司の理り不ふ尽じんな命令なんかに屈くつしてたまるものか！

　一筋の流星となって、オレは駆ける。だが──。

「甘いわ！」

　毒どく蛇へびとなった漆しつ黒こくの電気コードが牙きばをむいて、オレの足に鋭く絡からみ付く。

　オレは再び転てん倒とうした。そこに、禍まが々まがしい大だい蛇じやの群れが押し寄せる。息をつく暇ひまもない。オレは身体中をがんじがらめにされ、胴どう体たいを激しく締しめつけられた。

　これじゃ身動きがとれん！

　さすが暗黒秘奥義、とてつもない力だ。二十年も社畜やってると、こんな恐ろしい社畜スキルが身に付くんだな。オレみたいな新入社員じゃ、まだまだ足元にも及およばないぜ。

　やっぱり係長にはかなわないのか！

　オレが敗北感に打ちのめされていたそのとき──。

「あきらめたらそこで残業確定だよ、立花くん」

　響き渡る美声。スッと立ち上がったのは、長身で、切れ長の目に知的な眼鏡が似合うクールな美女だ。セミロングの金きん髪ぱつ、日本人離ばなれした高い鼻、自信と確信に満ちた唇くちびるは、見る者に中性的な印象を与あたえる。白のブラウスにネクタイ、黒のスカートといういでたちは、颯さつ爽そうとしたビジネスウーマンそのものだ。ダボダボのお古のスーツがまるで似合っていないオレなどよりずっと職場の雰ふん囲い気きに合っている。

「田中係長。あなたが電気コードを勝手に抜ぬいたせいで、みんながとても困っているみたいですよ」

　オレは辺りを見回した。誰もが怒いかりに満ちた目で係長を睨みつけていた。

「うわっ、データが飛んだ！」

「係長……急ぎのＦＡＸを送信中にそれはマジでやめてもらえませんかね？」

「田中、貴様ァ……仕事の邪じや魔まをするつもりなのか」

　職場じゅうがパニックだ。

　思わぬ失態に、係長はうろたえる。

「あっ、すまん、つい」

『漆黒ブラの業ツク・務命令コード』の威い力りよくが緩ゆるんだ。その一いつ瞬しゆんの隙すきを逃さず、オレは身体中を拘こう束そくする蛇の群れを一気に振り切る。

　ニヤリ、とクールな美女は白い歯を見せてオレに親指を立てる。

「ここは僕に任せて先に帰れいけ！」

「ありがとう、クールさん！　この借りは必ず返します！」

「なあに、キミは今日なすべき仕事をすでに立派に成し遂とげた。胸を張って帰るといい」
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　彼女の名は神楽かぐらレイラ。涼すずしげな美び貌ぼうと冷静沈ちん着ちやくな性格から、通つう称しようは『クールさん』。趣しゆ味みは女子社員への声かけと最速での定時退社。好きな食べ物はパルメザンチーズとビターチョコ。好きな言葉は『花鳥風月』と『才さい色しよく兼けん備び』。入社二年目になる19歳で、何かと失敗ばかりなオレをいつも助けてくれる、総務部の〝反はん社しや畜ちく〟派のエース的存在。『光速』の異名を持ち有休を自在に活用する高貴なる定時帰宅者だ。

「キャー！　クールさんまじクール！　抱だいて！」

　さっそく女性社員からの黄色い声が飛ぶ。中性的な美貌と男っぽい口調のためか、彼女は同性からモテモテなのだ。

　田中係長は歯ぎしりをしながらどす黒い目つきでオレとクールさんを睨にらみ据すえた。

「帰らせはせん！　帰らせはせんぞ！」

　社畜としての経験の蓄ちく積せきは、一見してチンチクリンでうだつが上がらない中年男にしか見えない田中係長に、本来の身体能力をはるかに超こえる力を与えている。ハイジャンプで軽くデスクを二つ飛び越こすと、鋭い正せい拳けん突づきをクールさんに見み舞まった。まともにくらえば心臓に穴が開きそうなその一いち撃げきを、クールさんは流れるような動作で華か麗れいにかわす。

「その跳ちよう躍やく力は、仕事が修しゆ羅ら場ばの時やどうしても会議に遅ち刻こくしそうになった時のために身に付けたもののはず。部下を殴なぐるためのものではないはずですよ、係長」

「くっ」

　怒りに身を任せ、連続での突つきを放つ田中係長だが、クールさんはあるいは受け流し、あるいは蹴けりで防ぎ、またあるいはデスクに置かれていた穴あけパンチを手にしてガードする。その対社畜用戦せん闘とうスキルは半はん端ぱではない。

「さあ、何をしているんだ立花くん！　僕にかまわず行くんだ！　大事な人が君を待っているんじゃないのかい」

　おっと、いけね。クールさんがあまりにかっこいいので見とれてしまった。

　係長はクールさんとの対決で動けない。他ほかの連中もパソコンの電源が切れたことで混乱している。帰るなら今だ。

　オレは俊しゆん敏びんさを活いかしたステップで室内を最速で駆かけ抜ける。「させるか！」と普ふ段だん係長の太たい鼓こ持もちをしている平社員社畜たちがオレの行く手をふさいだが、相手の勢いをそらす形できりもみジャンプ。社畜どもを飛び越して、音一つ立てずに着地する。さらに廊ろう下かを全速力でダッシュ。今にも閉まろうとしているエレベーターにギリギリで駆け込んだ。

「ふう、危ない危ない」

　エレベーターに乗り合わせた清せい掃そうのおばちゃんがぎょっとしているのを尻しり目めに、オレは汗あせを拭ぬぐいながらひとりごちた。クールさんは、無事だろうか。いや、彼女のことだ。係長の猛もう攻こうを潜くぐり抜け、早々にこの魔まの巣そう窟くつからの脱だつ出しゆつを果たすだろう。今は、自分の勝利の味をかみしめる時だ。

　エレベーターが一階にたどり着き、オレは悠ゆう々ゆうと正面玄げん関かんの自動ドアを通過した。

　定ミツ時シヨ退ンコ社ンプ完了リートだ。




　　　　＊




　何とか田中係長の魔手から逃のがれ、本社ビルを後にすることができたオレは、駆け足で最も寄より駅まで向かった。コインロッカーに預けていたスポーツバッグ（在学時に部活動で使っていたやつだ）を回収し、駅のトイレで三月まで通っていた高校の制服に着き替がえる。童顔でスーツがまるで似合っていない新入社員から、ごくありふれた元気でお調子者の男子高校生に早変わりだ。

　電車に揺ゆられて五番目の駅で下車。そこで乗り換かえてまた二駅。学生の多い並木通りを少し歩いたところにオレの目的地はある。

　翔しよう鳳ほう大学付属病院。建物は古いが、最新の設備がそろい、難病の治ち療りようには都内でも有数の実績をもつ医い療りよう施し設せつだ。

　正面玄関で靴くつをスリッパに履はき替かえ、受付の看護師に軽く会え釈しやくをして中へと入る。

　一刻も早く駆けつけたかったが、病院内ではさすがに走るわけにはいかない。はやる気持ちを抑おさえて病びよう棟とうの六階へと進む。

　目的の病室は一番奥の、夕日が良く見える場所にあった。入口のプレートには四人の患かん者じやの名前が書いてある。その中の一つに、「立花ミサキ様」とある。

「おじゃましまーす」

　オレは行ぎよう儀ぎのいい声を上げて、中に入る。窓まど際ぎわのベッドに向かう。

「あら、いらっしゃい」

　ベッドに横になっていたのは、髪かみの長い、瘦やせ気味の若い女性だった。夕日が差して、本来真っ黒なはずの髪が小麦色に輝かがやいて見える。その青白い顔は、ひどく疲つかれているように見えた。それでもオレの姿を見て無理に笑えみを作り、「よいしょ」と上体を起こす。

　美人で優やさしくてしっかり者で面めん倒どう見みが良くて……オレの、自じ慢まんの姉ちゃん。

　両親を亡なくしたオレの、唯ゆい一いつの肉親。

　もうその姿を見てるだけでオレは……オレはせつなくて、涙なみだが出そうになっちまうんだ。

　でもオレは、そんな姉ちゃんのつらそうな様子には気が付かないフリをして、明るく、元気な声を絞り出す。それが姉ちゃんの望みだから。

「検査どうだった!?」

「うん……まあまあね。良くはなっていないけど悪くもなってない」

「そう……なんだ」

　予想された答えとはいえ、オレは内心でがっかりした。先週からは新しい薬の投とう与よが始まっていた。それが功を奏して、奇き跡せき的に病状が良くなってきていることに期待していたんだ。新薬の甲か斐いなく、さらに病気が進行する可能性もあっただけに、現状維い持じならまだましだ、という見方もできはするが……。

「ま、あんま気にすんなよ。姉ちゃんが病気なんかに負けるはずがないし」

「あはは。だといいんだけど。それにしても、今日は早かったのね」

「ごめん、本当はもっと早く、最速で来たかったんだけど、ちょっと部活が忙いそがしくて抜け出せなくってさ。ほら、オレって陸上部のエースだから」

　自分の声が途と中ちゆうで裏返ってしまうのを感じた。

「今日も新記録連発でさ、先生がびっくりしちゃって。このままいくと、オリンピックに出ちゃうかもなオレ」

　姉ちゃんに……噓うそをついた。

　本当はオレ、部活なんてやってない。

　部活どころか、学校そのものをやめちゃった。

　でも──。

「学校は、楽しい？」

　言えるわけ……ねえだろ。

　姉ちゃんの治療費を稼かせぐために、学校を辞やめて働いてる、なんて。

「ああ、楽しいよ。すっげー楽しい。やっぱ友達と一いつ緒しよに馬ば鹿かやるのって最高だよな！」

　言えるわけがない。

　毎日、クソみたいな上司にしごかれているなんて。

「だから姉ちゃんも早く治して、また大学に通いなよ」

　世の中に神様なんていない、などという奴やつがいるが、あれは噓だ。

　神様はいるに決まっている。そして、必ず姉ちゃんを幸せにしてくれる。

　最後は必ずハッピーエンドなんだ。

　だって、そうじゃなきゃ悲しすぎるじゃないか。

「大学でしたいことはいっぱいあるだろ。好きな勉強をしたり、サークル入ったり、彼氏つくったり」

「ええー。お姉ちゃんが彼氏つくっちゃってもいいの？」

「当たり前だろ」

　これも噓だ。本当は、姉ちゃんにはいつまでもオレが一番でいてほしい。オレはいつまでも姉ちゃんに甘えていたい。姉ちゃんに彼氏なんて、絶対に嫌いやだ。姉ちゃんが彼氏なんか連れてきたら、オレはきっとそいつをボコボコにしたくなると思う。

　でも、でも──。

　オレは涙をこらえながら笑った。姉ちゃんには、笑顔以外は見せたくなかった。




　オレは、姉ちゃんには、姉ちゃんにだけは、人並みに幸せになってほしいんだ。
















「ああ、忙しい」

　平日の昼下がり。田た中なか係長がいつものようにぼやいている。店てん舗ぽアルバイトの給きゆう与よの計算を黙もく々もくとこなしているオレの耳にも、嫌でも聞こえてくる。

「一日が36時間くらいあればいいのに」

　そうだよな、そしたら10時間働いても26時間くらい自由に使えるものな。

「そしたら一日に30時間くらい働けるのに」

　働けねえよ！　一日が36時間あっても30時間も働けねえよ！

　まったく、何言ってんだこの社しや畜ちくは。本当にオレとは考え方が合わないぜ。

「しかしまあ、六月は祝日がないからまだマシか」

　カレンダーを見ながら係長はつぶやく。

「祝日のある週は、働ける日が四日しかないからな。一日損した気分になるよな」

　そうっスね、一日損した気分に……って、なんねーよ！　どんだけ仕事が好きなんだよてめーは！

　本当に……もうちょっと何とかならんものかな、社畜って。

　いやまあ、別に仕事が好きでもいいんだよ。だけど、仕事だけが人生じゃないだろ？　もうちょっと自分の時間を大切にしたらいいのにな。

　まして、自分の価値観を一方的に他人に押し付けるのは、本当に迷めい惑わくだよな。社会人たるもの、猛もう烈れつに働いて当たり前。そんな社風が、お互たがいをギスギスした関係にしている。もっと余よ裕ゆうを持って、「ああ、オレこの会社で働いてて楽しいなあ、働きがいがあるなあ」って思える職場が理想だよね。

　オレが上司の独り言にイライラを募つのらせていると、その上司様は「そうだ」と手を打ち、

「あー、立たち花ばな。ちょっとこっちに来なさい」

　オレを呼んだ。あれ、オレまた何か怒おこられるようなことをしたかな。

「クールさんも来てくれ」

　ああ、クールさんも一緒なら怒られるような話じゃないな。クールさんは優ゆう秀しゆうでそつがないからな。単に事務能力が高いだけじゃない。午後５時を過ぎてから上司に突とつ然ぜん「おーい、急だけどこれやっといてくれ。今日中に頼たのむ」などと言われないように、朝のうちから「係長、あの件は今日までじゃなかったですか、僕と立花くんで午前中のうちにやっておきましょうか」などと先回りして申し出るなど、残業リスクのコントロールにも長たけている。

　つーか、クールさんは上司にまでクールさんてあだ名で呼ばれてるんだよな。もう「神か楽ぐらさん」とか本名で呼ばれたら「誰だれ？」とかなっちゃうレベルだ。

　そのクールさんは、無表情。無言でオレとともに係長のデスクの前に立つ。

「実はな、『味あじ自じ慢まん！漆しつ黒こく中ちゆう華か』秋葉原店の従業員の女の子から、苦情が来ている」

「はあ」

　オレは気のない返事をした。ちなみに『味自慢！漆黒中華』というのは、『ワクワクフーズ』グループが経営するラーメン屋のチェーン店だ。

「店長がセクハラをするので困っている、というのだ」

　セクハラ!?　何だそれ、店長の風上にもおけないな。

「総務課として、これを見過ごすことはできない」

「なるほど、それで僕たちは店長にセクハラをやめさせればいいんですね」

　クールさんが納なつ得とくして深くうなずく。なお、この『ワクワクフーズ』株式会社には、大だい企き業ぎようには当然あるはずのセクハラ対策室みたいなものはない。従業員の快適な労働環かん境きようとか、福利厚こう生せいとか、法令遵じゆん守しゆとかよりもコストカットの方が大事、という嫌な社風なのだ。法務部というのはあるが、これはライバル企業と訴そ訟しよう沙ざ汰たになったときに全力で応戦して相手が再起不能になるまでフルボッコにするための機関なので、社内のこうした不ふ祥しよう事じに対応することはない。というか、「我が社には不祥事など存在しない」というスタンスだ。

　そうなると、こうした問題に対応するのはオレたち総務課ということになる。総務課ってのは、社員の採用とか人員配置などに関かかわる人事関係、給与の計算や支給、職員の労務管理、社内で使う備品の購こう入にゆうや管理、研修に関わる業務なんかをするところで、まあ要するに何でも屋だ。人間関係のトラブルをスムーズに解決し、風通しのいい職場をつくることも大切な任務の一つだ。

　クールさんの言葉に、係長は意外な反応を見せた。

「違ちがう、何言ってるんだ」

　鼻息が荒あらい。よく見ると鼻毛が出ている。


「揉もみ消せ」



　係長の眼鏡めがねが鋭するどく光る。

「……僕の耳が悪いのでしょうか。もう一度おっしゃっていただけますでしょうか」

「揉み消せと言ったんだ」

「えっと、オレの耳もおかしくなったのかな。揉み消せって聞こえた気が」

「部下たるもの、上司に絶対服従するのは当然だ。上司に死ねと言われたら潔いさぎよく死ぬ、上司に殺せと言われたら容よう赦しやなく殺すのが部下というもの。上司からセクハラを受けたら、喜んでその身を差し出すのが道理というものではないか。『君、君たらずとも臣、臣たれ』という言葉もある。それなのにそのバカ女は、上司に従わないばかりか総務課に苦情を申し立ててきた！　いつから日本の婦女子はこのような恥はじ知しらずになったのか！」

　どうやら係長には、日本企業と専制独裁国家の区別がついていないらしい。

「だが、世間的には、上司が部下にセクハラをするのはけしからんということになっているのも事実。まったく世せ知ち辛がらい世の中だ。嘆なげかわしい」

　深くため息をつく田中係長。ちょっと何言ってるか分かんないっスね。マジで死ねばいいのにな、このオッサン。

「お前たちが後始末をしろ。手段は問わん。その女子従業員を社会的に抹まつ殺さつするか、上司たる店長に精神的に屈くつ服ぷくさせるかして、この件を世間に公表できないようにするのだ。たかがバイトごときに偉えらそうな顔をさせるな。いいな」

　……あー会社辞めてえ。マジ会社辞めてえ。

　このオッサンをぶん殴なぐって「辞めてやる！」って辞表を叩たたきつけられたら、どんなにスカッとするだろうな。

　でもこの会社、給料だけはいいんだよな。それに、高校中退でまだ17歳のオレを正規社員として雇やとってくれる上場企業なんて、他ほかにない。

　失業率は改善の方向に向かっている……なんて、マスコミでは報道されているけど、あれはウソだ。正規社員の仕事が、どんどん派は遣けんやアルバイトに置き換かえられている。正規で仕事に就つくことが、ものすごく狭せまき門になっている。ここで会社辞やめちゃうと、姉ちゃんの治ち療りよう費が稼かせげない。

　だから、どんなにブラックな社風でも、どんなに上司がクソでも、会社を辞めるという選せん択たく肢しは、オレにはないんだ。

　だからせめて、オレだけは、この異常な空気に対して、「ノー」と言おう。クソ上司に対して、オレはお前とは違うぞと言っておこう。

「係長、お言葉ですが……」

　だが、意見を述べようとしたオレの口を、そっと塞ふさいだ人物がいた。クールさんだ。

　驚おどろいて振ふり向いたオレに、クールさんはニヤリと笑って目くばせをした。

「……とにかく、会社の不ふ名めい誉よにならないような解決方法をとればよろしいのですね？　分かりました、この件は僕と立花くんとで何とかします。僕たちなりのやり方で、ね」

　何か思おも惑わくがありそうなクールさんだった。
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「女の子にセクハラなんて、絶対に許せない。そう思わないか、立花くん」

　翌日、土曜日のお昼前。オレとクールさんは、秋葉原の街を歩いていた。『味自慢！漆黒中華』秋葉原店に向かうためだ。今日のオレはダボダボのスーツではなく、普ふ段だん着ぎ。極ごく太ぶとの行書体で『仕事は一日八時間』と書かれたＴシャツの上にチェックのシャツを羽織り、下はジーンズという恰かつ好こうだ。自分ではなかなかおしゃれなつもりなのだが、クールさんに言わせると、「キミのそのセンス……もうちょっと何とかならないのかい」ということになるらしい。うーん、おかしいなあ。

　そのクールさんは青を基調としたチュニックにカジュアルなレギンス。さすがクールさんは何を着てもカッコよくて似合うな。

　まあクールさんの私服姿が見られたのはうれしいけど、せっかくの休みだってのに休日出勤だぜ。いや、休日出勤として認められるならまだいいけど、ウヤムヤにされて単なるタダ働きになる可能性すらある。

「えっ、でもクールさんだっていつも女の子ナンパしてるじゃないか」

　クールさんは、女の子が大好きだ。「だって野や郎ろうなんかよりも女の子の方が可愛かわいいに決まっているじゃないか」というのがその言い分だ。

「はあ!?　何を言っているんだキミは。僕は確かに、社内で可愛い女の子を見かけたらいつも声をかけるようにしている。クールな僕に声をかけられたらみんな喜ぶからね。だけど、僕はセクハラなんて一度だってしたことがないんだよ」

　そうかあ？　クールさん、振る舞まいがクールかつスタイリッシュだからみんなスルーしてるけど、けっこう問題行動と受け取られかねないことだってしてると思うぜ。

「例えばキミが我が社の受付嬢じようの胸を突とつ然ぜん揉み始めたとするだろ？」

「ぶっ」

　いきなり何を言うんだよ。何て例たとえだよ。

「キミは受付嬢からグーでぶん殴られ、即そく日じつ、セクハラで懲ちよう戒かい解かい雇こだ」

「そりゃまあ、そうだろうなあ」

　てか、それオレが主語である必要はないよな？　誰がやっても普ふ通つうそうなるよな？

「だが、僕が同じことをしたとするとどうだろう？　僕に突然胸を揉まれた受付嬢は何て言うと思う？　『キャー！　クールな顔して突然女の子の胸を揉み始めるなんて素す敵てき！　抱だいて！』こうなる。本人が喜んでいる以上、セクハラにはならない。だから僕がセクハラなんてありえないのさ」

　そういやクールさんは女子から大人気なんだった。

「とにかく、僕はセクハラという行こう為いが大だい嫌きらいなんだ。僕は女の子の喜ぶ顔が見たい。悲しみの涙なみだは見たくない」

　そう言いながらメイド姿の女の子からメイド喫きつ茶さのチラシを受け取るクールさん。受け取るときに両手で女の子の手をしっかりと握にぎり返す。「キャー！　超ちようカッコよくてクールな女の人に手を握られちゃった！　抱いて！」とメイドさんは感激している。これもオレらがやったらセクハラでクールさんならＯＫの一例だよな。

「そして、そんな行為を起こしたことによって、僕に今日の予定だったキョーコちゃんとのデートをキャンセルさせた秋葉原店の店長のことも許せない」

　誰だよキョーコちゃんて。そういやうちの本社ビル受付の女の子の名前が「今日きよう子こ」だったような気もするけど、まさかさっきの受付嬢の例えは実話だったりするまいな。

「あー。オレも今日、彼女とデートの予定だったけどキャンセルしちゃった」

　オレが何気なくそう呟つぶやくと、クールさんは目をぱちくりさせた。

「えっ、キミ、彼女なんていたの!?」

　そこで驚かないで……。オレに彼女がいちゃおかしいですか。ぶん殴りますよ。

「なんか……ちょっとショックだな。僕は女の子たちの次にキミのことが好きなのに」

　……はは。ちょっとドキッとしてしまうセリフだけど、クールさんは女の子にしか興味がないから、つまりは恋れん愛あいの対象としては意識されてないってことだ。

「でも、彼女がいる気配なんて全然なかったのに」

　どうやらクールさんは、オレに彼女がいることを信じていないらしい。確かにオレは女の子から全然モテねえよ。だけど、こんなオレのことを大好きって言ってくれる女の子だっているんだぜ？　しかもすっごい可愛い子が。

「じゃあ、今見せますよ」

　クールさんにオレの彼女の画像を見せたらびっくりするだろうな。そう思いながら、オレはいつもポケットに入れている──




　ヌンテンドー３ＧＳ




　を、取り出した。愛用の携けい帯たいゲーム機だ。

　カバーを開いて、中断中のソフトを起動させる。大人びた制服姿の女の子のＣＧが表示された。アニメ調のグラフィックで描えがかれた女の子がなめらかに動き、恥はじらいながら上目づかいにオレを見つめている。瞬まばたきが可愛い。

「ほら、これが今オレがお付き合いさせてもらっている、姉あね小こう路じナナさん。どうです、すっげー美人でしょ」

「……」

　あれ？　おかしいな。

　何だろう、この、どう反応していいのか分からないみたいなクールさんの顔は。

　いいだろ別に。ゲームの中のカノジョだろうと、オレが幸せならオレの勝手だろ。

　補足しておくと、これは『ラブフラグ』といって、現実世界と時間がリンクしていて、仮想世界で女の子とデートをしたり、コミュニケーションをとったりすることのできるゲームだ。三人の女の子の中からカノジョを一人選ぶことができるんだけど、オレが選んだのは、オレより一つ年上の大人びた女の子、姉小路ナナさん。

　同級生や年下の子も可愛いけど、やっぱり年上だよね！

「……ああ、何ていうか、その、素敵なカノジョだね」

「でしょ!?」

　それに、連日深夜まで残業して、休日も出勤して、というハードな仕事をしていると、生身のリアルな女の子と出会ったり付き合ったりするのは難しいんだよ。クールさんはモテモテだから、人生という名の恋愛シミュレーションゲームもイージーモードなんだろうけどさ。オレみたいなのはいろいろと大変なんだよ。

　その点、『ラブフラグ』のナナさんなら、深夜までメールできなくても文句一つ言わないわけですよ。デートがドタキャンになっても不満を爆ばく発はつさせてオレを困らせることもない。まったく、ナナさんはまさに理想の女の子だぜ。

　ナナさんの素敵ボイスが聞こえたので、オレはもう一度ヌンテンドー３ＧＳに目を向けた。画面内でニッコリとほほ笑えむナナさん。

　むふふ。

「いやー、ナナさんはほんとに可愛いなあ」

　こんな可愛いカノジョがいるとか、完全にリア充じゆうだよな。爆発しろ、オレ。

「ふーん。可愛いカノジョとどこにでも好きなところに行ったら？」

　え、クールさん何怒おこってるの？　変なの。

「……でも、ちょっとホッとしたかも」

「え？　何が？」

「何でもない」

　顔を上げると、クールさんがほんのり頰ほおを赤らめていたように見えた。それはほんの一いつ瞬しゆんのことで、次の瞬しゆん間かんには、いつもの白磁のような美び貌ぼうがあるだけだった。




　　　　＊




　秋葉原はラーメンの激戦区だ。『味自慢！漆黒中華』以外にもいくつも店が並んでいる。

　ラーメンにとって大事なのは、言うまでもなく、味、だ。麵めんの原料である小麦粉やスープの出だ汁しとなるとんこつ、チャーシューやネギ、それに水や塩にいたるまで、『ワクワクフーズ』では常に素材の研究に余念がなく、全国チェーン店として高い評価を得ている。

　だがそれだけではだめだ。味自慢の競合店がいくつも店を並べる中で打ち勝つためには、もっと大きな視点からの経営戦略が必要になる。

　そのために『ワクワクフーズ』がとった作戦は、「でかくて派手な店てん舗ぽをつくる」だった。

「うーん、やっぱり浮ういてるな、ここ」

　オレはテカテカと輝かがやく巨きよ大だいな看板を見上げながら言った。

「そうだね。この規模のラーメン店は、この辺りには他ほかにないからね」

　ちょっとしたファミレス並みだ。でかすぎだろ。「これで競合店の顧こ客きやくを一気に奪うばい、ライバルを徹てつ底てい的に叩たたき潰つぶす」というのがウチの経営戦略らしい。

「まずは普通の客のフリをして、様子をうかがうことにしよう」

　オレたちはドアを開いて店の中に入った。濃のう厚こうなとんこつ醬しよう油ゆラーメンの香かおりが鼻び孔こうをくすぐる。まだお昼前なのにハラが減ってきた。

　客はまだ少ない。

　掃そう除じも行き届いており、照明も明るい。お客さんが入ってきやすい雰ふん囲い気きになっている。

「外装はともかく……中はいい感じの店だな」

　クールさんもオレと同じ感想を抱いだいたらしく、そう言った。オレがうなずいていると、


「ラッシャイ！！！」



　大きな声が響ひびき渡わたった。声の主を目で追って、オレは驚きよう愕がくした。

　ケバケバしい緑色に染めた髪かみは、垂直に天を向いている。モヒカンだ。目つきは、すごく悪い。獲え物ものを狙ねらう鷹たかのようだ。頰には刃は物もので切った跡あとと思われる古傷が上下に走っている。ゴテゴテした黒い革かわのジャケットには、金属製のアクセサリーがたくさんぶら下がっていてジャラジャラと音を立てている。

　そして、右手は──。




　血まみれの文化包丁を握りしめていた。




　そして舌をペロリと出して包丁の血のりを舐なめとった。

　げえっ、何だこいつ。

　見るからにヤバめだぞ！

　まさか、強ごう盗とう!?　強盗と鉢はち合あわせした!?

　オレは先日の新聞報道を思い出した。「『漆黒中華』でまたまた強盗　二万三千円盗ぬすまれる」とかいうやつだ。うちのチェーン店は安全対策へのコストを極限まで削けずっているから、強盗に狙われやすいんだそうだ。ビギナーの強盗が一人前になるための登とう竜りゆう門もんとして活用されているとかいないとか。

「ククク……驚おどろいているようだな」

　硬こう直ちよくしたオレたちに残ざん忍にんな視線を送り、モヒカンは不敵に笑った。そして意外なことを口走った。

「俺様の名前は正せい木き松まつ国くに男お。ここの店長だ。趣しゆ味みは包丁の収集と部下いじめ。好きな言葉は『弱肉強食』と『死し屍し累るい々るい』。この秋葉原店を全国で一、二を争う優良店舗にしたのは俺様の手しゆ腕わんだぜ。夜よ露ろ死し苦く！」

「う、噓うそだ！」

　オレは思わず叫さけんでしまった。

「こんな店長いるわけないだろ！」

「あ？　何言ってんだテメエ。ぶっ殺すぞクソガキャー」

　包丁をカウンターに突つき立てる。怖こええ。どう考えても本職のヤの人である。

「俺様の姿をよく見てみろゴルァ！　どこをどう見てもラーメン屋の店長だろうがゴルァ！」

　どこがだよ！　どこをどう見てもラーメン屋の店長には見えねえよ！

　こいつが店長に見えるんだったら、オレなんか社長……はムリでも、専務か副社長と間ま違ちがえられてもおかしくないね！

「いや、立花くん。彼の姿かたちではなく、ポーズをよく見るんだ」

　クールさんがオレにそっと耳打ちした。

　え、ポーズを？　どれどれ？

　オレは自じ称しよう店長の姿を上から下までゆっくりと舐め回すように見た。

「何ガンつけてるんだゴルァ」

　自分でよく見てみろと言いながらそれはないだろうと思いながらじっくりと観察し、そしてあることに気付いた。




　ドヤ顔で腕うで組ぐみをしている。




　ああ、確かにこれはラーメン屋の店長だわ。どこをどう見てもラーメン屋の店長のポーズだわ。どこのグルメ雑誌を見ても、ラーメン屋の店長ってこんな恰かつ好こうしてるわ。何でラーメン屋の店長ってこの、ドヤ顔＆腕組みの偉えらそうなポーズがこんなに好きなんだろうな。

　オレが納なつ得とくの表情で深くうなずくのを見て、

「ヒャッハー！　ようやく理解したようだな。分かったらこの正木松店長様に跪ひざまずきやがれ、このドブネズミども」

　店長が威い張ばる。なんでだよ。

　ふざけた振ふる舞まいにオレがムカムカしていると、一人クールなクールさんが言った。

「その様子だと、僕たちがただの客ではないと気付いているようですね」

「あ？　客じゃねえのか？　だったら早く帰りやがれ、ペッ、ペッ」

　客だと思っててあんな態度だったのかよ!?　マジでなんなんだよコイツ！　死ねばいいのに！

　オレが憤ふん慨がいしていると、正木松店長は「ヘッ」と笑い、

「冗じよう談だんだ。お前たちのその目つき、明らかにモブキャラじゃねえ何かを感じるぜ。俺様と戦いに来たんだろう？」

「いや、別に戦いに来たわけじゃないんだけど……」

「そうです、戦いに来ました」

　って、ええ!?　クールさん!?

「クールさん何言いだすの」

「僕はこの男が生理的に気に食わない。彼が戦いを望むのなら、ちょうどいい、叩きのめしてしまうまでだ。僕の前でかっこいいところを見せるチャンスだよ、立花くん」

　だめだこの人。見た目でみんな騙だまされているけど、内面は全然クールじゃない。まあ、そうだよな。定時での退社に己おのれの誇ほこりをかけ、社畜との激しい戦いに身を委ゆだねる……そんなことができるのは、熱いソウルの持ち主だけだ。

「その前に……」

　クールさんが手をポケットに忍しのばせる。店長と戦うための武器でも取り出すのだろうか。抜ぬかりないこの人のことだから、何かとっておきの秘密兵器でもあるのだろうか。

　と思いきや──。

「あ、僕はこういう者です」

「あ、こいつはご丁てい寧ねいにどうも」

　店長に《名めい刺し》を差し出すクールさん。店長も腰こしを低くして両手で受け取る。名刺交こう換かんは紳しん士しのたしなみ、社会人の絶対遵じゆん守しゆのルール。いかに正木松店長が破は天てん荒こうな性格といえど、差し出された名刺を前に無礼な態度をとることはできない。

　お返しに自分の名刺を渡し終わり、正木松店長は改めてクールさんから受け取った名刺に目を向ける。

「総務課……だと!?」

「そうだ。僕たちは、あなたが問題行動を起こしていると聞いて、成敗しに来た正義の味方だ」

　それはちょっと違ちがうんじゃないかと思ったけど、黙だまっておく。まったく、最初はとりあえず様子をうかがうんじゃなかったの。いきなり正体をバラしてどうするのクールさん。

「まさか……あのハゲメガネの差し金か」

　ハゲメガネ……？　って、もしかして田中係長のことか？　こいつ、田中係長と知り合いなのか？　それにしても、ハゲメガネとは田中係長に失礼だろう。田中係長をハゲメガネ呼ばわりとは何だ。確かに田中係長はハゲでメガネだが、ハゲメガネとは失礼極きわまりない。田中係長に謝れ、田中係長に。

「ちっ」

　正木松店長は不ふ愉ゆ快かいそうに舌打ちして後ろを向き、

「おい、おっぱい！　ゴミクズ！　豚ぶたデブ！」

　いきなり意味の分からないことを言い出した。突とつ然ぜん「おい、おっぱい！」って何のことだよ。

「何ですか店長」

　すると厨ちゆう房ぼうからエプロン姿の女の子が現れた。

　三さん角かく巾きんから滝たきのように流れ落ちる栗くり色いろの髪。くりっとした大きな瞳ひとみ。柔やわらかそうなほっぺたを膨ふくらませてちょっと怒おこっている。小さな手で握にぎりしめているステンレス製のおたまからは、ラーメンのスープらしきものがぽたぽたとこぼれ落ちている。調理をしていた途と中ちゆうだったんだろう。胸むな元もとには、首から下げた愛あい嬌きようのあるシロクマのペンダントがキラリと光っていた。

　オレはその姿を見て一いつ瞬しゆん、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしてしまった。

　か、可愛かわいい。

　何この子、すごく可愛いぞ。美人だし、スタイルいいし、表情も生き生きしている。こんな可愛い子に一いつ介かいのラーメン屋の店員を任せるというのは、どうなんだろうな。アイドル歌手か魔ま法ほう少女でもやらせた方がいい。まして注文を取りに行かせるでもなく、厨房にこもってラーメンを作ることを強しいるというのは、人類にとっての損失ではなかろうか。

　年上の女の子もいいけど、やっぱ同世代の子もいいよね！

　そ、それに──。

「おっぱい！　おせーんだよ！」

「それと、その呼び方やめてください」

　うん、まあ……正木松店長がそういうあだ名をつける気持ちも分からなくはないな。だって、エプロンの上からでも、はっきりと分かるんだもの。大きくてふくよかな二つのプリンの存在が！　目のやりどころに困るよ！

「ハアア!?　おっぱいはおっぱいだろうがこのクソアマ。おっぱいのくせに俺様にたてつくとかブチ殺すぞゴルァ」

「ちょっと待ちたまえ店長！　こんな素す敵てきな女の子をつかまえてその呼び方は失礼だろう！」

　おお、クールさんが怒った。

「彼女はおっぱいだけじゃなくお尻しりや太もものラインも素敵だろう！」

　問題はそこじゃない。同意はするがそこじゃない。今日もクールさんは平常運転だ。

「何ですかあなた。顔がいいからって調子に乗ってません？」

　女の子が眉まゆをひそめながら言う。

　えええ!?　噓だろ!?　クールさんにこんなこと言われて「キャー！　超ちようクールな女の人にお尻や太もものラインが素敵って言われちゃった！　抱だいて！」って言わないなんて！

　クールさんのイケメンパワーが通じないなんて普ふ通つうじゃないぞこの子。普通なら目をハートマークにしてクールさんのことを見つめるところなのに！　彼女は全然クールさんには興味がないらしく、むしろ、なぜかオレのことをちらちらと横目で観察している気がする。なんでかな？　さり気なくおっぱいをガン見していたのがバレた？　それともオレの『仕事は一日八時間』Ｔシャツが面おも白しろかった？

　当のクールさんも意外な反応に驚いている。

「キミは何者だい。先ほどの店長の言い方を借りると、明らかにモブキャラじゃない何かを感じるよ」

「あたしの名は桜さくら野のユイカ。趣味は貯金と親孝行。好きな食べ物はコーヒー牛乳プリン。好きな言葉は『自主独立』と『反骨精神』。定時制高校の夜間部に通いながらアルバイトに励はげむ勤労少女。『味自慢！漆黒中華』秋葉原店の看板娘むすめとはあたしのことよ。ユイカって呼んでくれていいわ」

　腰に手を当て、どうだ、と言わんばかりに胸を張った。ん？　オレの反応をうかがっているみたいだけど、何でだろう。そんな顔されても、正直おっぱいデカいなとしか。

　いや、待てよ。この娘こ、どこかで見たことが……。

　駄だ目めだ。思い出せない。こんなに可愛い娘は、一目見たらまず忘れないものだと思うんだけど……おかしいな。

「テメー、何を噓言ってやがる。この店の看板は……この俺様だァッ！」

　そんなところで張り合わなくても。

　女の子に続いて現れたのは、まるまると太った青年だった。不器用そうな手でお盆ぼんを握りしめている。

「おせーぞゴルァ」

「すみません。お客様にとんこつラーメンを運んでいたところだったので」

「うるせえ豚デブ！　テメー、豚デブのくせに俺様に口答えしてんじゃねえ！　チャーシューにしてお客様にお召めし上がりいただくぞゴルァ」

　せめて『豚』か『デブ』のどっちかだけにしてやれよ。普通に言いにくいだろ、『豚デブ』って。

「お客様は神様だが、店長の俺様は最高神様なんだよ。ラーメン屋の店長は客より偉いって法律で決まってるんだ。分かったら早く来いやゴルァ」

　……とすると、『豚デブ』の後ろからおずおずと現れた三人目の彼が『ゴミクズ』か。なんかすっごくオドオドしている少年だ。元ニートが頑がん張ばって社会復帰目指してるけどやっぱり無理ですすいませんみたいな雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　その『豚デブ』と『ゴミクズ』は、店長が説教をしている間、終始、無言。

「店長！　いつも言ってますけど、その偉そうな口調、やめてくれませんか。ムカムカくるんですけど」

　代わって女の子が抗こう議ぎしたが、

「ヒャッハー！　てめーらアルバイトに人権なんざねーんだよ！　俺様が死ねと言ったら死ね！　殺せと言ったら殺せ！　それが社畜の生きる道！　それ以外に選せん択たく肢しはねえんだよこの雑ざ魚こどもが！」

　どんな全面核かく戦争後の世界だよ。どんだけ生きづらいんだよ現代日本。店長が妄もう言げんをわめき散らすのを不愉快に感じたのか、奥の席で餃ぎよう子ざをつついている女性客から苦情が来た。

「ちょっとー。うるさいよー、店の人ー」

「あー申し訳ない。すいやせんねえお客さん」

　店長が珍めずらしく平身低頭していると思ったら、

「ほら、テメエらのせいで叱しかられたじゃねえかゴミムシども」

　アルバイトの三人に八つ当たりしている。ひどい奴やつだ。絶対コイツ、自分が客の立場のときは「俺様はお客様なんだぞ！　お客様は神様じゃねえのかよ？」とか店員に絡からむタイプだろ？

　とはいえ、さすがにお客さんの前でこの醜しゆう態たいはまずいという自覚はあるらしく、「こっち来いや」とオレたちを厨房に招き入れた。その上でアルバイトたちを再び厳しく叱しつ責せきする。

「さてはテメーら、俺様のことを上層部うえにチクりやがったな？」

「だったら何なんですか」

　他ほかの二人がぶるぶると首を振ふる中、桜野ユイカと名乗った女の子が胸を張った。勇気のある娘こだ。

「ヒイッ！　ユイカちゃんそんなことしたの!?」

『ゴミクズ』が泡あわを吹ふいた。いや、『ゴミクズ』じゃなくてちゃんとした名前があるんだろうけどちゃんと名乗ってくれてないからな……。『豚デブ』も一いつ緒しよになって震ふるえている。

　おっぱ……じゃなかった、ユイカはため息をついて『ゴミクズ』を叱った。

「あんた、そんなんだから店長にナメられるのよ。それでも男なの!?」

「男だろうが女だろうがオカマだろうが、店長は怖こわいよ」

「怖い怖いってあんたそればっかりね！　この世にお金より怖いものなんて何もないのよ」


「シャラーップ！」



　正木松店長が文化包丁をゲシゲシとまな板に叩たたきつけながらわめいた。

「よく分かった。おっぱい、テメーが元げん凶きようか。よっぽど俺様にレイプされたいみてえだなあゴルァ」

　残ざん忍にんな笑えみを浮うかべて、正木松店長は血まみれの文化包丁を長い舌でペロリと舐なめた。拷ごう問もん吏りを思わせる凄すごみのある形相に、ゴクリと唾つばをのむオレたち。次の瞬しゆん間かん、


「痛いてえ!?」



　店長は包丁を投げ出して口元を押さえ始めた。包丁で舌を切ってしまったようだ。けっこう頭悪いな。見た目通りの脳筋なんだろう。

「ぶっ殺すぞこのアマァ」

「いやいやいや、今のはお前の自じ業ごう自じ得とくだろ!?」

　オレが突つっ込むけど無視。正木松店長は腕うでまくりし、ぐつぐつ煮にえたぎる鍋なべの中から素す手でで麵めんを引っつかむと、

「俺様に逆らうとどうなるか思い知るがいい！　使い捨てになりな！　麵職人究極爆ばく走そう爆ばく裂れつ奥おう義ぎ！　拉麵ラーメ螺旋ンスパ迷宮イラル！」

「きゃあ!?」

　ユイカに向かって投げつけた！　麵は不思議な拡散の仕方をして、ユイカに覆おおいかぶさる。一瞬で太ふと麵めんの網あみにがんじがらめにされるユイカ。

「ちょっと！　何なのよこれ！」

　ユイカは麵を引きちぎろうと必死に手を動かすが、もがけばもがくほど絡まってしまう！

「テメエらもだ」

　助けに入ろうとしたオレとクールさんにも麵が投げつけられる。すぐに振り払はらおうとするが──。

「なっ!?　何の変へん哲てつもない、ただのラーメンが、引きちぎれないだと!?」

　クールさんが驚おどろきの声を上げた。

　オレもジタバタともがいてみるが、動けば動くほどに麵が絡まり、ぐいぐいとオレを締しめつけてくる。どうなってるんだ。

「バカめ。俺様のつくったもっちりとしてコシがあり、それでいて絡み付くような太麵〝緊きん縛ばく麵めん〟が、小こ娘むすめやクソガキごときに切れるものか」

　店長は自慢げに笑う。よく見ると両手に麵を巻きつけている。これを自由自在に巧たくみに操あやつり、オレたちの動きを封ふうじているらしい。

　こいつ、見た目はただの危ない人だけど、とんでもない社しや畜ちくスキルの使い手だ！

「何見てんだ、あ？」

　店長はギロリと残り二人のバイトを睨にらむ。

「ぼ、ぼく、お客様にワクワク漆黒中華を運んできます」

「ボクもー」

　アルバイト二人は逃にげるようにして行ってしまった。

「ヒャッハー。おっぱい、テメー、俺様のことを総務課にチクりやがったよなあ。お仕置きが必要だよなあ」

「……昔は、こんなんじゃなかったのに」

「あ？」

「あたしがバイトに来たばかりの頃ころは、店長、あなたはもっと違ちがってた。おいしいラーメンを、大勢の人に食べてもらいたい。そんな意い欲よくに満ちあふれていた。それなのに、どうして──」

「黙だまれ！」

　再度、店長はラーメンをユイカに浴びせかける。今度は何を、と思っていたら、「そりゃ！」という掛かけ声とともに、ラーメンをしならせてユイカを天に放ほうり投げる。何が起こったのかよく分からない。気が付くとユイカはがんじがらめにされたまま、太麵で天てん井じようから吊つり下げられていた。

「ら、らぁめぇん」

　と、何だか分からない悲鳴を上げながら必死に体を動かすユイカに、店長は下げ卑びた笑いを浴びせかける。

「おう、おう、よく揺ゆれておるわ」

　うん、そのう……ユイカが動くたびに、確かに揺れるんだよね、太麵という荒あら縄なわできつく縛しばられた二つの丸いふくらみが、まるで作りたての杏あん仁にん豆どう腐ふのように。いや、これは眼福──。

「や……やだっ、見ないでっ」

　──じゃなくて、度を超こえたセクハラだよね、許し難がたい！

　さて、どうするか。オレは作戦を練った。オレは参さん謀ぼうタイプの人間じゃない。どちらかというと脳筋、つまり「脳みそが筋肉でできている」と呼ばれるタイプだ。だがオレはこうも思うのだ。筋肉でできていようと、脳みそは脳みそだ。頑張って頭をひねれば、きっと何かしらの考えが浮かぶはず。少なくとも、「オレはバカだから駄目だ」などとあきらめてしまっては何もできない。

　いいアイデアをひねり出すためには、まず周囲をよく観察すること。オレは厨ちゆう房ぼうの様子をしげしげと眺ながめまわした。濃のう厚こうな醬しよう油ゆとんこつの匂においでオレの空腹を刺し激げきする煮に立たった鍋、業務用の大きな冷蔵庫。まな板の上に無造作に置かれた包丁。山のように積まれた餃子の皮……と、辺りにはラーメン屋に必要な一通りのものがそろっている。

　そして目が自然にある方向へと向いてしまう。何かを懇こん願がんするような苦く悶もんの表情を浮かべ、じたばたと自由にならない手足を動かす、宙づりにされた少女。抵てい抗こうするほどに彼女を拘こう束そくする太い緊縛麵はその硬かたさを増し、煮卵のように丸い二つの胸を少しずつ圧あつ迫ぱくする。

　そこから目を少し下にそらすと、つるつるシコシコと活いきのいい緊縛麵が彼女の腹や尻しり、太ももをきつく締めつけており、形のいいヒップラインをより際きわ立だたせていた。純白のエプロンは、ラーメンの汁しるにまみれてべとべとだ。

　うん、これは作戦を立てるための観察だ。決して決して、何かシタゴコロがあってガン見しているわけじゃないぞ！

　店長は思いっきりやらしい目つきでニヤニヤとユイカの身体からだを舐め回すように見つめているけど！　オレはそんなんじゃないからな！

　と、ここでオレはあることに気付いた。バカはバカなりに……というか、むしろオレがバカだからこそ気が付いたことだ。

「あれ、店長……？　なんで、ちょっと前かがみなんスか？」

「えっ」

　正木松店長は裏返った声を出した。尖とがったナイフのようなおっかない男が、今日初めて見せた動どう揺ようだ。

　やっぱりだ。オレは強い確信を抱いだいて追い打ちをかけた。

「あれあれ～？　店長サンどうしちゃったんですかぁ？　なぜか前かがみになってますよ～？」

　可愛かわいい女の子のちょっとエロいシーンを前にして、健全な男子が前かがみになる理由。それはただ一つしかあるまい。

　うん、ムラムラきちゃったんだね。分かりますよ、その気持ち。

「？　どういうことだね、立花くん」

　麵にぐるぐる巻きにされたクールさんは、首をかしげている。説明しろと言われても困るので、そのまま店長にたたみ掛ける。

「ウンウン分かりますよ～こればっかりは男の子だから仕方ないですよね～。それにしても、店長サン意外と純情だったんですねえ」

「るっせえ！　黙れ！」

　などと強がりながら、ますます前かがみになる正木松店長。勢い余って、そのまま膝ひざをついてしまう。

　いける！　オレは勝利を確信して膝に力を込めた。

　次の瞬間、オレはラーメンまみれの状態のまま勢いよく大ジャンプ。脚あしに自信があるオレならではの技わざだ。店長は片かた膝ひざをついてばつが悪そうな顔をしている。とても臨戦態勢にはない。

　無防備な状態の正木松店長めがけて、オレの空中からの体当たりが炸さく裂れつする！

　──と思いきや！

「だ、ダメよ！　正面から飛び込んじゃ店長の思うつぼよ！」

　ユイカが叫さけぶ。えっ？

「俺様の懐ふところに入り込むとはバカな奴やつめ！　社畜のシヤチ超音速ツクブ衝撃波ーム！」

　突とつ如じよ、オレの身体を凄すさまじい激痛がほとばしる。店長がいきなりオレに対して目にもとまらぬ速さで強きよう烈れつな飛び膝ひざ蹴げりを放ったのだ。

　衝しよう撃げきがオレの肩かたを切り裂さく。肋ろつ骨こつが悲鳴を上げる。一いつ瞬しゆん、意識が飛ぶ。我に返るとオレは床ゆかに仰あお向むけに倒たおれていた。

　くっ……。やっちまったぜ。ヤンキー風のこの風ふう貌ぼうなら、当然この手の技は予想しておくべきだった。よりによって、『待ち状態』のところに飛び込んでしまうとは。

　それと、オレの攻こう撃げきもちょっと勢いが足りなかった。なにぶん腹が減ってるからな。お昼前に来たのは失敗だったぜ。

「ハッ、甘かったな。なんで俺様がこいつの乳揺れごときでいちいち興奮しなきゃなんねえんだよヴァカが。テメエのようなガキンチョが俺様に刃は向むかうなんざ百万光年早いぜ。帰ってママの扶ふ養よう家族にでも入ってな」

　……やっぱこいつ頭悪いな。「光年」ってのは、時間の単位じゃないぞ。

「偉えらそうなこと言いやがって、結局テメエらも俺様の三人の部下どもと同じだ。俺様に這はいつくばって許しを請こうことしかできないウジムシなんだよ」

　今度は脚に電流のような痛みが走る。店長がオレを思いっきり蹴けりつけたのだ。店長が人を人と思っていないことがよく分かるような、無む慈じ悲ひで容よう赦しやのない蹴りだ。

　もうダメかな、と思い始めたオレだったが、思わぬ反撃に出たのはクールさんだった。

「ちょっと待ってくれたまえ。今、何と言った？」

「あ？」

「三人の部下ども、とはどういうことかね。キミの部下は、つまりこの店のアルバイトは、もしかしてこの三人しかいないのか」

「ハッ、だったらどうだってんだ」

「それは、なぜなんだ」

「……」

　店長が黙る。クールさんが店長に問いかけた、その意味。それをオレは筋肉でできた脳みそをフル回転させて考える。確かに、この広い店てん舗ぽで、年中無休で、夜11時まで営業で、アルバイトの総数がたった三人ということは普ふ通つうありえない。なぜそんなに少ないのか。オレの頭にまず浮うかんだ答えは「そりゃ店長がこんなんだから、みんな逃げ出したんだろう」だった。

　だけど、そうじゃない。クールさんが問題にしているのは、そういうことじゃない。そもそもなぜこんなあからさまにヤバげな人物が、店長を任されているのか。『ワクワクフーズ』だって営利企き業ぎようだ。問題のある人物に重要なポストを任せたくはないはずだ。

　となると、この正木松店長という男は、ひょっとして店長に就任した時点では、けっこうまともな人物だったんじゃないだろうか。ユイカもさっき言っていたな。「昔はこんなんじゃなかった」って。店長になった後で、何らかの理由で道を踏ふみ外してしまったのだろう。その理由とは……？　例えば、アルバイトを三人しか雇やとわせてもらえず、代わりに店長である自分が、とてつもない長時間過密労働をせざるを得ない状態になっているとか……。

　ということは……。オレは思いついたことをそのまま口に出した。

「店長、あんた、もしかして『名ばかり店長』か？」

「ハアア？　テメーなにふざけたこと言ってやがるんだ。この俺様が、天上天下唯ゆい我が独どく尊そん、この世に怖こわいものなど何一つないこの俺様が、よりによって名ばかり店長だと!?　ハッ、わら、笑わ、わらわせてくれるじゃねえか」

「いや、それが正解だよ、立花くん」

　通常、労働者の労働時間は労働基準法によって厳格に管理されている。雇こ用よう主は働かせ方に応じて労働者に休きゆう憩けいや休日を与あたえなければならない。一日の労働時間は、最大で８時間。一週間のそれは、40時間。労働組合または労働者の代表者との書面による協定がある場合は労働時間を延長させることができるが、時間外労働には割増賃金（つまり残業代）を支し払はらわなければならない。

　しかし、ここに抜ぬけ穴あながある。労働基準法第41条第２項こうにおいて、「監かん督とく若もしくは管理の地位にある者」（いわゆる『管理監督者』）は労働時間、休憩および休日に関する規定の適用除外者とされている。『管理監督者』とは、「労働条件の決定その他労務管理について経営者と一体的な立場にある者」を指す。つまり管理職のようなエラい人には、残業代を払はらわなくてもいいってわけ。

　ところが、どの立場の人間までを『管理監督者』に含ふくめるのかについては、線引きがあいまいで分かりにくい面もある。これを悪用したのが『名ばかり店長』『名ばかり管理職』だ。実際には『管理監督者』の権限など十分に与えられていないのに、『店長』『管理職』という名目で、時間外に長期間のタダ働きを強しいるのだ。クソブラック企業の常じよう套とう手しゆ段だんだ。

　おそらく正木松店長は、アルバイトを自分の権限で満足に雇うことすら、認められていないのだろう。店長ならば当然与えられるべき権利なのに、それがないのだ。そしてアルバイトが不足している分、自分が無理をして働かざるを得ないのだ。

　……といったことをクールさんがスラスラと解説すると、

「うるせー！　だったらどうだってんだ」

　モヒカン頭を逆立てて、店長が怒ど鳴なり散らした。

「だいたいテメーら、ラーメンまみれの無様な恰かつ好こうのくせに何を生意気言ってるんだ」

　確かにそれはそうだ。この〝緊きん縛ばく麵めん〟の封ふう印いんを解かない限り、オレたちは店長に何もできない。おまけにさっきの『社畜のシヤチ超音速ツクブ衝撃波ーム』のダメージも響ひびいているし、腹が減って力が出ない。

　いや、待てよ。オレの頭に、何かがひっかかった。何か大切なことを忘れているような気がする。

　この〝緊縛麵〟……本当に、引き千切ることはできないのだろうか。さっき試ためした限りでは、どれだけ力を振ふり絞しぼっても無理だった。だが、何か打開する策はあるはずだ。

　力ずくで駄だ目めなら、何か知ち恵えを使って……？　だめだ、腹が減って頭が回らない……。

　いや、待て待て！　そうか、あるじゃないか！　オレの筋肉でできた脳みそに、天てん啓けいが降りる。こんなことを思いつくなんて我ながらアホじゃないかと思うんだけど、案外、これが正解なんじゃないだろうか。勉強ができるだけのお利口さんには出てこない発想だ。

　少なくとも、やってみる価値はある。

　オレは自分の腕うでをがんじがらめにしている〝緊縛麵〟をじっと見つめ、




　勢いよく歯を立てて、それに嚙かじり付いた。




　麵めんは、オレの口の中でほどよい嚙かみごたえで、プツリと千切れた。思ったとおりだ。麵は、麵なのだ。食べるためのものだ。手で引き千切ることは不可能だとしても、歯で嚙みきれないはずはない。

「！」

　正木松店長の顔がみるみる青ざめる。もちろん彼は、自分の技の欠点を熟知しているに違ちがいない。

　オレは自分の身体に絡からまっている麵に、次々と嚙り付く。あれほど強固だった麵も、歯で嚙むといとも簡単に千切れてしまう。

　何よりも。

「うめえ」

　何だこれ。うまい。めちゃくちゃうまいぞ。

　表面は硬く、癖くせになる嚙みごたえながら、中はもっちり、とんこつ醬しよう油ゆの旨うまみがほどよくしみ込んでいる。喉のどを通るときもつるつるとしてよどみがなく、心ここ地ちよい食感だ。食べ終わった後も、黒くろ胡こ椒しようの辛からみが余よ韻いんとして残っていて、これぞ職人の味だ。どこか懐なつかしく、それでいて新しい。どれだけ食べても飽あきないおいしさだ。こんなラーメン、今までなかった！

　バクバクと〝緊縛麵〟を食べ始めたオレを、正木松店長は薄うす気き味み悪わるそうな目つきで見つめた。

「うわっ、汚きたねっ。テメーさっき床に転がってただろ。バイキンくっついてるぞ。お前、３秒ルールを知らないのか。ペッしなさい、ペッ」

「はむはむ……悪いがオレの胃い袋ぶくろは特別製でね。３秒どころか３分は余よ裕ゆうでオッケーなんだ……もぐ」

　小学生のときに試した。「アホかお前」ってみんなには笑われたけど、それが今ここで役に立ったというわけだ。

　数分後、オレは自分に巻き付いていた麵をすべて完食した。おかわりが欲しいくらいにうまかった。すでにクールさんも麵を嚙み千切って身体からだの自由を獲かく得とくしている。さすがにオレとは違って、麵を食べはしなかったようだが。

「ごちそうさまでした」

　オレは手を合わせ、心から店長にお礼を言った。

「な、何がごちそうさまでした、だ。そんなバッチイものを平気で食べるなんて、そんな、そんな──」

「お前らが社畜なら、オレは野生動物！　野生動物の胃袋をナメるなよ！」

　顔を引きつらせる店長に、オレは颯さつ爽そうと啖たん呵かを切る！

「さて。反撃させてもらおうか」

　今のオレは手足が自由に動かせるだけでなく、空腹も解消して、元気いっぱいの状態だ。店長の動きも、正体も、もう見切った。彼は強がっているが、一いつ介かいの『名ばかり店長』にすぎない。『名ばかり店長』と開き直って社畜の道を邁まい進しんしているならそれはそれで一本筋が通っているというものだが、彼は己おのれの惨みじめで孤こ独どくな状じよう況きようを、モヒカン頭でヒャッハーのキャラクターを演じることで解消しようとしている哀あわれなピエロだ。

　今、オレはこいつに引導を渡わたす！

　ゴオオオオ。オレの中で熱い情念が燃え上がる。今のオレなら……今のオレなら何か強きよう烈れつで最高にカッコいい必ひつ殺さつ技わざが放てるような気がする！

「ひっ、やめろ……」

　店長のセリフも何だかトドメを刺さされる直前のしょっぱい敵みたいだ。これはやれる！

　オレの長所は、足。足の速さなら誰だれにも負けない。瞬しゆん時じに加速。だが一直線には店長に向かわない。対策なしにぶつかっても『社畜のシヤチ超音速ツクブ衝撃波ーム』の餌え食じきになるだけだ。

　流し台の上に飛ぶ。軽く蹴って店長の右手に迫せまり、店長の突つきをかわして後ろへ飛ぶ。業務用冷蔵庫を力強く蹴り上げ、今度は左手に肉にく薄はく。つかみかかろうとする店長をギリギリでよけ、今度はその背後をとる。

「どこだ──」

　オレの姿を見失った店長めがけ、オレは全力で渾こん身しんの頭突きを放つ！　そしてそのまま力任せに店長を突き飛ばす！

「うなれ有休！　くたばれ社畜！　ほとばしれオレの労働三権！　うおおおお！　帰ゴー宅ホーム超・エ特クス急プレス！」

　とっさに思いついた技名を思いついたままに叫さけぶ。店長は顔面から壁かべに激げき突とつした。

　ちなみに労働三権とは、通常は「団結権」「団体交こう渉しよう権」「団体行動権（争議権）」の三つを指すが、反社畜の場合は「定時に帰宅する権利」「有休をＭＡＸまで取得する権利」「パワハラ上司の顔面をグーでぶん殴なぐる権利」の三つを指す。

「ぐふっ……この勢いは……まさか、まさか……伝説の『働き手をスター照らす星ライト』の血が覚かく醒せいしつつあるというのか……！」

　正木松店長はいかにもチンケな敵キャラらしい思わせぶりなセリフを吐はいて気絶した。

　勝った。オレはモヒカンでヒャッハーな社畜野や郎ろうに勝ったんだ。

「よくやったね。でも、その必殺技名はどうかと思うよ」

「あたしもー」

　えっ、何で!?　超かっこいいじゃん！

　『帰ゴー宅ホーム超・エ特クス急プレス』。定時退社に命を懸かけるオレらしくて、いい名前じゃないか。なんでこのカッコよさが分からないんだよ。

　やっぱ女には男のロマンというものが理解できないようだな。

「てか、早く助けなさいよ」

　そう言って、ユイカはぽっと顔を赤らめる。

「は、恥はずかしいでしょ……」

　おお、そうだった。ユイカはまだ天てん井じようから吊つるされたままだ。

「よし、待ってろ」

　オレはユイカの前に立った。特に胸むな元もとが苦しそうだ。この辺の麵をまずは嚙み千切ることにして、オレは彼女の首筋に顔を近づけた。

「って、何すんのよ変態！　変態！　変態！　変態！」

「ちょ、仕方ないだろ。歯で嚙まないと千切れないんだから」

「や！　歯を立てないで！」

　暴れ始めるユイカの身体は、ぶらぶらと揺ゆれ始める。くっ、麵を嚙み千切ろうにも、うまく焦しよう点てんが合わないぜ。

　思わず手を伸のばすオレに、

「触さわらないで変態！　変態！　変態！　変態！」

「そんなこと言ったって」

「し、舌を使えばいいでしょ」

　言われたとおりに舌を伸ばして麵を引き寄せようとするが、

「あン！　なんであたしの首筋に舌を這はわせるのよ！　あんたわざとやってるでしょ!?　この変態！　変態！　変態！　変態！」

「なわけねーだろ！」

　お前が暴れるのが悪いんだろ！　いいからちょっとは大人しくしてろよ！

　……結局、ユイカを『拉麵ラーメ螺旋ンスパ迷宮イラル』から解放するには５分もかかってしまった。身が解き放たれると同時に、ユイカがオレをボコボコにしたのは言うまでもない。

　くっそ、こいつ見た目は可愛かわいいけど性格は最悪だ！

「よく考えたら、あんたじゃなくてこの女の人に助けてもらったら良かったんじゃない」

　うん、でもクールさんは美少女に対してはオレよりもはるかに変態だから、相手がオレでまだマシだったと思うな。

　やがて正木松店長が息を吹ふき返した。まだ目は虚うつろで、抵てい抗こうする意思はなさそうだ。すっかり毒が抜ぬけたような面おも持もちで、苦しげにうめく。

「俺様……いや、俺は……」

「正木松店長。もうこの娘こにセクハラはしないね？　他ほかの二人も含ふくめ、アルバイト店員のことは、きちんと名前で呼んであげること。いいね？」

「ああ……悪かった」
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　クールさんに諭さとされて、正木松店長は大人しくうなずく。ユイカの顔がぱあっと明るくなる。

「よかった。ありがとう、えっと……」

「僕のことはクールさんと呼んでくれたまえ。みんなはそう呼んでる」

　あ、ちなみにオレたちがこんなことをしている間にも、ユイカ以外のアルバイト二人がちょこまかと動き回って、ちゃんとラーメンを作ったり接客したりしてます、はい。

「店長……目の周りにあざができてる」

　ユイカが心配そうにつぶやいて、棚たなの引き出しから傷薬を取り出した。もう正木松店長のことは、許す気になったらしい。

「あのう……オレも目の周りにあざができてるんだけど。お前のパンチで」

　すると、ユイカはぷいっとオレから目を背そむけて、背中ごしに傷薬を放ほうり投げてきた。横顔が、薔ば薇ら色いろに染まっている。

「わ、悪かったわよ……」

　やりすぎたという自覚はあるらしい。可愛いところもあるじゃねえか。

「店長……あんた、こんなにうまいラーメンが作れるんじゃねえか。戦っている最中も、ラーメン職人としての誇ほこりは失ってないように感じた。なのになんで、こんな風になっちまったんだ」

　人は、理由なしに社畜になるわけではない。家族の協力、上司の理解、同どう僚りようの助け、お客さんの笑え顔がお──。働きがいを感じさせる「何か」があれば、人は誇りをもって働くことができる。それを失い、孤こ立りつし、孤独感にさいなまれたときに、人は社畜となる。店長が壊こわれてしまったのにも、必ず何か理由があるはずだ。

　大きなため息を一つついて、正木松店長はぽつぽつと話し始めた。

「俺は、日本で一番の、最高のラーメンを作りたかったんだ。この『味自慢！漆黒中華』で修しゆ業ぎようを積んで、いつかは独立して自分だけの、最高のラーメン屋を作る。かつて俺はそんな夢を見ていたよ。あのハゲメガネ……総務課の田中に、この店はお前に任せる、しっかりと盛り立ててくれと言われて、涙なみだが出るほどうれしかった。だが、一日15時間以上も働いて、月に一度の休みすら取れず、プライベートを全部犠ぎ牲せいにして……俺はいつの間にか変わっちまった。悲しいものだな、社畜ってのは！　イヤなことをイヤだと言うことすら忘れちまう！　そして自分の苦しみを部下に押し付けて、威い張ばり散らす。俺も上層部うえの奴やつらを見てて、絶対にこうはなるまいと誓ちかっていたのに、誓っていたはずなのに、気が付けばこのザマだ……」

　と、ここで外の方から慌あわただしい足音が聞こえてきた。複数の人ひと影かげが見える。新たなお客さんだろうか。正直、今のこの店にはこれ以上お客さんに対応するだけの余よ裕ゆうはなかったりするのだが、もちろん客商売でそんなことは言っていられない。オレたちでどうにかするしかない。

　と思っていたら、その人影はそのままカウンターを越こえて厨ちゆう房ぼうの方へ入ってくる。そして中の惨さん状じようを見てせせら笑うように言ったのだった。

「ふん、正木松の負けか。意外とたいしたことのない奴だったな」

「ハゲメガネ……」

「……って、誰がハゲメガネか！　ふざけているのか貴様！」

　間ま違ちがえた、田中係長だ。

「立花よ、正木松を倒たおしたくらいでいい気になるなよ。貴様は私の掌てのひらの上で踊おどっているにすぎん」

「だが、どちらが勝つかはきわどい勝負だったようだぞ」

　と、こちらは総務課のもう一人の係長である、斉さい藤とう係長。田中係長とは対照的に色黒で体格のいい、ワイルドなおっさんだ。

「見ろ、立花も満まん身しん創そう痍いではないか」

　いや、この顔面のコレは店長に勝った後にユイカにボコボコにされた跡あとなんですけどね。

「どういうことですか。なぜあなたがたがここに？」

　クールさんが尋たずねると、田中係長は不敵な笑みを浮うかべた。

「正木松店長には期待していたが、この秋葉原店は、思ったほどの収益を得られなかった」

　何だ？　何を言っている？

　いったい何が起きているんだ？

「斉藤係長。撤てつ去きよの準備、整いました」

「よくやった。貴様には残業をする権利をやろう」

　斉藤係長が部下の九戸くのへ主任と話をしている。撤去……？

「待っ……待ってくれ！」

　正木松店長がすがるような目つきで田中・斉藤の両係長の足元に土下座した。

「待ってくれ。ここは俺が何年もかけて築き上げてきたものなんだ。苦労に苦労を重ねて、やっと、やっと軌き道どうに乗せることができた、俺の……」

「貴様の、ではない。店の所有権は会社にある」

　田中係長は無情だった。哀あわれな懇こん願がん者しやを一いち瞥べつすると、冷たく、きっぱりと言い放った。

「この『味自慢！漆黒中華』秋葉原店は、本日をもって閉店とする！」

　二人の係長らに続いて現れたのは、どうやら企き画かく課の連中らしい。店の前に閉店のお知らせを貼はり出したり、内装の片付けの段取りを打ち合わせたりし始めた。ご来店中のお客様も、とっとと追い出してしまう。何この急展開。

「どうやら事態は、僕たちが思っていたよりもずっと複雑だったようだね」

　あっけにとられるオレに向かって、クールさんが自分の推測を発表した。

「田中係長たちは、正木松店長に影えい響きよう力を行使して、自分たちの社内勢力の拡大をもくろんでいた。ところが正木松店長が思わぬ暴走を始め、自分たちのくびきから離はなれようとしたので、叩たたき潰つぶそうとしたのだろう。桜野ユイカちゃんの件は、口実にすぎない。そして店長に僕たちをぶつけたのは、『裏切り者』の店長と『反社畜』の僕たち──どちらが負けても自分たちの損にはならないと踏ふんだからだろう。彼らにとって一番いいのは、両者が共とも倒だおれになることだったんだろうけどね」

　オレは、オレ以上に呆ぼう然ぜんとしているユイカの心細げな姿を見つめた。彼女たちは、どうなるのだろう。オレはアルバイトの人たちの大事な仕事先を、奪うばってしまったのだろうか。

　後味の悪い勝利だった。
















　暖かい春の日差しが街の小さな公園に降り注いでいる。

　子どもが二人、仲良く遊んでいた。

　一人は、天使のように愛らしい女の子だ。パステルピンクの、末広がりの上着を着ている。この近くにある「ほがらか幼よう稚ち園えん」のスモックだ。頭には大きな赤のリボン。砂場に敷しいた青いビニールシートの上で、おもちゃの弁当箱をハンカチでせっせと包んでいる。

「はいパパ、お弁当。今日はタコさんウィンナーよ。おシゴトがんばってね」

　クシャクシャに包んだ弁当箱を一いつ緒しよに遊んでいる男の子に渡わたす。同い年くらいの男の子だ。同じ「ほがらか幼稚園」のパステルブルーのスモックを着ていて、やはりその笑顔は天使のように愛くるしい。

「うん、行ってくるよママ」

　男の子は女の子の手から弁当箱を受け取り、立ち上がった。子どもなりに、それだけではつまらないと思ったのだろう。アドリブで一言付け加えた。

「あ、今日はザンギョーで遅おそくなるから」

　それは何気ない一言だった。おそらくは父親がよく口にしている言葉を、わけも分からずに真ま似ねているだけなのだろう。男の子なりに、「よくある夫ふう婦ふの会話」を演出したにすぎない。だが女の子の方にとってはそうではなかった。ほっぺたを膨ふくらませて、彼女は力強く小さなボーイフレンドを叱しかった。

「だめっ！　アキトはザンギョーなんてしちゃだめっ！」

　意外な反応に男の子は……オレは面めん食くらう。

「え？」

　なんだなんだ？　なんでこの子はこんなに怒おこってるんだ？

「ザンギョーなんてしちゃだめっ！　夜よる遅おそくまでザンギョーする男の人は、シャチクっていって、自分の妻や子どもをカエリミない、女の人を不幸にする、最ッッッ低なオトコなんだから！　ママがそうゆってた！」

「……」

「だからザンギョーなんてしちゃだめ、分かった？」

「えっと……」

　５歳のオレは面食らう。たかがままごとにすごい剣けん幕まくだ。だいたいシャチクって何のことなんだろう。聞いたことのない言葉だ。この子は難しい言葉を知ってるなあ。

「いい、アキト？　あんたは大きくなっても、絶対にシャチクになんかなっちゃだめ。シャチクになったら、ただのシャカイのハグルマになってしまって、ニンゲンじゃなくなっちゃうんだって。そうなったら、誰だれも幸せにならないんだって。みんなを不幸にして、自分も不幸になっていくんだって。だから──」

「う、うん、分かった。キミがそう言うのなら。だから落ち着いて」

　５歳児のオレには、彼女の言っていることは、よく分からなかった。彼女自身も、おそらくは母親の言うことを意味も分からずにただなぞっていただけだったのだろう。

「落ち着いてなんかいられないわ！」

　女の子は真しん剣けんだった。

「だって、だって、あたしのパパは、いっつも夜遅くに帰ってきて、お休みの日もカイシャに行って……」

　大おお粒つぶの涙。オレは動どう揺ようして、おもちゃの弁当箱を砂の上に取り落とす。

　そうか……このコは、大好きなパパに相手をしてもらえなくて、オレにままごとの相手をせがんだのか。理想的なパパの姿を、オレに演じてほしかったのか。

　どんな慰なぐさめの言葉をかけたらいいのか分からない。５歳という年ねん齢れいは、誰かに気の利きいた言葉をかけるには、あまりにも未熟だった。

「お誕生日のときも、遊園地に行くって約束してたのに……」

　幼い子どもにとって、親の存在は絶対だ。世界のすべてといってもいいほどだ。それなのに、この女の子は、父親に一緒に遊んでもらうこともできない。それがどれほどつらいことか、同じ年とし頃ごろの子どもとして、５歳のオレには痛いほど分かった。

　父親に振ふり向いてほしくて。仕事なんてほったらかして、自分にかまってほしくて。でも、それはかなわなくて……。




「パパなんて大だい嫌きらい！」




　目を真っ赤にして叫さけぶその女の子を、オレは静かに見守ることしかできなかった。




　　　　＊




　はあ～。

　なんか、ヘンな夢を見ていたな。

　子どもの頃ころの夢だ。

　幼稚園や公園でよく一緒に遊んでいた女の子──名前は何て言ったっけ。

　一時は姉ちゃんに「ぼく、大きくなったら○○ちゃんとケッコンすりゅ！」とかバカ丸出しで宣言してしまったくらい仲が良かったが、その子は急に引っ越こししていなくなり、それっきりだ。やたら気が強かったこと以外、もう面おも影かげも覚えていない。

　あのまま育っていたら、今いま頃ごろはちょうどオレと同い年くらいの女の子になっているはずだな。などと当たり前のことを考えながらうつらうつらとしていると、

「何を白昼堂々居い眠ねむりこいとるかぁー！」

　雷かみなり　が　落　ち　て　き　た。

　オレの後頭部に田た中なか係長がダイナミックなかかと落としを決めたのだ。

　いってえ。寝ねてる人間を起こす時に使う技わざじゃないだろ、それ。

「社内で寝る馬ば鹿かがおるか！」

　机に突つっ伏ぷして眠ねむってしまっていたようだ。いびきでもかいていたのかもしれない。

「というか、お昼休みなんですけど今」

「だからどうした!?　貴様は、お昼休みだからといって休んでいいと思っているのか!?」

　駄だ目めなのかよ！　お昼休みは、休むためにあるんだぞ！　死ねばいいのに！

「まあいい。せいぜい今のうちにのんびりしておけ。今夜は朝まで寝かせてなんかやらんぞ」

　誤解を招くような言い方をするなよ。

「それにしてもお前、普ふ段だんはえらくカッコ悪い服を着ているんだな」

　えっ、いきなり何!?　服？　もしかして先日、『味あじ自じ慢まん！漆しつ黒こく中ちゆう華か』秋葉原店で着ていた『仕事は一日八時間』Ｔシャツのこと？　ええー、あれ、いいじゃん！　あれがカッコ悪いって……死ねばいいのに。

「これでも読んで勉強しろ」

　そう言って田中係長がオレの机の上にポンと置いたのは、オシャレにビジネススーツを着こなすイケメンが表紙の、男性向けファッション雑誌だった。へえ、田中係長も普段こういう本を読んでいるのか。

　どれどれ？

　オレは興味をひかれ、その雑誌を手に取った。

　オレだって年頃の男の子だ。人並みにファッションには関心がある。颯さつ爽そうとしてカッコいい、仕事のできるイケメンに……イケメンになるのは今からでは無理だとしても、まあそれなりにサマになっているビジネスマンになって、女の子にはモテたい。服装にちょっとした気を配ることで可愛かわいい女の子の気を引くことができるのなら、ぜひともご教授いただきたいところだ。

　そう思ってオレがページをめくったところ──。





『特集 この夏、社しや畜ちく系男子が熱い！』






　目に飛び込んできたのはそんな極ごく太ぶと明朝体だった。

「……」

　ページを飾かざっているのは、都内の一流有名企き業ぎように勤める、若手イケメンサラリーマンの皆みなさんのグラビアだ。みんなスーツにネクタイの「社畜系ファッション」だ。どうやらこの人たちは休日でもこんな服装らしい。

　知的なメガネがよく似合う有名大卒のインテリ系イケメン社畜、大おお柄がらで浅黒い肌はだが特とく徴ちようのワイルド系イケメン営業社畜、ひょうきん者で派手なネクタイがまぶしいムードメーカー系イケメン社畜など、正直あまりお友達になりたくない奴やつらがカメラ目線でダンディかつスタイリッシュに決めている。

[image: ]

　そしてさらにオレをドン引かせたのは、彼らのグラビアに冠かんせられた魅み惑わく的（？）なキャッチフレーズの数々だった。いわく──。

「さり気ない休日出勤でコワ☆もて上司の視線を釘くぎづけ！」

「デキる男はサービス残業を選ぶ」

「クールビズにさよなら！　真の社畜は猛もう暑しよ日びでもスーツにネクタイ！」


「ガイアが俺にもっと働けと囁ささやいている」



　……。

　えーと。これはあれだ、日本経産連とその手下である広告代理店の陰いん謀ぼうに違ちがいない。世の男どもを、社畜になると女の子にモテモテになり仕事も勉強も恋こいもスポーツも大成功、宝くじが当たり身長がみるみる伸のび狭せまかった我が家も匠たくみの手にかかると驚おどろきの大変身、なんということでしょうと勘かん違ちがいさせる恐おそるべき洗脳の手口だ。

「あほくさ」

　速そつ攻こうで雑誌をゴミ箱に投げ捨てる。

「貴様ッ。私がくれてやったものを！」

　知るか。憤ふん慨がいして何か言ってる上司を無視し、オレは二に度ど寝ねを決め込むことにした。

　デスクに突っ伏してウトウト。さっきの夢の続きを見よう。ぼんやりとしたオレの頭の中に浮うかんだのは、先日出会った『味自慢！漆黒中華』秋葉原店の看板娘むすめ、桜さくら野のユイカのことだった。

　彼女、可愛かったよなあ。くりっとした大きな目が本当に生き生きしてて。それで、ちょっと怒るとほっぺたを膨ふくらませて。気が強そうだったけど、それがまたいい。

　ハッ、何を言っているんだオレは。オレのコイビトは『ラブフラグ』の姉あね小こう路じナナさんじゃないか。駄だ目め駄だ目め、オレの浮うわ気き者もの！　でも……可愛いものは可愛いんだからしょうがないよな。

　まあもう会うこともないんだろうけど、と思いながらも未練たらしく彼女の胸むな元もとのことを思い出してしまう。いやあ、オレと同い年くらいの女の子でも、あんだけでかくなるものなんだね。よく考えると、オレが年上好きなのって、主におっぱい的な意味が強いような気がする。同級生の小こ振ぶりな胸なんか興味ねーよ、ていうかそれ本当に胸ですか断だん崖がいじゃないですか君たち、というのが、高校在学時のクラスの女子たちに対する印象だった。

　それに比べるとユイカのあの胸！　いやあ、あれは素す晴ばらしいものだよね。正せい木き松まつ店長がセクハラ全開なあだ名をつけていた気持ちも、「あのー」よく分かるよね。世界遺産に例えるなら、「聞いてる？」神秘のヴェールに覆おおわれて砂さ漠ばくの中に高くそびえ立つ、エジプトの至宝・大ピラミッドのようなものだと言え


「起きなさいよボケッ」



　いきなり耳元で怒ど鳴なられた。

　本日二度目の睡すい眠みん妨ぼう害がいだ。まったく、誰だれだよ、オレのお昼休みを邪じや魔まする不届き者は。

　不満を募つのらせながら顔を上げると、

「ぴっ」

　ピ、ピラミッドがオレの目の前にいぃぃ！

　カフラー王のものでも、メンカウラー王のものでもない、『ギザの三大ピラミッド』の中でも最大を誇ほこる、クフ王の大ピラミッドが荘そう厳ごんな姿をここに！

　なんで？　なんでなんでこのおっぱいがオレの目の前にあるの？

「ピ？　何言ってるの。意味分かんないんだけど」

　ほっぺたを膨らませてプリプリ怒おこっているのは、間ま違ちがいなくあの気の強い女の子、桜野ユイカだった。

　夢？　夢の続きなのか？　オレは社畜とのつらく厳しい戦いという現実から、楽しい夢の世界に逃とう避ひしているのか？

　と思ったけどそうではなかった。確かにユイカが今ここにいて、眠りこけていたオレに話しかけているのだった。

「あの……先日のお礼、ちゃんと言ってなかったと思って」

　えっ、先日って、正木松店長との一件のこと？

「いや、なんか……店をめちゃくちゃにしてしまってすまん」

　結局、店なくなっちゃったし……。

「でも、あたしを助けようと思ってしてくれたんでしょ？　だからいちおう、あんたに礼を言っとくわ」

「あんたはやめてくれ。オレには立たち花ばなアキトという名前があるんだ」

「知ってるわ」

　さも当然のようにユイカが言ったので、オレは拍ひよう子し抜ぬけした。あれ、オレってそんなに有名人だったの？

「ていうか……気づいてないの？」

「えっ」

「あたしは桜野ユイカ」

　うん、それはこの前聞いた。

「あんたの幼なじみの桜野ユイカよ。忘れたの？」

　お、幼なじみだと？

「これに見覚えない？」

　胸元のペンダントをユイカは示した。デフォルメされたシロクマの顔が描えがかれたものだった。可愛いらしいけど、女子高生が持つにはデザインが子どもっぽすぎる気がした。

「え、もしかして、小さいときにオレがプレゼントしたものだったりするの？」

　ラブコメとかで、そういうのよくあるよね。

「はあ？　そんなわけないでしょ？　バカなの？」

　ぷんぷん怒り出した。じゃあ何でそんなもの見せるんだよ。わけ分からん。

　オレは記き憶おくの中をまさぐる。そういえば、公園でよく遊んでいたあのコのことを、オレは「ユイちゃん」と呼んでいた気がする。顔はあんまり覚えていないんだが、言われてみるとユイカにはあのコの面おも影かげがあるような気がしなくもない。

　ということは、マジでこいつがあのコなのか？

　いやまあ、だったら何だよって話だけどな。別にそこまで幼なじみに幻げん想そうは見てませんよ？　でも、ユイカがあのコだということは──。

「え、じゃ、じゃあ、さっきオレの夢に出てきた女の子って、お前だったの!?」

「はあ？　あんたがどんな夢見たかなんて知らないわよ」

「だんだん思い出してきたぜ。お前、ユイちゃんだな。公園で泣きべそかいてた」

　するとユイカは顔をかあっと紅潮させたが、すぐに真顔に戻もどって、

「そんなことより、あんた、『流星の帰宅者アキト』とか呼ばれてるんだって？」

　何だよそれ。

「あらゆる残業を拒こばみ、定時退社に命をかける、『流星の帰宅者アキト』。反社畜界の期待の新星だって、さっき受付で女の子たちが教えてくれたわよ」

　いつからオレにそんな異名がついたんだよ。最近はそんなに定時で帰れてねーし。あ、でもその異名はちょっとかっこいいな、へへ。受付の女の子たちが話していたって？　オレのことを？　もしかしてオレ、受付の女の子たちの間で人気者なの？

「だっさい異名だよね、中二病全開で。もしかして自分で考えたの？」

　ちげえよ。おいコラ、ちょっといいかもと思ったオレの気持ちをどうしてくれる！

　ひょっとして女の子たちが噂うわさしていたってのも、悪口!?　「あいつ反社畜の奴らから流星の帰宅者（笑）とか呼ばれてるんだぜｗ」「マジでーｗ超ちようカッコ悪いｗｗｗ」「邪じや気き眼がん使いかよｗｗｗ」とかみんなで笑ってたの？　くそっ。

「やっぱお前、ムカツクわ」

「それはどうも。あたしも、人の胸ばかり見てるような男は嫌きらいなの」

　あ、バレてる。

「じゃあアキト。お互たがい不ふ愉ゆ快かいだけど、これからよろしくね」

　ああ、不愉快だけどよろしくな──て……えっ、これからって、何？

　オレが頭の上に疑ぎ問もん符ふを浮かべていると、田中係長が口を差し挟はさんだ。

「『漆黒中華』秋葉原店を閉店にしただろう。だから、彼女たちにはこれからこの総務課で働いてもらうことにした。立花の知り合いだったとは初耳だが」

　あ、そうなんだ。

　どこか他ほかの店てん舗ぽに移ることになるのかな、それともアルバイト辞やめちゃうのかな、と思っていたけど、こっちに来るのか。

　まあ総務課も人手が足りないからな。すぐ人が辞めるし。

「私はアルバイトなど全員クビにしたらいいと言ったのだが、課長がな……」

　オレは視線を課長のデスクに移した。課長はコーヒー（もちろんブラック）を飲みながら窓の外を眺ながめていた。背中にいぶし銀の大人の魅み力りよくが漂ただよっている。

　工く藤どう課長。総務課のボス。趣しゆ味みは仕事とチェス。好きな食べ物は、愛妻弁当。好きな言葉は『質しつ実じつ剛ごう健けん』と『有言実行』。『ワクワクフーズ』総務課四天王の筆頭にして、日本経産連が毎月発表する「全国社畜ランキング」で常に上位に位置するトップランカーでもある。つまり社畜の中の社畜というわけだ。七日七晩は休息なしで仕事を続けられるという伝説から、『働きオーすぎヴアーの超ロー越者ドウ』の異名をもつ。

　そして同じ社畜といっても『法コンプ令ライアン破ス・ブりレイカー』の田中係長と決定的に違うのは、自分自身は決して法を犯おかさないことだ。

「というわけで、もう一人のデブも明日あしたここに来ることになっている」

「ああ、あの『豚ぶたデブ』とか呼ばれてた奴やつか。あれ、でも、もう一人……って、あの店のアルバイトは三人いたと思うけど」

「ああ、残りの一人は使えなさそうだったのでクビにした」

　おい！　さっきと言ってること違うじゃねえか！

「課長も、全員を雇こ用ようしろとは言っていないからな」

　工藤課長は、自分自身は、決して法を犯さない。──そのような汚よごれ仕事は、部下にやらせるのだ。課長の意をくむことに長たけた、おべっかを好む阿あ諛ゆ追つい従しようの輩やからに。

「というわけで、おい、これ」

　と、係長は何やら書類をオレに寄よ越こした。

「この条件で改めて雇用契けい約やくを結ぶことにするから、手続きを頼たのむぞ、給きゆう与よ担当」

　オレは手て渡わたされたコピー用紙に目を通した。

　ふむふむ。一枚目は、これから結ぶユイカとの雇用契約書のコピー。ホッチキスでユイカの履り歴れき書しよが添てん付ぷされている。へー、定時制高校で勉強しながら働いてるんだ。そういやこの前もそんなこと言ってたっけ。

　二枚目は、「須す田だヒトシ」との雇用契約書および履歴書。履歴書の証明写真には、正木松店長から『豚デブ』と呼ばれていた、あのとんこつラーメンを運んでいた青年の姿が写っている。あいつそんな名前だったのか。高校中退、若じやつ干かんの空白期間をおいて『味自慢！漆黒中華』でアルバイトを始めている。俺より一コ年上だ。

　勤務時間は、午前10時から午後５時30分まで。１時間のお昼休みを挟はさんで一日６時間半の勤務か。朝は正社員より遅おそいが、帰りの時刻は同じだ。交通費は実費で支給。それから──。んん？

　あることに気付いてオレは首をかしげた。

「桜野くんは、向こうで詳くわしく説明を」

　係長はユイカを連れて小会議室に向かう。ドアの前でオレは上司をつかまえて、

「係長、係長」

「何だね、君は私の仕事に何か不満でもあるのかね」

「いえ、そういうわけでは……。でも、これちょっとおかしいですよ。仕事内容は同程度のはずなのに、桜野さんと須田さんとで、時給の額が違ちがっています」

　ユイカの方が高い。というか須田ヒトシの方が低すぎる。これじゃまともに生活できないだろ。ちゃんと働いてても賃金が低すぎてまともに生活できない人のことをワーキングプアと呼ぶが、まさにそうなるしかない金額だ。それに、何この中ちゆう途と半はん端ぱな端は数すう。これひょっとして、東京の最低賃金額（最低賃金法っていう法律に基もとづいて都道府県ごとに決められていて、これ以上低い額にすると法令違い反はんで怒られる）ピッタシの額なんじゃね？

　日本の最低賃金は、国連が「先進国では最下位。こんなんで生活できるわけねーだろ」って激おこ状態で懸け念ねんを表明するくらい低く抑おさえられている。仮にも東証一部上場企き業ぎようなんだから、もうちょっとマシな額を出すべきだと思うんだけど。

「なぜ二人の時給の額が違うのかって？　簡単だよ、桜野くんの分には、私との愛人契約料も含ふくまれている」

　って、オイ！　何言ってんだこのオッサン！　死ねばいいのに！

　だがオレが何かを言う暇ひまもなく、田中係長は素す早ばやくユイカを小会議室に連れ込むと、「ガチャン」内側から鍵かぎをかけた。

「……てめえ……おいコラ係長！　あんた何考えてんだ」

「どうしたんだい、立花くん」

　ちょうど食事を終えて戻ってきたクールさんが、声をかけてくる。

「ああクールさん。実はかくかくしかじかなんだ」

「何だって！　それは大変だ」

　係長のヤロー、密室で一体ユイカに何を迫せまる気なんだ。

　きっとスケベオヤジ丸出しで、

「このオッパイは、男に揉もまれてこんなに大きくなったのかなあ～グヘヘ」

「金ならいくらでも出す！　ぱ、ぱんつを売ってくれ！」

「私に逆らってこの職場にいられると思うなよ？　さあ、分かったら早く私の顔を踏ふみつけて口くち汚ぎたなく私のことを罵ののしるんだハアハア！」

　などと迫っているに違いない！　そしてコトが発覚したら「合意の上だった」とか言い逃のがれしようとするんだ！　何が「合意の上」だよ！　妻子いるのにその言い訳は駄だ目めだろ！

　あ、いや今のはオレの想像だけど！　でもきっと中ではそんな会話が繰くり広げられているに違いない！

　ユイカの貞てい操そうが危ない。すげえムカツクやつだけど、でもそんな風にオッサンにおもちゃにされていいはずがない！

　オレは小会議室のドアを強く叩たたいた。

　だが、ドアが悲鳴を上げるだけで反応がない。

　ドアに耳を当ててみる。中の会話は聞こえない。だが、何か口論になっている雰ふん囲い気きはある。ユイカが強い口調で何か叫さけんでいるのが分かる。

「あ、そうだクールさん、鍵！」

　小会議室用の鍵がどこかにあるはずだ。だがクールさんは残念そうに首を振ふった。

「総務課室および総務課小会議室の鍵は、まとめて田中係長が管理しているんだ」

　くっそ、持ってる本人が中にいるのかよ。どうすりゃいいんだ。

　こうなったら、こじ開けるか。力ずくでドアに体当たりすれば、壊こわれないかな。

　そう思って、オレはいったんドアから離はなれ、助走距きよ離りをとった。

　待ってろ、今助けるからな。

　正木松店長との戦いのときに使った、あの技わざ。クールさんとユイカからはダメ出しをくらったけどオレとしてはなかなかいい名前だと思っている『帰ゴー宅ホーム超・エ特クス急プレス』。あれの要領で一気にドアをぶち抜ぬいてやる！

　可愛かわいい幼なじみの女の子の一人や二人助けられなくて何が男か！

　やるぞ、今こそオレの男を見せるとき！

　三、二、一──。





「この人、痴ち漢かんです！」




「ひいいいいい！」






　オレが渾こん身しんの勢いでダッシュをかけようとしたまさにそのとき、小会議室の中から二人の大声がほとばしって、オレの気合いにストップをかけた。勢い余ってカッコ悪くずっこけてしまう。

　なんだなんだ、今のは。最初の「この人、痴漢です！」って声は、ユイカのだよな。でも、次の「ひいいいいい！」って、何？　係長？　係長の声なのか？

　面めん食くらいつつドアに近寄り、耳をそばだてていると、「バタン！」勢いよくドアが開いて、オレの顔面を直ちよく撃げきした。おまけにドアと壁かべの間にサンドイッチになってしまって、さらに全身を強打したよ。マンガだったらオレは紙のようにペラペラになっていたところだ。

「フン！」

　ほっぺたを膨ふくらませ、プリプリ怒おこりながら出てきたのはユイカだ。

「ほんっと、ロクでもない！」

　服装に乱れなどはない。よかった。ユイカは自分で自分の貞操を守ったんだ。ホントはオレがカッコよくユイカのことを助けたかったけど、まあ結果オーライだよな。

「で、アキトはそこで何してるの」

「ユイカ……お前、力、強いな」

「強くないと生きていけないからね」

　そうだな、世せ知ち辛がらい世の中だからな。

　オレが真っ赤になった鼻の頭を押さえながらドアと壁の間からすり抜けると、小会議室で謎なぞの土下座をしている田中係長の姿が目に入った。

「ち、違うんだ……私じゃない……私じゃなくて隣となりにいたあいつ……本当だ、本当なんだ、噓うそじゃない……誰だれがお前みたいなブサ……いえ、ごめんなさい。え？　い、いえ今のごめんなさいは罪を認めたわけではなくてですね……。え、罪を認めたら……刑けいは軽くなると……はい、はい。いや、でも私は本当にやってな……いえ、はい。罪を認めれば家に帰していただけるんですね？　はい、そうです……私がやりました……ほんの出来心で……。いや、待ってくれ……私には妻も子どももいるんだ……許してくれ……会社には、会社にだけは知らせないでくれ！」

　目に見えない何者かに対して『エア謝罪』を続ける田中係長。

　何かのトラウマスイッチが入ったのか、ただひたすら、虚こ空くうに向かってペコペコと頭を下げて謝り倒たおしている。シュールな光景だ。

「あ、あれはまさか……」

「知っているのクールさん!?」

「あれはまさか……女子高生究極覇は奥おう義ぎ『エアこの人痴漢です』……。『疑わしきは罰ばつせず』の原則すら無効化し、特に背広着用・通勤族の中年男性のトラウマを刺し激げきし、絶大なダメージを与あたえることができるという……。まさか、彼女が身につけていたなんて」

　畏い怖ふとともにユイカを見つめるクールさん。オレも驚おどろいてユイカを見つめてしまったよ。あの田中係長を一いち撃げきで倒すとか、恐るべし。なかなか凄すごい女の子なんだな、ユイカって。どうだ見たか、と言わんばかりに胸を張る彼女をじっと見つめていると、

「何ジロジロ見てるのよ、スケベ！」

　平手で殴なぐられた。だから痛いてえよ。畏い敬けいの念をもって見つめていただけじゃないか。まあ胸を張ったその瞬しゆん間かん、ちょっとおっぱいが揺ゆれたのに目が迅じん速そくに反応してしまったのは確かだけど。

　それにしても田中係長は、とんでもない爆ばく弾だんを抱かかえ込んでしまったのではないかという気がする。




　　　　＊




　そしてそんな今日もまた、運命の午後５時30分00秒がやってくる。

　定時退社をめぐる社畜との本日の戦いに名乗りを上げたのは、オレ、クールさん、そしてユイカ！

　ユイカは今日が初めての勤務で、これからやってもらう仕事の説明を聞くだけで精いっぱいだったわけだけど、さっそく初日から反社畜の戦いに参戦だ。一いつ緒しよに戦ってくれてうれしいぜ！

　しかも今日は、田中係長がユイカの『エアこの人痴漢です』で再起不能になってしまったので、定時退社のまたとない機会というわけ。帰やってやる、帰やってやるぞ！　この時間帯に退社することができたなら、姉ちゃんのところに見み舞まいに行って、さらにゲーセンにまで寄り道して、家に帰ってから『ラブフラグ』のナナさんとイチャイチャしても余よ裕ゆうでお釣つりがくる。オレは、自分の人間らしい生活を守るために戦う！

　定時と同時に、オレたちは即そく座ざに自分の机周りを整理し、各おの々おのの荷物を持ち、タイムカードを押して駆かけ出したんだ。

「なかなか手て際ぎわがいいじゃないか、ユイカ」

「あんたもね、アキト」

「だが、何事もすべて上手うまくいくというわけにはいかないようだよ」

　クールさんが警告する。オレは首をかしげた。

「でもさっき確かく認にんしたら、田中係長は休きゆう憩けい室でボケっとしていたぜ。係長直属の平ひら社畜たちにも、動きはなさそうだし。今日はオレたちの不戦勝じゃないのか」

「甘いね、キミも。分からないのかい、僕たちを狙ねらう悪意の気配が」

　オレは神経を張り巡めぐらせる。自分の座席に座っている連中は、自分の仕事を黙もく々もくと果たしている。オレたちを気に留めている奴やつはいない。

　部屋を出て、エレベーターに向かう。エレベーターまでの間にも人はいない。誰もオレたちを阻はばむ者はいないように思える。

　だが──。

「上か！」「上ね！」

　オレとユイカが同時に叫び、急停止。

　同時に、上から何かが落ちてきた！

　ドシーン！

「いてっ」

　なんだなんだ、すごい音がしたぞ。見ると、落ちてきたのは人だ。

　しかも……なぜか、身に着けているのは真っ赤な全身タイツ。いわゆる戦隊ヒーローもののコスチュームだ。

「いったあ……腰こし打った……」

　えーと。この人はあれか？　天てん井じよう裏で戦隊ヒーローの恰かつ好こうをしてオレたちを待ち受けていたけど、颯さつ爽そうと登場しようとして無様に失敗したのか？

「タイミング合わせようとしたつもりだったんだけど、あんたら足速すぎるよ……」

　あれ、そういえば聞き覚えのある声だな。同じ総務課の九戸くのへ主任だ。

　九戸主任は、三十代後半。田中係長と双そう璧へきをなす総務課四天王の一人、斉さい藤とう係長直属の部下で、やはり筋金入りの社畜だ。社畜といっても性格はかなり大人しくて優やさしげな印象なんだが、気が弱いので斉藤・田中両係長にいいようにこき使われている。自らも押しの強い人間に媚こびを売るのが大好きで、好きな言葉は『阿あ諛ゆ追つい従しよう』と『唯い々い諾だく々だく』。人呼んで『伝説のおべっか使いマスター』『太たい鼓こ持もちの達人』。

　そうか、この人がいたか。オレは自分のうかつさを呪のろった。田中係長の側近社畜たちが動かないのは確認していたが、斉藤係長の部下までは気が回らなかった。おそらくは斉藤係長がライバルである田中係長に恩を売りつけるつもりで、腹心である九戸主任をオレたちの妨ぼう害がいに寄よ越こしたのだろう。

「誰？」

　とユイカがオレに尋たずねる。

「九戸主任。うーんと、まあ、こういう人」

　すごく投げやりな返事をオレが返すと、

「こういう人って、つまり戦隊ヒーローなの？　この会社には戦隊ヒーローがいるの？」

「いや、これはただのコスプレだよ」

　うーん、まいったな。この人、上司連中にヘラヘラとへつらうだけの人だから、中身がないんだよな。状じよう況きよう次し第だいで、すぐにキャラがぶれるし。何と説明したらいいか困る。

　オレが言いよどんでいると、九戸主任は心底痛そうに腰をさすりながら、

「くそっ。ここは通さないぞ。斉藤係長に通すなって言われてるんだ。残念だったな君たち」

　あまり迫はく力りよくのない声で口上を述べる。

「上司に代わって悪を討うつ！　社畜戦隊イエスマン、ただいま参上！　不ふ審しん者しやめ、覚かく悟ごしろ！」

　いやいや、いちばんの不審者はあんただから。

「みんな、力を合わせてこの不届き者をやっつけるんだ！」

　九戸主任は後ろを振り返って呼びかけるが……。

　しーん。

　誰も来ない。

　オレたちもどういうリアクションをしていいのか困る。

「ううっ、そうだった。斉藤係長にやれと言われて、同どう僚りよう誘さそったけど『ヒーローごっことかねーよ。そんなの一人でやれよ』とか言って断られたんだった。ううっ」

　それでも一人でコスプレとか、本当にせつないよな。社畜になるとこんなこともやらされます。お仕事大変ですね。

「だけど！　一人でも私は負けないぞ。これでもくらえ！」

「うわっ」

　オレの足元めがけて、爆弾を投げてくる！

　いや爆弾じゃなくてただのゴムボールだったけど。それでも不意を打たれたオレは、カッコ悪くもスッテーンと転んでしまう。

「ははは、どうだ。定時で帰ろうとする不届き者は、イエスマンレッドが懲こらしめてやる！」

「定時で帰ることの、何が悪いんだよ……」

　無様に倒れたままの姿で、オレはつぶやいた。九戸主任は、だんだんノってきたのか、正義のヒーローというより時代劇の悪代官みたいな口調でせせら笑った。

「悪いに決まっているだろう。日本企き業ぎようでは、場の空気を読むことが何より大切だというのに、お前たちはそれをしなかった。みんなが残業をしているときに、自分たちだけ帰るとは。自分さえよければいいのか。ましてお前の上司である田中係長が、お前の残業を欲ほつしているのだ。それに従わぬとは不ふ逞ていの輩やからよ」

「くそっ」

　何だよ、何なんだよ。

　どうしてお前たち社畜はオレの邪じや魔まばかりするんだよ。

　どうして素す直なおに帰らせてくれないんだ。自分の今日の仕事は、ちゃんと終わらせたってのに！　こんなのはただの嫌いやがらせだろ！

　オレは、お前たち社畜の生き方を全部否定しようとは思わない。情熱をもって熱心に仕事に打ち込むのは大いにけっこう。終電がなくなる時刻まで残業するのも、お前たちの勝手だ。働きすぎて過労死しようが知ったこっちゃない。

　だけどな！　自分の生き方を、他人に押し付けんな！　自分の考えだけ正しくて違ちがう考え方は全部間ま違ちがってるなんて決めつけんな！　オレたちは何も怠なまけようとか、他人より楽をしようとか思ってるわけじゃない。ただ人間らしい生き方、働き方がしたいだけなんだ！　人はそれぞれ事情を抱えて生きてるんだよ！　それぐらい分かれよ、大人なんだろ！

　社畜なんかと同じ職場にいられるか！　オレは自分の家に帰る！

　オレは不ふ撓とう不ふ屈くつの精神で立ち上がり、イエスマンレッドを鋭するどく睨にらみつけると、ワックスで磨みがかれた床ゆかを軽く蹴けって駆け出した。──エレベーターとは逆の方向に。

「えっ、えっ」

　予想外のオレの行動にうろたえる九戸主任。しょせんはマニュアルどおりにしか動けない平社畜だ。お前なんかに、このオレが止められるかよ！

「ちょ、待っ……」

　エレベーターとその隣となりにある階段以外にも、このビルには非常階段が設置されており、そこから外に出ることができる。九戸主任は、オレがその非常階段を使うと思ったのだろう。だが、オレの真意は、他ほかの脱だつ出しゆつ経路から社外へ逃のがれることじゃない。非常階段は総務課室からは遠すぎるし、七階から地上までを階段で駆け降りるのは足に自信があるオレにとってもしんどい。家に帰るまでが退社だ。無む駄だなエネルギーをここで使うわけにはいかない。

　逆方向に走り出したオレは、そのまま壁かべを蹴り上げて、走り高たか跳とびの選手のように宙を舞まった。オレの目的は、あくまでもエレベーターだ。それを阻む社畜の障しよう壁へきを、オレは今、人間の限界とともに超こえる！

　元陸上部をナメるなよ。これくらいの大ジャンプは、オレにとっては朝飯前だ。

「あ……あ……」

　呆ぼう然ぜんとする九戸主任の頭上を越こえて、オレはエレベーターの手前に静かに着地。ポーズも決まった。

「やるじゃない」

「さすがだね、立花くん」

　ユイカとクールさんが感かん嘆たんの声を上げる。うーん、やっぱり美少女や美女に褒ほめられるというのは、いい気分だよね。ま、それほどでもありますよ！

「じゃあ、次はあたしの番ね」

　自信ありげにユイカが身構える。

　お、どうやらとっておきの秘策がありそうだぞ。『エアこの人痴ち漢かんです』であの田中係長を一いち撃げきで沈しずめたユイカのことだ。オレたちが思いもしないような、想像の域をはるかに超えた、敵の虚きよを衝つくトリッキーな秘策があるに違いない。

　オレは期待に胸を弾はずませて、エレベーターのボタンを押しながらユイカを待つ。

　すると──。

「てあっ」

　あ、違った。普ふ通つうの打だ撃げき技わざでした。首から下げたシロクマのペンダントを揺ゆらしながらユイカが偽にせヒーローの脇わき腹ばらに放ったのは、容よう赦しやのない蹴りだった。まるでウジ虫を踏ふみつぶすかのような、冷れい酷こくで無む慈じ悲ひな一撃だ。

「ぐふっ」

　のけ反り、苦痛に顔をゆがめる九戸主任。下げ痢り気味でトイレに駆かけ込みたいのを我が慢まんして会議に臨のぞんでいる社畜のように腹を押さえ、苦しそうにしながら何とかこらえている。

「ふ、これぐらいで私を……倒たおせると思ったら大おお間ま違ちがいだ……よ？」

　本当か？　トイレに行った方がよくないか？

「さあ、もう一発！　もう一発、強きよう烈れつなのを私にお見み舞まいするがいい！」

　あれ？　強烈なキックでこたえるどころか、なんかさっきよりも生き生きとしているぞ。もしかして女子高生に蹴られてちょっと興奮している!?　興奮しているのか!?

「次は顔！　次は私の顔めがけて必殺の上段回し蹴りを放つのだ！」

　やっぱり興奮してるだろ!?　そして、次はいったい何をリクエストしているんだ。ユイカみたいに短いスカートをはいている女の子がそんなことをしたら、ぱ、ぱんつが見えてしまうだろ。何考えてんだ。
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　けしからん奴やつだな！　さあユイカ、そんな奴、やっつけてしまえ！　そいつの言うとおり、必殺の上段回し蹴りで蹴散らすんだ！

　しかしユイカは無言で九戸主任の顔面にエルボー。ぱんつが見えてしまうような技は使わない。うーん、ここは空気を読んでほしかったな。でもそれでいいさ、空気の読める社畜よりも、空気の読めない反社畜！　その生き方、オレは応おう援えんする！

　鼻血を吹ふきつつも、しかし偽ヒーローは倒れない。すんでのところで踏みとどまる。

　ユイカが悪態をついた。

「防ぼう御ぎよ力が高めなの？　何こいつめんどくさい」

「見た目によらず、けっこう力押しタイプなんだね、キミは」

　苦笑いしつつ、クールさんがユイカに助言する。

「反社畜の先せん輩ぱいとして、兵法の極ごく意いを伝授しよう。古代中国の兵法家・孫そん子しいわく、『初めは処女の如ごとく、後には脱だつ兎との如く』。最初はしおらしく振ふる舞って敵の油断を誘さそい、隙すきを見せたら一気にそこを突く。さっき立花くんは、突とつ然ぜん反対方向に走り出して敵を混乱させ、まんまと九戸主任を抜ぬき去ることに成功しただろう。相手の裏をかくことが、コンスタントな定時退社を成功させるコツだよ」

　おお、さすがはクールさん！　対社畜用の三十六計を知り尽つくしている！　オレも勉強になるぜ。

　と思ったらそこにユイカがかみついた。

「ちょっと！　それどういう意味ですか。何ですか処女の『如く』って。まるであたしが非処女みたいじゃない！」

「え……そこに反応するの？　というか……それを言うなら僕だって……」

　あれ？　何でそこで顔をちょっと赤らめてるのクールさん。

　というか……おーい、いったい何の話をしているんだ？　そんな偽ヒーロー野や郎ろうの相手なんかとっとと済ませて、早く帰ろうよ！

　オレ、待ちくたびれちゃうよ。
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「ちょっと！　何でついてくるのよ」

　イエスマンレッドを適当にあしらって退社した後、オレはクールさんと別れ、最寄駅からユイカと同じ電車に乗っていた。

　おっと誤解しないでくれ。オレはストーカーじゃないぞ。

　目的地の方向がたまたま一いつ緒しよなだけだ。駅のトイレでいつも通り制服に着き替がえて電車に乗ったら、偶ぐう然ぜん、同じ車両にユイカがいたんだ。

「別についてきてるわけじゃねーよ！」

「あんたの家はこっち方面じゃないでしょ、アキト」

「それを言うならお前の家だってこっちじゃないだろ」

　さっき見た履り歴れき書しよに今の住所が載のっていたからな。反対方向なのは知ってる。

「あたしはこれから学校があるの」

「あ、そうか」

　そういえばこいつ、定時制高校の夜間部に通っているんだっけ。働きながら勉強もしているとか、まじめな奴だなあ。

「うちは母子家庭だからいろいろ大変なのよ」

「え、お前、子どもいんの？」

「あんたブチ殺されたいの？　ウチはあたしとあたしのお母さんの二人家族なの！」

「はは、冗じよう談だん冗じよう談だん」

　ジト目で睨みつけてくるのがマジで怖こわい。可愛かわいいけど。

「お母さんは身体からだ壊こわしてて働けないから、あたしが面めん倒どう見みなきゃいけないの。成績だって悪い点を取るわけにはいかないしね。奨しよう学がく金がもらえなくなるから。仕事と学業の両立は、けっこう大変よ」

　なるほどな。人はいろいろと事情を抱かかえているってこった。

　そんなことも理解できず、能天気につきあい残業を強要してくるクソ社畜なんか死ねばいいのにな。

　ちなみに、クールさんも何やらワケありっぽいんだよな。頭いいし、生活が苦しいわけでもなさそうなのに、なぜか大学には進学せずによりによってこんなブラック企き業ぎように就職しているんだもの。

　うーん、花の女子大生をやってるクールさんの姿も、一度見てみたい気がする。すっげえモテるんだろうな。

「で、何でついてくるわけ？」

「だから、ついてきてるわけじゃねえってば。ま、ちょっと野や暮ぼ用でな」

　オレは言葉を濁にごした。姉ちゃんが重い病で入院しているから毎日見舞いに行ってる、なんて暗ーい話をされたって、こいつも困るだろ。あんまり言いふらすことでもないし。

「野暮用って何。教えなさいよ」

「別に教えるほどのことじゃねえ」


「すいませーん、この人痴か……」




「それはマジでシャレにならないからやめろ」



　ただでさえユイカの怒ど鳴なり声は周りの注目を浴びているというのに。しかたなくオレは、姉ちゃんが「ちょっと長期入院している」ことを伝えた。

「あんたの姉ちゃんってミサキお姉さん？　あの人、いい人だよね。あんたと違ちがって。ふーん。じゃあ今度あたしもお見舞いに行こうかな。だけどどうして、そんな制服に着替えてるの？」

「いや、それは……」

　言いづらいよなあ。高校辞やめて働いてることを姉ちゃんに知らせてない、だなんて。

　それにしても、ユイカはちゃんとオレの姉ちゃんのことも覚えていたか。

「学校に行くあたしが制服着ていないのに、学校に行くわけでもないあんたが制服を着てるとか絶対におかしいよね？」

「そ、そういえばユイカは何で学校行くのに制服着ていないんだ？」

「あたしが通ってるとこは、必ずしも制服を買わなくていいのよ。定時制高校は経済的困難を抱える人にも広く開かれているから、なるべく負担がかからないようにって配はい慮りよされてるの。あたしはいちおう一着持ってるけど、バイトが終わってから学校に直行するから、いちいち着替えたりはしないの。年を取ってから学びなおすために入学する人もいるしね。お婆ばあちゃんのセーラー服姿なんて見たくないでしょ？」

「そうかー。ユイカの制服姿、見たかったなー。いやあ残念だなー」

「で、何でアキトは制服に着替えてるの？」

　話そらそうと思ったけど、追つい及きゆう鋭するどいっスねユイカさん。オレはたじたじになりながら何とかごまかそうとした。

「ほら、制服の方がテンションが上がるだろ」

「??　どうしてお姉さんに会いに行くのにテンションを高める必要があるの？」

「え、いやその、内心のドギマギを悟さとられないようにって言うか、その」

「？？？　どうして実のお姉さんにドギマギする必要があるの？」

　うわーオレ錯さく乱らんして変なこと言っちゃった！　これじゃあまるで実の姉に興奮している変態弟みたいじゃないか！　ユイカもどうしてどうしてって、お婆ばあちゃんの姿を不ふ審しんに思った赤ずきんちゃんじゃあるまいし、いちいち訊きくなよ！

「いやだからその、看護師さん！　美人の看護師さんがいるんだよ！　そ、それより、今日のお前はなかなか見事な定時退社だったぜ。これからも一緒に戦おうな！」

「は？　あたし、別にあんたの仲間になったつもりはないから」

　そんなあ。冷たいこと言うなよ。オレはお前のこと、仲間だと思ってるぞ。

「そもそも、あんたは自分が社畜じゃないって言い切れるの？　高校辞めてまで正社員やってるなんて、一体どんだけ働くのが好きなんだって感じ」

　うう……それは、いろいろと事情があるんだよ……。

「案外、あんたもあの正木松店長や田中係長と同類なんじゃないの」

　オレが田中係長と同類って、そりゃあんまりだろ。もしかしてオレも、将来はあんなハゲメガネになってしまうって意味？　やめてくれよ。

「そ、そりゃ、あのセクハラ店長からあたしを助けてくれたのは、ちょっとは感謝してるけど……」

　顔をほんのり赤らめてもじもじしているユイカ。やべ、超ちよう可愛い。世界でオレの姉ちゃんの次くらいに可愛い。

「でも、まだあんたのこと信用したわけじゃないから。見み極きわめさせてもらうわ。少しでも社畜の気がある人間とは仲良くなりたくないの。社畜菌きんが感染うつるから」

　周囲の乗客たちの視線が冷たい……。「なんかイタい女だな。おっぱい大きいけど」みたいな目でみんながユイカを見ているぞ。

　お前友達とかから「空気読めない」って言われるだろ？

「でもお前、生活に困らないだけのお金が欲しいんだろ？　だったら安定した正社員の地位は必要──」

「分かってるわよ、そのくらい！」

　舌ぜつ鋒ぽう鋭くユイカが叫さけんだ瞬しゆん間かん、悲鳴が上がって、電車が急停止した。また人身事故でもあったのかと心配したが、ささいなトラブルだったようで、電車はすぐに動き始めた。

「分かってるけど、けど……」

　そのまま黙だまり込んでしまった。

「お前、よっぽど社畜が嫌きらいなんだな。オレも社畜嫌いだけど、お前の嫌い方は普ふ通つうじゃねえよ。何か事情があるのか？」

　そこまで訊いてから、オレはあることを思い出して付け加えた。

「そういや、お前のお父さんもかなりの社畜だったよな。それと何か関係があるのか？」

　するとユイカはほんの少しためらってから、うつむいて、悲しげな表情で、でも強い口調でこう言ったんだ──。

「あたしのパパは、社畜をこじらせて死んだわ。過労死よ。何ら家庭を顧かえりみることなく働いて、残業して徹てつ夜やして、休日出勤して、有休なんて一年に一度も取らなくて、身体を壊して、それでも働いて……ある日突然、ぽっくりと死んだわ。お母さんとあたしを残して。社畜なんて大っ嫌い！　社畜はみんなを不幸にして、自分をも不幸にするわ。そんな社畜なんて、みんな死んでしまえばいいのよ」

　ドアが開く。別れも告げず降りていくユイカ。オレはその後ろ姿を呆ぼう然ぜんと見送っていた。

　ユイカにはそんな事情があったのか。そんな……悲しい事情が。

　そういえば、小さかったユイカは、突とつ然ぜん、オレの前から引っ越こしをしていなくなったんだった。なぜそんなことになったのか、周りの大人たちは誰だれも教えてくれなかったけど、今なら分かる。たぶんあのとき、親父おやじさんが亡なくなって母親の実家にでも身を寄せることになったんだろう。


　ユイカだけじゃない。日本語の「過か労ろう死し」がそのまま Karoshi という国際語になっていることからも分かるとおり、日本の働く人の過労死は深刻な問題だ。そして、過労死・過労自殺した人の数だけ、大切な人を過労死・過労自殺で亡くした遺族がいる。ユイカのように、深い悲しみと苦しみを抱えて生きている。



　それでも、今日もまた、どこかで誰かが過労死しているんだろう。人を人と思わず、自らの命すら大事に扱あつかうことのない社畜たちによる日本社会の絶対的支配が続く限り、きっとこの状じよう況きようは変わることがないんだろう。

　それを食い止めるには、オレたちはオレたちのできることをやるしかない。一人ひとりの力は小さい。でも、ほんの小さな反社畜の戦いが、やがては大きな変化のうねりになると信じて、いつの日かみんなが明るく笑って定時で帰ることができる社会が来ることを願って、やっていくしかないのだろう。

　プラットホームの雑ざつ踏とうの中で、ユイカが一いつ瞬しゆんだけ、振ふり返ったのが見えた。すがるような瞳ひとみが、オレの目に焼き付いて離はなれなかった。
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「あら。今日も来たのね」

　病室に入ると、柑かん橘きつ系の香かおりがふわっと漂ただよってきた。棚たなの上に果物が置いてある。姉ちゃんの大学の友達か誰かが見み舞まいに来たらしい。読んでいた詩集を枕まくらの横において、姉ちゃんはオレの方へ向き直った。

　今日は、わりと顔色がいいようだ。色白な頰ほおにほんのりと赤みが差している。

「そりゃ来るよ。オレにとって姉ちゃんは、唯ゆい一いつの家族だからな」

　オレたちの両親が事故で亡くなったのは、三年前のことだった。それからは、オレと姉ちゃんと、二人で生きてきた。もちろん、親が二人ともいなくなっても寂さびしくなかったといったら噓うそになる。それでもオレは姉ちゃんがいる限り、明るく笑ってやってこれたんだ。

　バッグの中から姉ちゃんの着き替がえや暇ひまつぶし用の本を取り出していると、

「おっと」

　手が滑すべって本が床ゆかに落ちた。女子高生が一つ年下の男の子に恋こいをするという内容の少女漫まん画がだ。オレはこういうのはちょっと甘ったるくてあんまり読む気がしないんだけど、姉ちゃんは好きらしい。

「何か悩なやみごとでもあるの？」

「えっ」

「分からないと思った？　そんなことないわよ。私にとって、アキトは唯一の家族だもの」

「姉ちゃんにはかなわねえなあ」

　頭をかく。ユイカの言葉がずっと気にかかっていた。社畜としてがむしゃらに働いて過労死してしまった、ユイカのお父さん。いったい、どんな気持ちで働いていたんだろう。自分にもしものことがあったら、残されたユイカたちがどうなるかとか、考えたことはなかったんだろうか。

　もし姉ちゃんに何かあったら、そのときオレは──いや、こんなことは考えるのも嫌いやだ。

「もしかして、女の子のこと？」

　からかうような口調で姉ちゃんは言った。鋭するどい。

「えっと、その……」

「ふふっ。いいわよ無理に話さなくても。アキトは何でもお姉ちゃんに話してくれる子だったけど、年とし頃ごろだもの、言いづらいことの一つや二つはあるわよね」

　思わず固まってしまったオレに姉ちゃんはそう言って、いたずらっぽい笑えみを浮うかべた。

　そういや、姉ちゃんて、ユイカのこと覚えてるのかな？　今思い出したけど、ユイカは一人っ子だったからオレの姉ちゃんにもよくなついてて、「あたしもお姉ちゃんが欲しいー」とか駄だ々だをこねてたような記き憶おくが。

　お茶を淹いれながらそんなことを考えていると、

「そういえば、お父さんとお母さんが亡くなったのって、ちょうど私が今のアキトくらいの頃ころよね」

　いきなり姉ちゃんがそんなことを言い出したのでギョッとした。この三年間、オレたちの間で両親のことが話題に上ることはめったになかった。生きていくのに一いつ生しよう懸けん命めいで、過去を振り返る余よ裕ゆうなんてほとんどなかったんだ。

「……オレ、今考えると姉ちゃんってマジでスゲーと思う」

　よく知らないけど、父さんと母さんは駆かけ落ち同然だったというか、結けつ婚こんするときにいろいろあったらしい。だから二人とも実家とは完全に没ぼつ交こう渉しようで、オレや姉ちゃんは親しん戚せきの人たちとは、葬そう儀ぎのときに初めて会ったくらいだ。

　で、その親戚の人たちは、両親に先立たれたオレたち姉きよう弟だいを引き取ることを嫌がった。別に薄はく情じようだとは思わない。まあ、いろいろと事情があったんだろう。向こうからしたら、自分たちの方こそ父さんと母さんに振り回された被ひ害がい者しやだという気持ちもあったのかもしれない。オレとしても、全然知らない赤の他人みたいな人たちの家で暮らす、というのは何だか居い心ごこ地ちが悪そうで嫌だった。

　そしたら姉ちゃんが、

「ご心配なく、これからは弟と二人で生きていきます。誰にも迷めい惑わくはかけません」

　とか宣言してしまった。いやもうほんとカッコよかったわ。

「私だって、不安だったのよ。あのときは私もまだ高校生だったし……。自分のことはともかく、アキトのことまで本当に責任とれるのかって言われたら、正直自信がなかった。後になって、何だか自分がとんでもないことを言い出してしまったような気がして、怖こわくてちょっと泣いちゃった」

　初耳だった。姉ちゃんは深い思し慮りよとか覚かく悟ごとかがあってそんな決断をしたんだと思ってたけど、姉ちゃんだって迷ってたんだ。

「まあ、お金のことは保険金やお父さんたちが残してくれた貯金があったから、どうにかなったんだけど」

　あっ、それは姉ちゃんの入院や手術の費用で全部消えたんだけどそれは内ない緒しよな。

「いや、何だかんだ言ってやっぱり姉ちゃんはスゲーよ。オレだったらそんな判断は絶対できねえし」

「そんなことはないわ。私なんて全然普通よ。でも、それでも何とかやってこられたのは、アキトのおかげよ」

「え、オレ？」

「家事だってアキトが手伝ってくれたし、私が疲つかれて居間で眠ねむってしまったときには、毛布を掛かけてくれたりしたでしょう？」

　それくらいは確かにしたけど……。でも、オレがしたことなんて、姉ちゃんに比べたら全然たいしたことない。そう言いたかったんだけど、

「亡くなったお母さんも、アキトは手のかからない子どもで助かるわって、いつも言っていたわ。もともと、お母さんのお手伝いをいっぱいしていたものね。宿題だって、言われなくてもちゃんとやってたし。アキトには、困っている人にさり気なく力を貸してあげられるっていう、素す敵てきな才能があると思うわ」

　しみじみとした口調で言われたので、何となくオレは口をつぐんでしまって、自分で淹れたお茶を黙ってすすった。

「今だって、私はこんなだから、アキトに頼たよりきりだしね。いつもありがとう、アキト。これからも、困っている人を見かけたら助けてあげられるような人でいてね」

　姉ちゃんの言葉はあまりにもくすぐったくて、何だか居心地が悪かった。姉ちゃんと違ちがって、オレは別にそんなに親切な人間じゃない。気に食わない奴やつがいたらぶん殴なぐりたいと思うし、可愛かわいい女の子を見たらデレデレと鼻の下を伸のばしてしまう、普通の十代男子だ。

「やめてくれよ……」

　ユイカの顔が思い浮かんだ。可愛いけど憎にくたらしい、でもやっぱり気になる幼なじみの女の子。父親の死をずっと抱かかえて生きている彼女は、気き丈じように見えるけどたぶん本当はそうでもなくて──。

　オレは彼女の力になれるだろうか。
















「しっかし、須す田だくんの時給は少なすぎだろ」

　翌日。ユイカに加えて、『豚ぶたデブ』こと須田くんがアルバイトに加わり、総務課の平均年ねん齢れいは一気に若返った。

　オレはアルバイトの監かん督とく係ではないのだが、年が近いので、自然と二人に仕事を教えたり話し相手になることが多くなる。

　須田くんはユイカほど物覚えは良くなかったが、すごく真面目まじめで、仕事に対して一生懸命だった。コピーの取り方やらＦＡＸの送り方やらをメモを取りながら必死で覚えていた。

「いいんです、ぼくは別に……」

「よくないだろ」

　ちょっと謙けん虚きよすぎるんだよな。大人しいというか気が弱いというか。１歳年下のオレに対しても、「こちらでは立たち花ばなさんの方が先せん輩ぱいですから」とか言って敬語で接してくる。まあ悪い気はしないんだけど、もうちょっとフランクに接してくれてもいいよね。

「ちょっと須田くん！　店てん舗ぽ一覧のコピーはまだなの!?　ソート機能くらいもう覚えたでしょ!?　ねえアキト！　営業部に渡わたすデータは、どのＵＳＢメモリに入れたらいいの!?　それが分からないと仕事が進まないでしょ！」

　一方、ユイカの奴はオレを立てる気ゼロだ。アブソリュート・ゼロだ。一日早いだけなのに、思いっきり須田くんに先輩風吹ふかせてるし……。くっそムカツクなコイツ……。

　それにしてもさっきの須田くんのあいさつには驚おどろいたなあ。

「皆みなさん初めまして！　ぼくは須田ヒトシといいます。好きな食べ物は餃ぎよう子ざとポテチ。趣しゆ味みはインターネット。好きな言葉は『面従腹背』と『立身出世』です。よろしく」

　完全にモブキャラじゃない何かを感じる自己紹しよう介かいだ。前回は名無しの『豚デブ』だったのにいったいどうしたんだ。

　オレはユイカにＵＳＢメモリを渡しながら、

「ねえクールさんどう思う、須田くんの給料」

　ユイカより少ないのは絶対におかしいよね、と頼れる先輩に相談。クールさんは金きん髪ぱつをかき上げながら、

「そうだね……。課長に、直じき訴そしてみようか」

　おお、それはナイスアイデア！　確かに、田た中なか係長よりは、課長の方がまだ話が通じそうだ。何しろ『法コンプ令ライアン破ス・ブりレイカーの田中』とは違って、課長は決して法を犯おかすことはない公正な人物として知られているからな。

「課長！　ご相談があるのですが」

　オレは今日もコーヒー（やっぱりブラック）を片手に決裁書類に目を通している工く藤どう課長に声をかけた。

「須田くんの時給についてです」

「ほう。いったい何が問題だというのかね」

「ユイ……桜さくら野のさんよりも低いというのは、おかしいのではないでしょうか」

「どうしておかしいのかね」

　眉まゆ一つ動かさずに課長はオレに問う。いつもどおり、どっしりと重じゆう厚こうに構えていて、オレは妙みように圧あつ迫ぱく感かんを感じてしまう。『頼れる上司』として多くの社畜たちから慕したわれる課長だが、今のオレにとってはやりづらい。

「えっと……それは……やっぱり同じ職場で同じ仕事をしているのに賃金が違う人間がいるというのは、いろいろと不都合があるというか……」

「いろいろとは？」

「え……そりゃ、いろいろですよ……？」

　鋭く突つっ込まれてしどろもどろになってしまうオレだった。うう、係長よりは話が分かると思ったオレが甘かった。

　そんな情けない後輩のオレを救ってくれたのは、またしてもクールさんだった。

「これは課長らしくもない。労働基準法第４条、『男女同一賃金の原則』ですよ」

　クールさんは眼鏡めがねをクイ、と押し上げて冷静に指し摘てきする。

「経歴にほぼ差がなく、職務内容も同じ須田くんと桜野さんの賃金が異なるのは、性別が理由であるとしか考えられません。性別を理由として賃金に差をつけることは、『男女同一賃金の原則』に反し、したがって法律違い反はんです。違いますか？」

　おお、それだ。それそれ、オレもそれが言いたかったんだよ！

　というか、スラスラとそんな言葉が湧わいてくるクールさんはマジですごいな。

「ほう、労働基準法第４条、『男女同一賃金の原則』か」

　課長はコーヒーに口をつけながら、オウム返しに切り返した。

「どのような法律だったかな。ちょっと忘れてしまった」

　なんか白々しい言い方だな。工藤課長ともあろう人が、そんな労働法制の基き礎そを知らないはずはないんだが……何かおかしいぞ。

「クールさん。うっかり度忘れしてしまった私のために、その労働基準法第４条とやらを思い出させてくれないか。優ゆう秀しゆうな君のことだ、もちろん文面をきちんと暗唱しているんだろう？」

「もちろんです。労働基準法第４条、『使用者は、労働者が女性であることを──」

　言いかけて、クールさんは何かに気付いたように絶句した。

「どうした？　忘れてしまったのか？　君らしくもないな。私はたった今、思い出したところだよ。君にかわって、暗唱してみせようか」

　工藤課長がニヤリと笑う。獲え物ものをまんまと罠わなにかけた猟りよう師しのような目つきだった。

「『使用者は、労働者が女性であることを理由として、賃金について、男性と差別的取とり扱あつかいをしてはならない』──たしか、こういう文面だったはずだ」

　うん？　それが一体どうしたんだ？

　事態が吞のみ込めずに、オレが首をひねっていると、

「つまり、労働者が『男性であること』を理由として女性と差別的取扱いをすることは、禁じてはいないということだ」

「馬ば鹿かなことをおっしゃらないでください。これは女性であることを理由に男性より不利な取り扱いをすることはもちろん、有利に取り扱うことも禁止したもので、現に裁判所の判例でも──」

「見解の相そう違いという奴だな。私はそうは思わない。『女性であることを理由として』と、わざわざ書いてあるということは、『男性であることを理由として』差別的な扱いをすることは許されるということだ。でなければ、『性別を理由として、差別的取扱いをしてはならない』とでも書けばいい。そうではないか？」

　そんなのは詭き弁べんだ。労働基準法に『女性であることを理由として』とあるのは、それが制定された当時は、女性が女性であることを理由に賃金で差別されることが当たり前に行われていた実態があったからだ。今よりも働く女性の地位がずっと低かった時代の話だ。当時は性別で賃金が差別される、というと、当然、女性が男性よりも低い、ということを意味したから、だからそのような文面になっているだけだ。男性なら差別されてもいい、というのは、法の趣しゆ旨しじゃない。

　そんなことは、脳みそが筋肉でできているオレにだって分かる。工藤課長に分からないわけがない。

　だが、そんなオレたちの理り屈くつは、工藤課長には通用しなかった。

「どうしても納なつ得とくがいかないというのなら、裁判でも起こしたまえ。話は終わりだ。さあ、自分の仕事に戻もどりなさい。ああ斉さい藤とう係長、例の沼ぬま田た氏の件だが……」

　──工藤課長は、決して法令を破らない。その代わり、法令をねじ曲げる。

　くそ、甘かった！

『働きオーすぎヴアーの超ロー越者ドウ』『社畜世界の王』『社畜の中の社畜』と称しようされる工藤課長のことを、日本経産連が発表する全国社畜ランキングのトップランカーとして知られる工藤課長のことを、オレはナメていた！

　これが社畜クオリティ！

　社畜の撲ぼく滅めつは一いつ朝ちよう一いつ夕せきでなるものではない。それを思い知らされたのだった。




　　　　＊




　その日は社員食堂で昼飯を食べた。

　社外の人も利用できるフードコート方式のおしゃれな食堂で、もちろん『ワクワクフーズ』系列のお店の人気メニューも試食できる。

　席に着くなり、クールさんが「で、キミたち二人は子どもの頃ころはどんな仲だったの？」とか訊きいてくる。オレとユイカが旧知の仲だったと知って、そこら辺を追つい及きゆうする構えらしい。けっこう下世話な話も好きなんだよね、クールさん。

「「べ、別に」」

　異口同音にオレとユイカは答える。ユイカは顔が真っ赤だ。オレも多分そうだろう。こういう話題は、さすがに気き恥はずかしいよな。

「で、二人はつき合ってるの？」

「「ブフォッ」」

　オレとユイカは同時に吹ふいた。クールさん、何てこと言い出すんだ。

「な、ななななんであたしがこいつと」「それはこっちのセリフだ！」

　ついベタな反応をしてしまうオレたちに、クールさんは思わせぶりな口調で言う。

「だって僕は、男の子の中では立花くんのことが一番好きだからね。気になるよ」

　クールさんは女の子にしか興味ないだろ！　「男の子の中では一番」ってそれ結局恋れん愛あいの対象としては眼中にないってことじゃん。

　オレはけっこう、クールさんに憧あこがれてるんだけどな。いかにも素す敵てきなお姉さんって感じで、最高だ。でもクールさんにとってはオレなんて、せいぜい可愛かわいい弟止まりなんだろうな。あーあ。

「クールさんって、けっこう男の趣しゆ味み悪わるいんですね」

　やかましいわ！　悲しくなったのでオレは強ごう引いんに話題を変えた。

「そんなことよりも、須田くんのことだよ」

　たぬきうどんを２分で平らげたユイカも、腕うで組ぐみをして呟つぶやいた。

「何かいい手はないものかしらね」

　食うの早はええな。オレなんか、まだカツカレーのカツに一個しか手を付けてないんだけど……。つーか、ここの社員食堂のカレーうめえ。

「須田くんがかわいそうで、あたしとしては、気まずいわ」

　どうでもいいけど、ユイカが腕を組んでいると、おっぱいを強調しているみたいだよね。あれ、もしかしてオレのこと誘さそってんの？　とか勘かん違ちがいしちゃいそう。でも本人には言わない。また殴なぐられそうだから。

「そうだよな。須田くんは『ぼくのことはおかまいなく』って言ってるけど、そうはいかないよな」

　真面目まじめぶって答えたので、まさかユイカはオレがおっぱいのことを考えていたとは夢にも思うまい。

「って、ジロジロどこ見てんのよっ！　この変態！」

　イテッ。しっかり気づかれてた。そして殴られた。

「お前なあ、すぐ人を殴る癖くせはやめたほうがいいぞ」

「べ、別に誰だれでも殴ってるわけじゃないわ」

「じゃあオレばっかり殴ってるってことかよ。ふざけんな」

「ちょっとしたスキンシップじゃない。ご褒ほう美びだと思って受け取っておきなさい」

　どこのドＭだよ。納得いかねー。

「ところでうちの会社ってさ、社員の福利厚こう生せいはケチりまくりのくせに、社員食堂はちゃんとあるんだよな」

「うん。安い・早い・うまいと評判だよね。特に『早い』の部分は、社畜にとっても大きなメリットだからね」

　クールさんが『食堂のおばちゃんの気まぐれきのこクリームパスタ』を平らげて、口元を拭ぬぐいながら言う。クールさんも食べるのけっこう早いよな。それと、クールさんが食べていると、安物の食堂メニューすらオシャレなグルメに見えてくるよな。

　ちなみに須田くんは田中係長たちに誘われて一いつ緒しよに社外の定食屋に食べに行ってしまった。嫌いやなら断ればいいのにな。絶対、あんな社畜どもに囲まれて飯食ったって、おいしくないと思うぞ。

「昔、組合ががんばって要求して、社員食堂の設置を実現したらしいよ」

「それだ」

　オレはポンと手を打った。何か忘れていると思ったら、それがあったか。

「労働組合！　よく考えたら、この会社にも労働組合があるじゃないか」

　働く者の味方、労働組合。労働者の自由意思による加入により結成され、会社側と対等な立場で従業員の権利や賃金を守る組織だ。オレもいちおう、組合に入ってはいるんだよな。給料からもしっかり毎月組合費が引かれている。むしろ給きゆう与よ担当はオレなので、オレが引き去りの手続きをしているくらいだ。なぜ気付かなかったのだろう。

　しかしクールさんは暗い表情で首を振ふった。

「ここの労働組合は……ダメだ」

「どうしてだよ」

　会社に社員食堂を作らせたくらいなんだろ？　それなりの力はあるってことなんじゃないのか？

「労働組合の役員に掛かけ合って、交こう渉しようしてもらえばいいじゃないか」

「とにかくダメだ。やめた方がいい。会わない方がいい」

　クールさんがこうも頑がん固こに言い張るのって、珍めずらしいな。いつになく険しい表情だ。こうしてまじまじと見つめると、クールさんってやっぱりすごい美人だな──じゃなくて、それっていったいどういう意味だ？

「会うだけ会いに行ってみようぜ。組合の人に」

「どうしても会いたいというなら止めないよ。僕は行く気はないけどね」

「おやおやおやおや。もしかしてワタシに御ご用ようですか」

　いきなり声をかけてきた男がいた。クールさんがぎょっとしてむせ返る。

　欧おう米べい人の連想する『ずる賢がしこい日本のビジネスマン』のテンプレートみたいな風ふう体ていの人物だった。ハゲでメガネという点は田中係長と共通しているが、メタボが気になる係長とは異なり、やせ型でネズミみたいな顔をしている。

「いやいやいやいや。あなたが『流星の帰宅者』アキトくんですか。噂うわさは聞いていますよ」

　から揚あげ定食を載のせたトレーを置いて、勝手にオレの隣となりの席に座る。

「ワタシがワクワクフーズ労働組合の委員長・山やま本もと三十六さぶろくです。以後よろしく。あ、クールさんもお久しぶり」

　揉もみ手をしながら愛あい想そよくオレに語りかけてきたのだった。クールさんは、知らん顔。過去に何かあったんだろうか。

「えっ、オレのこと知ってるんスか」

「そりゃあもう。反社畜界の超ちよう新星、『流星の帰宅者アキト』といえば、有名人ですからね。受付の女の子も、出入り業者の美人営業担当も、清せい掃そうのおば……お姉さんも、みんな噂してますよ」

　マジかよ！　オレ、いつの間にそんな有名人になってたの!?

　会社中の女の子がオレの噂で持ちきりとか、オレ、モテモテじゃん！

「中二病全開のイタい二つ名で超ウケるー（笑）とか、私服のセンスも残念だとか、最近身につけた必ひつ殺さつ技わざの名前もちょっとどうかと思うとか、みんなが君のことを話題にしているみたいですよ」

　ですよねー！　オレがそんなモテモテなわけがないですよねー！

　あれ？　でも、職場にはいつもスーツで来ているのに、どうして私服のセンスまで話題にされてるんだ？　必殺技にいたっては、正せい木き松まつ店長と対決した、あの時あの場所にいる人間しか知らないはずだし。

「あ、それあたしも聞いたわ。受付の女の人が話していたのを」

「そうそう、ワタシも受付のキョーコちゃんから聞いたのですよ」

　ん？　キョーコちゃん？　それって、クールさんが懇こん意いにしているという……？　あれ、クールさんどうしてオレから目をそらして洋よう菓が子し屋のマスコットキャラクターとしておなじみのペ子ちゃん人形みたいなほほ笑えみを浮うかべているの？

「そ、そうなんだ、僕は初耳だなあハハハ」

　元げん凶きようはあんたか……。頼たのむから他人ひとに変な二つ名をつけて流行はやらせようとするのはやめてくれよ……。

「でね、委員長さん、実は──」

「で、何かお困りですかな、『流星の帰宅者アキト』くん」

　ユイカが口を開くのをさえぎって、山本委員長はオレに尋たずねてきた。

「組合員の悩なやみを聞くことは、ワタシのスウコウな役目でありますからして」

「実は、あたしと一緒に総務課で働き始めた須田くんっていう人が──」

「なんなりと、ワタシにお話しくだされ、『流星の帰宅者アキト』くん」

　うん？　何でユイカじゃなくてオレの口から聞きたがるんだ？　オレ、カレー食いたいんですけど。それとその二つ名で呼ぶのもやめてほしいよ。嫌いや味みなの？

　山本委員長の言動に違い和わ感かんを感じつつも、オレは事の次し第だいをざっと説明した。

「というわけで、須田くんの時給が低すぎるのを何とかしてあげたいんだ」

　すると、それまでずっと愛想がよかった山本委員長は、途と端たんに渋しぶい顔つきになった。

「でも、彼はウチの組合の組合員ではありませんね？」

「まあ、正社員じゃないからな」

　正社員じゃないと組合員になれないという決まりがあるのかどうかは知らない。ただ、アルバイトで組合に加入している人は、オレの知る限りでは、いない。

「うーん。組合員じゃない人を何とかするのは難しいですなあ。ほら、我が組合は、組合員の皆みな様さまから頂いた組合費で運営しておるわけでありまして。アルバイトの方のために骨を折るということになると、『我々から集めた組合費で、組合費を払はらってもいない奴やつのために何をしているんだ』と文句を言う人もいるわけでありまして」

　クールさんがオレにそっと耳打ちした。

「ダメな組合の特とく徴ちようその一、自分たちだけがよければそれでいいという正社員クラブ」

　もしかして、ユイカのことをずっと無視しているのも、正社員じゃなくてアルバイトだから？

「だけど、おかしいじゃないスか」

「ええ、ええ。よーく分かりますよ。でもまあ、あまり上層部うえの言うことに逆らわんのが一番ですよ。会社あってのワタシらですから」

「ダメな組合の特徴その二、管理職いいなりの御用組合」

　またクールさんが耳打ち。

「そもそもウチは、年一回開かれる大会ですべての方針を決定するしきたりになっていましてね。その方針からはずれることはしないことにしているのですよ」

「ダメな組合の特徴その三、前例主義と教条ドグマ主義テイズム」

　クールさんの横顔には、山本委員長に対するはっきりとした嫌けん悪おの色がある。

「で、でも、せっかくの労働組合なんだし、もうちょっと働く人のためにがんばってもいいんじゃないスか」

「ドイツの哲てつ学がく者しやフリードリヒ・ニーチェいわく『怪かい物ぶつとたたかう者は、自らも怪物とならぬよう注意せよ。汝なんじが深しん淵えんを覗のぞき込むとき、深淵もまた汝を覗き込む』。労働運動もしかりです。確かに、労働組合として組合員を集めて集会や学習会を開き、早朝には駅前で労働者の地位向上を訴うつたえるビラを配り、署名を集め、政治家の事務所に陳ちん情じようのために出向き、上層部としっかり交渉すれば、この職場の環かん境きようも少しはよくなるかもしれません。しかし、それにはとてつもない時間がかかる。『ワクワクフーズ』の社員として忙いそがしい毎日を送りながら、さらにワタシに労働運動のために膨ぼう大だいな時間を割さけというのですか？　想像を絶する激務です。それでは君たちが毛け嫌ぎらいする社畜と同じではありませんか。社畜かいぶつとたたかうために社畜かいぶつになるのでは、本ほん末まつ転てん倒とうというものです。違ちがいますか？」

「ダメな組合の特徴その四、屁へ理り屈くつだけは立派」

　だんだんクールさんの耳打ちの声が大きくなってきた。委員長に聞かれてもいいやと思っているのかもしれない。

　そんなクールさんの様子に気づいていないはずはないのだが、山本委員長は少なくとも表面上はニコニコと笑顔を保って、揉み手をしながらこう言ったのだった。

「ま、君たちが何をしようと勝手ですよ。定時で帰ろうと、有休をめいいっぱい消化しようと、それは自由というものです。出世コースを諦あきらめるなら、ね。ですが、他人のおせっかいまでは、焼かない方がいいと思いますよ。他ほかのことだったら、ワタシも皆みなさんの力になれるとは思いますがね」

　脳みそが筋肉でできているオレでも、気付かずにはいられなかった。この男は、偶ぐう然ぜんオレたちの前に現れたのではない。オレたちの相談に乗るために現れたのでもない。オレたちに、釘くぎを刺さしにきたのだ。余計なことはするな、と。

　椅い子すが床ゆかを引きずる音が聞こえた。クールさんが、無言で席を立ったのだった。
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「だから言っただろう？　ここの組合はダメだ、と」

　自じ販はん機きで紙パックのコーヒー（カフェオレ、甘みたっぷり）を購こう入にゆうして総務課室に戻もどると、先に席についていたクールさんが苦々しげに語りかけてきた。

　うん、クールさんの言っている意味はよく分かったよ。

「あのオッサン、あたしのことずっと無視してたわね」

　ユイカはストローでコーヒーをすすりながら、ぷうっと頰ほおを膨ふくらませた。確かに、あれはめちゃくちゃユイカに失礼だったな。正社員にあらずんば人にあらず、とでも思っているんだろうか。

「彼は、『ワクワクフーズ』の社員として忙しい日々を送っていると言っていたが、あれは噓うそだよ。彼はこの会社の社員でありながら、あらゆる会社業務を免めん除じよされている、社内で唯ゆい一いつの男だ。その特権と引き換かえに、彼は会社から、組合を経営者べったりの犬にすることを求められている。彼は組合員の支持を得たわけではなく、会社と取引して、今の委員長という地位を得たんだ。『労レイ働バー・公デユ爵ーク』の異名をとるゆえんだよ」

　内幕を話すクールさんの瞳ひとみには、失望と悔かい恨こんのヴェールがかかっている。クールさん自身もきっと、過去にあの男に期待して、そして裏切られた経験があるのだろう。

「仮にも労働組合だから、賃金の大おお幅はばアップ、長時間過密労働の解消、サービス残業の撲ぼく滅めつ、セクハラ・パワハラの防止などを掲かかげてはいるけどね。でもそれはただのポーズだよ。まったく、信用ならない味方は敵よりもやっかいだよ」

　確かにそのとおりだ。

「これは言っておくけど、今の組合がダメなのは、ただトップに立っているあの男が腐くさっているからというだけじゃないよ。組合というのは、それを構成する一人ひとりがお互たがいを助け合い、努力することによって成立するものだからね。みんなが一いつ致ち団結して、本当にいい組合、働く者のためになる組合を作ろうと思えば、あんな男が委員長に就任することも避さけられたはずなんだ。委員長なんて誰だれがなったって知ったことじゃない、どうせ組合になんか何も期待できない、俺たちは会社の言いなりになるしかないんだ──みんながそんな諦めの境地に達してしまっている、それこそが一番の問題なんだ」

「昔は、こうじゃなかったんだけどね」

　オレたちが組合の話をしているのを聞きつけて、同じ係の宇う喜き多た主任がコーヒー（ミルク入り、微び糖とう）を飲みながらつぶやいた。この人はオレたち反社畜の仲間というわけではないが、「まあ、がんばれ」と言ってくれる、そこそこ理解のある人だ。それなりに残業はするが、残業代はしっかりと請せい求きゆうし、完全消化はしないにしても有給休きゆう暇かも多少は取っている。社畜とは対立こそ避けつつも一定の距きよ離りを置いている。おかげで出世コースからははずれてしまったが、本人はあまり気にしてないようだ。

「以前はここの組合はすごく強いことで知られていたんだ。強力なカリスマ指導者がいてね」

　マジで？　あの山本委員長の体ていたらくからは想像もできん。

　オレが身を乗り出すと、宇喜多主任は細い目をさらに細めてしみじみと回想した。

「今でも語り継つがれる伝説の委員長……神楽かぐら幸ゆき虎とら。組ユニ合オン究・ア極ルテ至イメ高ツト奥・ス義キル『流星のメテオ同盟スト罷業ライキ』によって、当時の会長によるワンマン経営を打ち砕くだいたことはあまりにも有名だ。彼が組合の役員を務めた期間は、十七年連続での賃金アップを実現したそうだよ。まあ、当時はバブル崩ほう壊かい前で景気が良かったというのもあるんだろうけど」

　すげえ……そんな時代もあったんだな。

　ん？　神楽？　はて、どこかで聞いたことのある苗みよう字じだけど──。

「そ、その人は今どこで何を？」

「さあねえ。私が入社した時には、もう定年退職してしまっていたから、私も直接には知らないんだ」

　さあて仕事仕事、とつぶやいて、宇喜多主任は話を打ち切った。




　　　　＊




　その日の夕刻は田中・斉藤の両係長がそろって出張だった。おかげでオレたち反社畜は余よ裕ゆうで定時に退社することに成功し、二日連続での完全勝利に酔よいしれたのだった。

　しかも、時計の針が終業時間である５時30分を指してから、オレがビルの正面玄げん関かんの自動ドアを通過するまでのタイム、わずか43秒！　自己ベストを更こう新しんだ。社畜の猛もう攻こうをかわしながら感じる風は最高に心ここ地ちいいぜ。

「慢まん心しんしてはいけないよ。反社畜の世界では、こういう格言がある──帰かえって兜かぶとの緒おを締しめよ」

　駅への道を一いつ緒しよに歩きながら、クールさんが先せん輩ぱいらしくオレたちに忠告してくれる。

　そうだな、確かに「帰った帰った」と喜んでばかりもいられない。結局、須田くんの時給の問題は解決せず、それどころか彼はオレたちが帰った後も職場に残り、社畜たちの仕事に付き合っているのだった。

「須田くんはちょっと大人しすぎるのよ。社畜のバカどもにいいように使われてるわ」

「バカども、ってキミ……」

　クールさんが苦笑いした。ユイカの寸評には容よう赦しやというものがまったくない。オレだって入社半月くらいは人じん畜ちく無む害がいを装よそおって、田中係長の戯たわ言ごとにもいちいちハイ、ハイとつき従っていたものだが、総務課で働き始めてわずか二日で先輩諸氏をここまでボロクソに言っちゃえるユイカさんマジかっけえよ。

「だってバカどもはバカどもじゃない。バカどもが不適切だったら、クズどもと言い換えてもいいわ。課長代理の今日の一言なんてとんでもなかったじゃない。アキト、よく我が慢まんしたわね」

「あー、あれな……」

　早はや川かわ課長代理。総務課のナンバー２。総務課四天王の一人で、27歳の女性。異名は『眠スリーれピングる・ドラ女ゴンレ龍デイ』。好きな食べ物は高級プディングで、好きな言葉は『漁夫之の利』と『一いち網もう打だ尽じん』。彼女は勤務時間中、いつもほとんど寝ねている。起きているときでも、スイーツ（笑）を食べていたり、ファッション雑誌を眺ながめていたり、他の部署に遊びに行っていたりする。といって、わずかな時間にとてつもない仕事量をこなす、とかいうことも特になく、この人が絡からんだ仕事はめちゃくちゃ遅おくれる。

　それなのになんで怒おこられもせず、クビにもならずに課長代理という要職に就ついていられるのかって？

　専務（社長のバカ息むす子こ）の愛人だからだよ！　死ねばいいのに！

　で、そんな課長代理が今日、ふとした拍ひよう子しにオレにこんなことを突とつ然ぜん言ったわけさ。

「立花ってさー、何で自殺しないの？」

「……は？」

　意味が分からずにあっけにとられるオレの前で、課長代理はニッコリとほほ笑えんで、こんな風に付け加えたんだ。

「あっごめーん。ちょっと言い方わかりにくかったかなあ。じゃあ、言い直すけど、立花っていつになったら死ぬの？」

「いや、別に死ぬ予定はないですけど」

　何を言っているんだこいつは。

「いやほら、立花って、普ふ通つうに考えてめっちゃ惨みじめな立場じゃん。まだ高校生だったのに、親が二人とも死んじゃって、その上、お姉さんまで不治の病で入院してんでしょ（笑）。で、人生の一番遊びたい盛りのときに、学校やめてこんな会社でクソみたいな上司にこき使われてイヤイヤ働いてるわけじゃん。あ、クソみたいな上司ってアタシらのことだけど（笑）。自分で言うかアタシ（笑）。ま、普通に考えてロクな人生じゃないわよね。いったい何が楽しくて生きてるのってカンジでしょ？　アタシだったら、とっくに自殺しちゃってるけどなーって思っただけ」

「……」

　この人、何気にすごいと思う。ここまで他人を嫌いやな気持ちにさせるのは、一種の才能だと思う。

　あと、不治の病とか勝手に決めつけんな！　姉ちゃんは絶対に治る！

「あっごめーん。嫌いや味みに聞こえたら謝るわー。ねえ怒った？　怒った？　ごめんねー、アタシは純じゆん粋すいに疑問に思ったから訊きいただけなんだけどー」

　怒るっていうか、泣きべそかいて帰りたくなっちゃったよ、オレ。しかも姉ちゃんの病気のことは、なるべくみんなには秘密にしていたのに、バッチリ聞こえるような声で言いやがって……。これパワハラで訴うつたえたら間ま違ちがいなく勝てるよね？

「あんときゃつくづく思ったよ。ウチって、まったくひどいブラック企き業ぎようだよなあって」

「で、あんたは何で、そんなひどいブラック企業に就職したの？」

　え、オレ？

「いや、まあ……。たまたま受かったから、かな」

　姉ちゃんの手術代を稼かせがなければならなかった身としては、とにかくどこでもいいから正社員としてもぐり込みたかったわけよ。たとえ、どれほどブラック企業として就活サイトで悪名を轟とどろかせている企業だとしても……。

「うちの課のオッサンたちが面接官だったんでしょ。よくあんたを採ったわね」

「あのときも、いろいろあったよね」

　クールさんが深くうなずいた。そうそう、クールさんと初めて出会ったのもあの時だったんだ。クールさん、受付やってたんだよな。こんな美人のお姉さんがいるんなら、ここで働くのも悪くないかな、とか思ったんだった。

　オレはあの時のことをしみじみと思い返した。
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　あれはまだ寒い三月のことだった。オレはその日、『ワクワクフーズ』本社ビルに、初めて足を踏ふみ入れたんだ。

　最初に受けたのは、常識や基き礎そ学力を問う筆記試験だった。いったいどんな難問が出るのかと戦せん々せん恐きよう々きようとしていたが、きちんと新聞を読んだりニュースを見ていれば解ける設問ばかりだった。問題は、次の面接だ。似合わないスーツを着込んでガチガチに緊きん張ちようしきったオレは、他ほかの就職希望者とともに会議室へと案内された。

「よく来てくれた、入社希望者の諸君。俺は係長の斉藤だ」

　司会役の面接官が名乗り出ると、十数人いた志願者たちは「俺知ってる。就活サイトで名前出てた」「全国社畜ランキングでも上位にいるっていう、あの」「総務課四天王の一人なんでしょ？」「実在したんだ」ざわざわと騒さわぎ始めた。

　もちろんオレも、就活サイトはちゃんとチェックしていたから、斉藤係長の噂うわさはすでに知っていた。『就活生によるブラック企業ランキング』でＳトリＳプルＳエスの評価を得ている『ワクワクフーズ』株式会社の中でも、とびきり醜しゆう悪あくな社畜の一人として悪名の高い男。

「好きな言葉は『切せつ磋さ琢たく磨ま』と『自己責任』。趣しゆ味みは武道全ぜん般ぱん。腕うで前まえは、剣けん道どう五段、柔じゆう道どう六段、空手道六段、合気道七段、労道八段だ。俺に武道で勝てる奴やつがいたら、即そく採用にしてやってもいいぞ」

　すげー、武道はひと通りマスターしてるんだな……って、ん？　何か変なのが一つ混ざっていなかったか？

「公表しているとおり、我が社は年ねん齢れい不問、学歴不問、未経験者可だ。我が社にとって有用な人材なら、どんな経歴の持ち主でもかまわない」

　そう、高校中退者のオレにとっては、それこそが何よりも大切な条件だった。たいていのまともな企業は、オレが年齢や学歴を正直に答えただけで門もん前ぜん払ばらいを食くらわせる。まあ当然のことだけど、でも姉ちゃんの治ち療りよう代を稼がなきゃならないオレにとっては困るんだ。まして三月のこの時期に、四月採用の面接を行ってくれるところはまずない。

　ここだけが最後の希望だったんだ。

「未経験者可といっても、童どう貞ていはお断りだぞ、ガハハハハ」

　斉藤係長はくだらない冗じよう談だんを飛ばして自分で笑い出した。みんなの緊張をほぐそうとしているのかもしれないけど、ひでー冗談！　最低だなこいつ！

　つーか、あれ？　何で席を立とうとしている奴が二、三人いるの？　なに冗談を真に受けちゃってるの？　そして何で残った奴らもオレに向かって「お前も早く帰れよ」みたいな視線を送ってくるの？

「ガハハハハ！　ガハハハハ！」

　おっさんも自分の冗談に自分でウケてるんじゃねえよ。

　ちなみに他の面接官たち──総務課四天王の残りの三人は、ニコリともしなかった。特に、面接官で唯ゆい一いつの女性である早川課長代理（当時は名前までは知らなかったけど）は、退たい屈くつそうに携けい帯たい電でん話わをいじり回していた。

　斉藤係長はコホンと咳せき払ばらいして、言葉を続ける。

「本来なら社長の和わ久く村むらがここであいさつするところだが、一日12時間の残業を二十日間続けていたら、過労で倒たおれてしまった。貧弱で申し訳ない、とのことだ」

　一日って何時間だっけ、と思わずにはいられない。ちなみにワクワクフーズ社長・和久村平へい助すけといえば、超ちよう絶ぜつブラックな経営理念でよく知られた存在で、ビジネス誌のインタビュー記事などでもおなじみだ。

「ではさっそくだが、一番端はしの奴から自己アピールしてもらおうか」

　斉藤係長に促うながされて、一番右端に座っていた秀しゆう才さい然とした眼鏡めがね君が、すっと立ち上がった。

「はい。私は足あし利かが秀しゆう一いちと申します。東大大学の四年生です！」

　その瞬しゆん間かん、志望者一同の間に戦せん慄りつがほとばしった。げええっ、いきなり東大かよ!?　こんな、ブラック企業であることを隠かくすどころか誇ほこりにすら思っているふしのあるクソ企業に、天下の東大生様が受けに来ておられる！　就職難のこのご時世とはいえ、とんでもねえぜ。

「ほう、東大大学とはすごいな。だが、先ほども言ったとおり、我が社の採用は学歴不問だ。学歴ではなく能力で採用を決める」

「はい、分かっています。ですが、御おん社しやとしましても、Ｆラン大学出身のクズよりも、一流大学卒の優ゆう秀しゆうな人材が欲しいはずです」

　なんか、東大生らしからぬゲスな言い方だ。案外フランクな奴なのか？　いや、もしかして、面接官がゲスなのを見て、あえてこんなしゃべり方をしている……？

「もちろん、童貞じゃありません」

　ガハハハハ、と面接官が爆ばく笑しよう。何これすっげーむかつくんですけどこの東大生だけどガリ勉じゃないし気の利きいた冗談も言えますアピール！　爆ばく発はつしろ！

「それに……」

　クイッ、と眼鏡を押し上げて、

「頭脳だけではなく、根こん性じようにも自信があります！」

　そしてブラック企業が人材に求めるポイントも的確に突ついている！

　東大生様はフフンと不敵な笑みを浮うかべ、ライバルであるオレたちを眺め回した。私の就活力は53万です、とでも言いたげな自信に満ちあふれた表情だった。

　しょっぱなからラスボスの登場だ。オレがここの企業に受かるためには、こいつを倒さなければならない。こいつよりもオレの方を「採りたい！」と思わせなければ駄だ目めなのだ。

「ほう。そうか」

　斉藤係長の声は心なしか嬉うれしそうだった。自分より強い奴に出会った少年漫画の主人公のような声だった。

「では、試ためしてみようかな」

　そう言うや否いなや、斉藤係長は電光石火の勢いで東大生様に駆かけ寄り、

「死ねえ！」

　その顔面に、全力でグーパンチをお見み舞まいした！

　いや、「死ねえ！」て。「死ねえ！」って言ったよこの人！　しかも顔面グーパンチとか柔道も空手も関係ないし！

「ぐぼべばげっ」

　一いち撃げきでノックアウト。東大生様は、顔と眼鏡をぺしゃんこにされてパイプ椅い子すごとひっくり返り、血ち溜だまりの中に沈しずみ込んだ。

　ラスボス、よわっ。

「ふん。貴様の根性とはこの程度か。東大大学というから少しは期待したが、要は一流大学の肩かた書がきをもってしてもこの時期まで就職を決められなかったクズということではないか。就職をナメるな、ウジ虫が」

「さすがは『新ルーキ人ー・ク潰ラツしシヤー』の異名をとる斉藤係長」

　ちょっぴり残念そうな斉藤係長に、満足げな笑えみを向けるハゲメガネの面接官。彼にとっては、斉藤係長のこの言動も、まったくありふれたものなのだろう。

　さすがにオレたちが啞あ然ぜんとしていると、

「何を驚おどろいている？　こんなのは、ただの圧あつ迫ぱく面接だ。どこの企業でもやっていることだ」

　傲ごう岸がん不ふ遜そんにも、斉藤係長は言い放つ。何言ってんだこいつ！　圧迫面接の圧迫って、顔面を圧迫することじゃねえだろ!?

「大だい企き業ぎようは、優秀な人材発はつ掘くつのための面接なら、どんな振ふる舞まいをしても許される。たとえ違い法ほう行こう為い、暴力行為であろうと。就活生は、いかなる非道な扱あつかいも甘んじて受け入れるしかない──。これが日本社会のルールだからな」

　つまらなさそうに携けい帯たいで明日あしたの天気をチェックしていた女性面接官が、ここで口を差し挟はさむ。

「つーかさー、どうせなら志望者全員で殺し合いでもしてもらって、最後に生き残った奴を採用するってのはどう？　一番手間が省けるやり方だと思うんだけど」

「なるほど、理にかなったやり方だな」

　中央でどっしり構えている渋しぶいオッサンが相あい槌づちを打つ。このオッサンがつまりは工藤課長だったわけなんだけど。

「アッ、アハハハ、アハハハハ」

　そしたらオレの隣となりのちょっと抜ぬけてそうな就活生が突とつ然ぜん笑い出した。ビビりすぎて頭がおかしくなったか？

「あ、いえ、『面接官の冗談は、たとえ面おも白しろくなかったとしても笑え』と、自分、就活本で読んだものですから」

　ふーん。ところでその就活本には、「自分のことを『自分』と呼ぶな、『私』と呼べ」とは書いてなかったのか？

「ほう。今の課長代理の言葉が、冗談だと思ったのか」

「え……」

　しかもこいつ、「たとえ面白くなかったとしても」とか言いましたよ。

「その甘い根性を叩たたきなおしてくれる！」

　ちょっと抜けてそうな就活生の顔面にも、斉藤係長のグーパンチが飛んだ。鼻血が噴ふん水すいのようにぴゅーっと飛び出し、前歯が砕くだけ散る音が響ひびく。ちょっと抜けてそうな就活生は、歯は抜ぬけ就活生となってもんどりうって倒れた。

「ひいいい」「頭おかしいこの企き業ぎよう」

　想像以上のブラックぶりに、志望者たちはみんな一いつ斉せいに逃にげ出してしまった。泣いている子もいる。後に残ったのは、グーパンチを受けて気絶している二人と、

「残ったのはお前だけだぞ」

　そう、オレだけだ。

　オレは、逃げるわけにはいかない。何としてもこの会社の就職を勝ち取らなければならない。姉ちゃんのために、何としても！

　オレは、負けられないんだ！

「係長さん。さっきのパンチ……手加減してましたよね？」

「ほう？」

「やっぱり東大生を本気で殴なぐって訴うつたえられたりしたら怖こわいからですか」

　オレは体育会系全開の斉藤係長を挑ちよう発はつした。ちょっとビビってなかったと言ったら噓うそになる。こんなクソ会社に受かっても……と躊ちゆう躇ちよしたのも確かだ。でも、このオッサンに全力で立ち向かわなければ、内定は得られない。内定が得られなければ、働いて姉ちゃんを助けることはできないんだ。

「小こ僧ぞう……俺を怒おこらせたいようだな……。全力でいくぞ！」

「どうぞ！」

　そして飛んでくる斉藤係長の拳こぶし！

　だがオレも、何も考えずに挑発したわけじゃない。剛ごう腕わん係長のグーパンチに向けて、オレは自ら進んで身を乗り出した。係長の拳と、オレの前頭部が激げき突とつする！

「！」

「まさか、斉藤係長のグーパンチを石頭で!?」

　そう。マッスル系係長の必殺の一撃を、オレは足の速さの次に自信がある石頭でブロック！　係長の拳に逆にダメージを与あたえる。

　そして、たとえグーパンチが頭部に炸さく裂れつしたところで、脳へのダメージは少ない！　なぜならオレの脳みそは筋肉でできているから！　勝ったぜ！

　右手を押さえてうずくまる斉藤係長。く、このガキ……などと呟つぶやいているが、次の一撃は飛んでこない。けっこうこたえたようだ。

「なかなか面白い奴やつじゃないか。根性もある」

　ハゲメガネの面接官が言った。

「課長、この若者、採ってみてはどうですか」

「田中係長がそう言うのなら、私としても反対はしない。先ほどの筆記試験の結果も、なかなか良かったようだ。いいだろう。おめでとう、君は合格だよ」

　そう言って工藤課長は、その日初めての笑みを浮かべてオレを祝福してくれたんだ。

　やった！　オレはそのとき、心からそう思ったね。たとえブラック企業でも、採用されるのはうれしいものさ。誰だれかが自分を認めてくれるというのは、やっぱりいいものだぜ。

　オレは内定を取ることができたんだ。ブラック企業の圧迫面接という、超ちよう高難易度のミッションを突とつ破ぱすることができたんだ。そういう思いで、オレは一気に浮うわついた気持ちになったものだ。後々考えたら、ブラック企業って事業が拡大している割に人がどんどん辞やめていくから、実は入る方はそんなに難しくもないんだけれど……。

「ありがとうございます！」

「ところで今度は、君の方から何か質問はないかね？」

　本当は「定時でちゃんと帰れるのか」とか「有休はフルに使わせてもらえるのか」とか訊ききたかったんだけど、ブラック企業相手にその質問はご法はつ度とだ。

　でも、ありません、と答えるのも面白くない。何を尋たずねようかオレが迷っていると、ハゲメガネの面接官がニヤリと笑った。




「『御社は東証一部上場企業とのことですが、全部上場するのはいつごろでしょうか？』とか訊いてもいいんだぞ」

「そこまでバカじゃねえよ！」




　　　　＊




「いやあ。何度思い出しても、あのツッコミは見事だったよねえ。あの時の田中係長、本当に目を丸くしていたよ……ぷぷっ」

　当時受付をしていたクールさんは、志望者連中がみんな逃げ出して開きっぱなしになった扉とびらの裏で、その一部始終を目もく撃げきしていたのだった。

「あれ以来、僕は立花くんのことが大好きになってしまったんだ」

　で、入社直後、クールさんは熱心にオレを反社畜の道に誘さそってくれたってわけ。こんな美人に勧かん誘ゆうされたら、イヤとは言えないよね。

「つまりあんたは、美人のお姉さんに誘われて、反社畜の道に目覚めたってわけ？」

　ユイカの声には棘とげがあった。苦虫を嚙かみ潰したような顔をして、胸むな元もとのシロクマのペンダントを握にぎり締しめる。

　え、そこ突っ込むの？

「やっぱりあんたは信用できないわ。あたしは、何度生まれ変わっても、必ず反社畜として覚かく醒せいできるという自信があるわ。でも、あんたはそうじゃない。反社畜になったのは、たまたまよ。全然覚かく悟ごが足りないわ」

　冷たく言い放って、ユイカは駅へと歩く足を速めた。

　オレは肩をすくめた。

　うーん。こいつと打ち解けるには、まだ時間が必要なようだ。
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　月が出ている。満月だ。煌こう々こうと輝かがやいて、虚うつろな目でひたすらパソコンに向かうオレたちを照らしている。日にち没ぼつが遅おそいはずのこの季節に月の光を浴びながら仕事をしている、この絶望感。

　その日はオレもクールさんも、定時退社どころか徹てつ夜やを覚悟で業務に当たっていた。アルバイトとして入って間もないユイカや須す田だくんでさえもまだ残っていた。フロアの全員が、自分の役割を黙もく々もくとこなしていた。

「死のデス深夜残業マーチ」というやつだ。

　この夏、これまでほとんど出店のなかった北陸および中国・四国地方に『味あじ自じ慢まん！漆しつ黒こく中ちゆう華か』が新規出店の大だい攻こう勢せいをかけることになり、立地の策定や広報戦略、人員配置をどうするかが課題となった。総務課全体が連日の会議に追われ、そのための資料づくり、議事録のとりまとめでてんやわんやとなった。

　さらには、夏のボーナス支給とか、閉店した『漆黒中華』秋葉原店の処理とか、やることは山ほどある。

　トドメに正社員二人の突とつ然ぜんの退職が総務課の問題処理能力を完全にパンクさせた。そのうち一人は、「もうやってられるか、こんなクソ企業！」と自分が抱かかえていた仕事を全部放ほうり出して辞表を課長に叩きつけ、引き継つぎも何もなく、失しつ踪そう同然に退職した。翌日にはネットの匿とく名めい掲けい示じ板ばんに「クソブラック企業やめたったけど何か質問ある？」というスレッドが立っていた。

　オレとしても早く退社して姉ちゃんの見み舞まいに駆かけつけたかったのだが、今日死ぬ気で仕事を片付けないと、『ワクワクフーズ』本社社員に期日どおりにボーナスが支給されないという異常事態になってしまう。オレ自身も、少ないながらも人生初のボーナスを受け取り損そこねてしまう。断腸の思いでキーボードを叩たたいていた。

「おい、九戸くのへ」

　と斉さい藤とう係長の怒ど鳴なり声。

「この会議資料は何だ。ここ、これ去年のデータのまんまじゃねえか」

「あ、すみません」

「すみませんじゃねーだろタコ！　何年この仕事やってんだバカ。ぶっ殺すぞゴルァ」

　ずーん。粛しゆく々しゆくと各自が自分の仕事をこなしていた課の雰ふん囲い気きが一気に悪くなった。いつぞやの正せい木き松まつ店長を思わせる口ぶりだ。

　ああ、また九戸さんがいじめられている、と宇う喜き多た主任がコーヒー（ミルク入り、微び糖とう）を飲みながらつぶやいた。九戸主任は宇喜多主任と同期だが、気が弱くていつも胃の薬を飲んでいる。斉藤係長にいじめられるのはいつものパターンだ。

　まあ九戸主任は自ら社畜の道を選んだのだから、自じ業ごう自じ得とくともいえる。社畜どうしでどんなやり取りになろうと知ったこっちゃない。そう思ってオレは自分の仕事に専念していたのだが……。

「タコとは何だよタコとは！　元はといえばあんたの仕事が遅いのが悪いんだろうが。死ねよクソ！」

　フロアの全員がびっくりして声の主に視線を寄せた。

「誰……？」「今のって……えっ」「まさか……」

　そう、そのまさか。普ふ段だんはハイ、ハイと大人しく上司に従っている気の弱い九戸主任が、急な深夜残業を命じられても「我々の業界ではご褒ほう美びです！」と尻しつ尾ぽを振ふっていた九戸主任が、ついに横暴な上司にキレたのだ。

　もはや、上司に言われるがままに社畜戦隊イエスマンレッドまでやっていた『伝説のおべっか使いマスター』の面おも影かげはない。

「て、てめえ……何、俺に口答えしてんだ」

「黙だまれこのクソ社畜が。社畜の分際で人間の言葉をしゃべるな。死ね、死ぬほど働いて働きすぎで死ね」

　目が血走っている。ヤバイ。社畜が目を覚ましたというと聞こえはいいが、違ちがう方面に突つきぬけてしまったようにも見える。さらに……。

「もうイヤッ。何この会社」

　いつも明るい三十代女性の筒つつ井いさん（派は遣けん社員・独身）がぐずぐずと泣き始めた。

「何でみんなで楽しくお仕事できないのっ。もうイヤッ。イヤッ」

「泣く奴やつがあるかこのボケッ！　まったくこれだから女は……」

「ちょっと待ってください。聞き捨てなりませんね今の言葉は」

　クールさんまで呼び名に似合わず熱くなっている。沸ふつ騰とう寸前のクールさんの発言はしかし無視され、

「バカと言う方がバカなんだよ」

「最初にバカと言ったのはそっちじゃないか。謝れよ」

　斉藤係長と九戸主任の激しい言い争いは続く。続けば続くほどにその内容は低レベルになり泥どろ沼ぬまだ。

「いい加減にしろ！」

　ついに課長の一いつ喝かつまでが飛び出した。コーヒー（ブラック）の入ったカップをドン！　と机に叩きつけて、

「斉藤、九戸、お互たがいに謝れ。お前らはどっちもどっちだ」

「ちょっと何それ!?　おかしくないですか」

　あー、ここからはユイカのターンだな。

「今のはどう考えても斉藤係長が悪いでしょう!?　どっちもどっちって何なんですか」

「アルバイトのくせに口を出すな！」

「そのアルバイトに、こんな時間まで居残らせているバカはどこのどいつでしたっけ。だいたい課長は一見公平そうにふるまってるけど、結局自分が一番偉えらいんですね！　あなただって言いたいことを好き勝手に言い散らかしてるだけじゃないですか！」

「お前……課長に何て口をきくんだ」

「上司に尻尾を振るだけの駄だ犬けんは黙ってなさい！」

　田た中なか係長が泡あわを吹ふくが、すかさずユイカが一いつ蹴しゆうした。

「もうイヤ……もうイヤ……ぐすん」

　筒井さんはひたすら泣いている。

　その間オレは何をしていたかというと、みんなの言い争いには一いつ切さい加わらず、賢けん者じやの心意気で黙々と仕事をこなしていた。これは別に薄はく情じようでしていたわけではない。クールさんやユイカに助け船を出したいのは山々だが、ここまで雰囲気が険悪になってくると、誰だれが口をはさんだところで収しゆう拾しゆうがつかなくなるだけだ。「黙れ」「黙れと言う方が黙れ」「黙れと言う方が黙れと言う方が黙れ」と無限ループだ。マジで仕事がヤバくて喧けん嘩かどころではない、という事情もあった。

　須田くんも同じ考えらしく、特にユイカの方をちらちらと気にしつつも、余計なことは一切口に出さずに淡たん々たんとコピー取りに専念している。

　そこへ、先ほどから姿が見えなかった早はや川かわ課長代理がひょっこりと現れた。オシャレなブランド物を着こなし、手には何やら紙かみ袋ぶくろを提さげている。

「あっれー？　皆みなさんオシゴト？　大変ねー」

　専務の愛人という地位を利用してろくに仕事をしない課長代理への、皆の視線は冷たい。特に今日みたいな日はなおさらだ。

　だが課長代理は朗ほがらかな笑えみを浮うかべて、持っていた紙袋を高々と掲かかげた。

「これ！　何だと思う？　ジャーン、駅前の『朱す雀ざく堂どう』の超ちよう豪ごう華かセレブプディング！　総務課の人数分あります！」

　おおー、と歓かん声せい。場の雰囲気がすっと和なごんだ。へえ、課長代理、たまには気が利きくじゃん。

　と思いきや……。

「でも、あーげない。アタシがこれぜーんぶ一人で食べるからー。残念でしたー」

　席についてプリンを食べ始める。皆が呆ぼう然ぜんとしている中、実に七個もの超豪華セレブプディングを平らげ、

「残りは冷蔵庫に入れて一日五個ずつ食べよっと。あ、勝手にアタシのプディング食べた奴は専務に言ってクビにしてもらうからねー☆　あー、いくら甘いもの食べても太らない体質って得だわ。皆さんはオシゴトがんばってねー☆　じゃねー☆」

　そのまま帰ってしまった。死ねばいいのに。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、筒井さんがすごく毒のある口調で、

「……何なんですかね、あの女」

　吐はき捨てた。いつも明るい筒井さんのイメージが音を立てて崩くずれていく。

「あんなのがいるからうちの社はダメなんだ」

「専務もあのクソ女のどこがいいんでしょうね」

「ふん、あの女はクソだが専務はもっとクソだ。これだから同族経営はいかん」

「何がプディングだよ、ただのプリンじゃねえか。気取りやがって」

　普段みんなが思っていても口に出せない言葉が一気に噴ふき出す。妙みような停戦ムードが生まれた。

「ああ……その」斉藤係長が気まずそうに口を開く。
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「九戸、筒井、さっきは言い過ぎた。悪かったな」

「いえ……こちらこそ」

　申し訳なさそうな顔でつぶやく筒井さん。

　工く藤どう課長も、

「そうだな。私の言い方もよくなかった。桜さくら野のくん、よく私にはっきりとものを言ってくれたな。これからも意見があれば遠えん慮りよせずにどんどん発言してくれよ」

「いえ……あたしの方こそ、生意気言ってごめんなさい」

　田中係長やクールさん、他ほかに会話に加わった人々もお互いに謝った。工藤課長はしみじみとした口調で、

「みんなが少しずつ悪かったということだ。これを教訓にして、みんなの結束をよりいっそう深めようじゃないか。ほら、立たち花ばなも謝りなさい」

　……って、何でだよ！　オレはそもそもこの一連の会話には加わってすらいねえよ！　やっぱこのオッサンの調停の仕方はどこかおかしいな。

　そう思ったが、ここで収束に向かっている場の雰囲気をこじらせたくなかったので、

「オレも知らん顔しててすいません」

　いちおう謝ったら、

「私は謝りませんからね！　絶ッ対に！　悪いのは全部斉藤係長ですから！」

　未いまだ顔を真っ赤にした九戸主任が吐き捨てた。斉藤係長の顔色が再び険しくなる。これはこじれるな、と誰もが思った。
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　そろそろ終電を意識し出す時刻だ。

　徹てつ夜や覚かく悟ご組にとっては、ちょっと中だるみの時期でもある。

　オレがしばし手を休めて深呼吸をしたり、凝こり固まった肩かたをポキポキと鳴らしたりしていると、

「おお、立花、一休みか」

　こちらもコーヒータイムに突とつ入にゆうしたらしい田中係長が声をかけてきた。さすがに「休きゆう憩けいするな、働け」とは言わない。田中係長は、ともに残業をする同志（に、なったつもりはないけど）には優やさしいのだ。

「ここは一つ、私が面おも白しろい小話でもしてやろう」

　オレはげんなりした。こういう時に中年の上司が話す面白い小話が面白いはずがない。

「小話のタイトルは『仕事怖こわい』だ」

　そして話し始めたその内容は、明らかにかの古典落語『まんじゅう怖い』のパクリであり、何か怖いものはないのかと尋たずねられた怖いもの知らずの男が「実は仕事が怖い」と答えたので、試ためしに大量の仕事を与あたえたところ、「仕事怖い、ああ仕事怖い」と言いながら大喜びで仕事をバクバクとこなすので、こいつは一いつ杯ぱい食わされたかと悟さとった上司が「お前が本当に怖いものは何だ」と尋ねたところ、

「実は残業が一番怖い」

　と答えたというそのオチは、一体何が面白いのか皆かい目もく見当もつかなかったが、課長および斉藤係長、その他社畜連中は腹がよじれるほど爆ばく笑しようしてオレの疲ひ労ろう度をさらに高めた。

　その向こうでは、平ひら社畜三人が肩を組んで、


「残業　残業　残業　残業　ざんぎょ三兄弟　残業！」



　などと意味不明な社畜ソングを熱唱している。残業のしすぎでテンションがメーターを振ふり切っているようだ。何だか残業がゲシュタルト崩ほう壊かいしてきたぜ。

「どうだ、疲つかれたか」

　眉まゆをひそめていると、工藤課長がやってきて、ポンとオレの肩を叩たたいた。

「いえ、平気です。仕事がちょっと遅おくれてるんで、のんびりもしていられないっス」

「遅れ気味なのか。お前にしては珍めずらしいな」

「オレの要領が悪いからっスね。すいません。全然、クールさんみたいに上手うまく仕事ができなくて」

　頭をかくオレに、課長は意外なことを言い出した。

「私はお前のことを、要領が悪いとか仕事ができないと思ったことは一度もないぞ」

「え……？」

　ドキッとした。課長の声はいつになく真しん剣けんだった。冗じよう談だんを言っているようには聞こえなかった。

　いや驚おどろいたよ。『社畜の中の社畜』と呼ばれる工藤課長が、オレのことをそんな風に思っていたなんて。課長はオレのことを、全然評価してくれてないと思っていたのに。

「お前を採用したのは、この私だ。それを忘れるな」

　そう言って、課長は自分のデスクの方へ戻もどっていった。

　ああ、そういうことか。オレは納なつ得とくした。

　自分の責任で採用した社員が、反社畜で、しかも仕事のできないバカということになると、総務課長の面めん目ぼく丸つぶれだもんな。せめて仕事はマトモにできるということにしておかないと、課長のプライドは保てまい。そりゃ、どうあってもオレを無能者扱あつかいはしたくないはずだ。

　それとも……案外、オレのことをちゃんと見てくれてるのかな、課長。

「ところで……」

　と、オレはユイカと須田くんを横目に見ながら田中係長に進言した。

「オレらはともかく、アルバイトの二人にはさすがに帰ってもらった方がよくないですか」

「貴様はアルバイトだからといって二人を仲間外れにするのか」

　お前は何を言ってるんだ。死ねばいいのに。

「ぼくなら、今日は大だい丈じよう夫ぶですよ」

　と、須田くん。ホント、人がよすぎるぜ。

「桜野くんの方も、今日は定期試験の中休みだと聞いているが」

「いや別に休みだから徹てつ夜やＯＫだなんて一言も言ってないですけど！」

　むっつりした顔でユイカが言う。

「というか、明日あしたは試験なんだからもう帰りたいんですけどね！」

　そりゃそうだよな。むしろよく今日この時間帯まで残ってくれたよな。本当ならテスト勉強しなきゃいけないのに。

「いちおう確かく認にんしておきますけど、係長、労働基準法第61条に何て書いてあるか、知ってますか」

　オレが尋ねると、田中係長は怪け訝げんな顔つきでオレを見返した。

「『使用者は、満十八才に満たない者を午後十時から午前五時までの間において使用してはならない』──つまり、オレやユイカを深夜まで働かせるのは、思いっきり法律違い反はんなんですけど」

「ふーん。で、それがどうした」

　ですよねー。

『法コンプ令ライアン破ス・ブりレイカー』の異名を持つ田中係長相手に法律を持ち出しても無む駄だだということは分かってるんだけど、とりあえず「法に違反していると分かっててやってる」という言げん質ちはとったってことで。

　あ、どうせなら録音しとけばよかったな。

　田中係長が、席を立った。トイレにでも向かったんだろう。オレはユイカに目くばせをした。帰るなら今のうちだ。うなずいて帰り支じ度たくを始めたユイカに、オレがそっと、遅おそくまでありがとうな、と声をかけると、

「あ、あたしは割増賃金に目がくらんだだけだから……」

　はにかみながらつぶやいた。ユイカの生活費はいつもピンチという話だから、噓うそではないだろうけど、それだけというわけでもないだろう。




　　　　＊




　結局オレたちはユイカが帰った後も徹夜で仕事を続けた。思ったより夜が明けるのが早い。気が付くと朝日が昇のぼっていたのでわりとビックリした。

　クールさんが缶かんコーヒー（＝カフェオレ）をおごってくれたので、二人で朝焼けを眺ながめながら飲んだ。うーん、美女と夜明けのコーヒーを飲むのなら、もっと別の形がよかったんだけどな……。

　何事もなかったかのように朝礼が行われ、一見いつも通りの一日が始まる。昨日までと違ちがっているのは、九戸主任の姿が見えないことで、代わりに斉藤係長の机き上じようには彼の辞表が叩きつけられていた。

　午前、昼食後、夕方と大きめの会議が三連続で行われた。

　昼食後の会議は、ずるずると30分以上遅れて始まった。会議資料に大おお幅はばなコピーミスが見つかったためだ。青くなったのは、「忙いそがしくてメシ食ってる暇ひまなかったわー。俺メシ食ってる暇なかったわー」などと触ふれ回って昼食抜ぬきで会議に挑いどんだ斉藤係長だ。会議の開始時刻が遅れると当然のことながら終しゆう了りよう時刻も遅くなり、斉藤係長がその後の「遅い昼食」にありつける時刻もさらに遅くなってしまう。無理に頑がん張ばらずに普ふ通つうに食えばよかった、という後こう悔かいと空腹のためか、斉藤係長は会議中終始無言だった。

　夕方の会議では、議論が脱だつ線せんに脱線を重ね、気が付くと「新しく作る『漆黒中華』の麵めん工場の自転車置き場のペンキの色は何色がいいか」というめちゃくちゃどうでもいい議題に時間が浪ろう費ひされ、あげくに田中係長が議長役にもかかわらず居い眠ねむりをこいてしまうという失態を演じ、それに斉藤係長が激げき怒どして「今すぐここから飛び降りろ！」などと叫さけび、さらに無駄なエネルギーが費ついやされた。馬ば鹿かだこいつら。

　夜になっても仕事はまだまだ続く。今日も午前10時に出勤してきたユイカは定期テストがあるため定時で退社、それ以外のメンバーはまた昨日のような修しゆ羅ら場ばが続くのか、と暗あん澹たんたる気持ちで机に向かう。

　時計の針は９時30分を指している。今こ宵よいは月が雲に隠かくれている。月もたまには休みたいのだろう。ぼうっと窓の外を眺めながらエクセルのデータを印刷していると、突とつ然ぜん夜空がキラリと光った。

　一いつ閃せんの光こう芒ぼうが、尾おを引いて落ちていくのが見えた。流れ星だ。月が身をひそめたので、流れ星が明るく輝かがやくことができたんだ。社畜の闇やみを薙なぎ払はらうかのような、鮮あざやかな閃光だった。これは、希望の星だ。星降る夜空に、オレは迷わず、





「社畜が死んでくれますように、社畜が死んでくれますように、社畜が死んでくれますように」






　と、三回祈いのった。星が願いを叶かなえてくれるかは分からない。だが、祈ることが大事なのだ。社畜のいない世の中こそが、オレの願いなのだから。

「ところで係長大丈夫っスか？」

　田中係長に声をかけたのは、オレ自身の仕事にはある程度メドがついたからだ。全社員のボーナス額の計算、天引きする健康保険・厚こう生せい年金や労働保険の額も確認済み、後はデータをまとめて経理課に渡わたすだけだ。他ほかにも仕事はまだまだ山積みではあるのだが、二徹てつは免まぬかれそうだ。むしろヤバいのは田中係長の方だ。明日の会議の資料が全然できていない。

　最近になってちょっと分かってきたことがある。オレは、社畜と呼ばれる連中は、人間性はともかく、仕事はできる人ばかりだと思い込んでいた。仕事ができるから、仕事ができない同どう僚りようを見ると「なぜ俺ができることをこいつはできないんだ、このクズ」と思ってしまう。仕事に強い達成感や充じゆう実じつ感かんを感じているから、夜よる遅おそくまで残業していても苦痛を覚えない。それが社畜なんだと思っていた。確かにそういうタイプの社畜もいるだろう。

　だが、社畜みんながそんなタイプではないらしい。自分のスキルや業績に誇ほこることがないから、「俺はこんなに残業したぞ！」と意味のないことで威い張ばる。他人への劣れつ等とう感かんが強いから、無駄に他人のあら捜さがしをしたり攻こう撃げき的になる。しんどい仕事を延々とこなすのがつらいから、他人にもそれを強要する。幸福になる手段が分からないから、不幸を他人に押し付ける……。社畜というのは、そんなタイプの方が実は多いのだ。

　何が言いたいかというと、「田中係長って、実はたいして仕事できなくね？」ということだ。凄すご腕うでの社畜ができる社員とは限らない。それとも社員としての技量を磨みがかずに社畜としての腕うでばかり磨いてきた、というべきか。

「何だ立花。クソ忙しいのに話しかけるな」

　もうねこの辺のゆとりのなさがモロにそう。できる人なら、もっと違う対応があると思うんだ。部下の使い方が全然なってない。

「あの、オレ、ちょっと余よ裕ゆうが出てきたんで、手伝いましょうか？」

「貴様は私の仕事を奪うばう気か!?　この泥どろ棒ぼう猫ねこめ！」

　あーはいはい。どうせそういうリアクションが返ってくると思ってたよ。死ねばいいのにな。

　オレが無言で肩かたをすくめると、

「おい田中、何だその言いぐさは」

　なぜか斉藤係長が怒おこりだした。

「田中、お前、立花に謝れ！　謝れっつってんだよオラ！」

　かばってもらった形のオレまでビビってしまう鬼おにの形相だ。いや、あの、オレ別にそこまで怒ってないっスよ？

「立花が今どんなイヤな思いをしたか分かってるのか!?　そういうのはいけないと思います！」

　何で帰りの会の女子みたいな口調になってるんだか。ひょっとして斉藤係長、田中係長が夕方の会議で居眠りこいてたのをまだ根に持っていたのかな。オレの件は単にダシに使われただけだったりして。

　取っ組み合いになりそうな両係長を、クールさん、須田くんと三人がかりで何とかなだめる。舌打ちしながらも二人は再び机に向かう。

　しかし二人ともあきらかにつらそうだ。特に斉藤係長は何だか顔色が悪い。大丈夫かな、と凝ぎよう視ししていると、

「ゴホンゴホン！　ゴホッゴホゴホゴホン！」

　強きよう烈れつな咳せきをし始めた。

「斉藤係長、風邪かぜひいたんじゃないスか」

「うむ、そのようだなヘップシ！」

「帰って休んだ方がいいんじゃ……」

「うん？　風邪をひいたからといって、なぜ休む必要があるんだ？」

「え、だって他の人にうつされても困りますし」

「いやだから他の人にうつったら何が困るんだ？」

「うつされた人が仕事を休んだら、業務にも影えい響きようが出ますよ」

「いやいやだから、風邪をひいたからといって、なぜ休む必要があるんだ？　話の分からん奴やつだな」

　何て不毛な会話なんだ。オレ、社畜と分かり合える日は永遠に来ないと思う。

　オレが頭を抱かかえていると、開けっ放しの入口から誰だれかが入ってくる。

「あっれー？　皆みなさんオシゴト？　大変ですねー」

　んん？　何だか昨日聞いたようなセリフだ。ただし現れたのは早川課長代理ではなくユイカだった。定時制高校夜間部に通う彼女は、夕方で退社して定期テストを受けていたはずだが、終わってまた戻もどってきたのだろうか。両手には見たことのある紙かみ袋ぶくろを持っている。

「これ！　何だと思います？　ジャーン、皆さんが昨日食べ損そこなった駅前の『朱雀堂』の超ちよう豪ごう華かセレブプディング！　総務課の人数分あります！」

　微び妙みような沈ちん黙もく。ぬか喜びに終わった昨日の嫌いやな記き憶おくがよみがえる。だがユイカは鬼ではなかった。ニッコリとほほ笑えんで、

「もちろん、皆さん用です！」

「マジで!?」「ユイカちゃんマジ天使」

　大だい歓かん声せいが上がり、一いつ斉せいにユイカの周りに群がっていく。お前らどこにそんな体力残っていたんだと言いたくなるような勢いだ。

「えっと……お金、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　みんなにプリンを配っているユイカにオレがこっそり耳打ちすると、

「実は、お金の出所はあたしじゃなくてクールさんなの。あたしはクールさんに頼たのまれただけ」

　ほんと!?　クールさんの方に目を向けると、さわやかな顔に微び笑しようを漂ただよわせてうなずいた。

「残業で疲つかれた身体からだへのプリンの癒いやし効果は絶大だよ」

　クールさんはマジで気が利きくな！　ありがとうクールさん！　もちろんユイカも！

　オレたちはプリンを食べてしばし休きゆう憩けい。和なごやかなムードに包まれる。

「そういやユイカは定期テスト受けてきたんだよな。どうだった？」

「うん、国語でキラキラネームの読みを問う問題があって、それだけはチンプンカンプンだったけど、他はバッチリ」

「どんな問題だよ……」

　しかしこの暖かい空気の中で、一人浮ういている人がいる。斉藤係長だ。プリンをじっと見つめたまま気持ち悪そうにしている。風邪気味だとは思っていたけど、プリンも食えそうにないほどヤバいのか。もう帰れよ。

「あれ？　係長、具合悪そうですね」

　ユイカもすぐに気付いて声をかける。

「無理しない方がいいですよ。今日は帰ってゆっくり休んだ方が」


「帰ったら負けかなと思っている」



　斉藤係長は真っ青な顔でユイカをにらみつける。

「いやいや負けとかじゃなくて」


「神は言っている……ここで帰る運命ではないと」



　ああ、もう斉藤係長には、オレたちには見えない何かが見えているんだな。そんな体調で大丈夫か。

　と思っていたら、「ブワックション！」田中係長も盛大なくしゃみを放った。やはり顔色が悪い。ヤバいだろこれ……。

「お互たがい、ここまでかな」

「ああ、靖やす国くにで会おう」

　悲ひ壮そうな決意を固め合う両係長。何を言っているんだこいつらは。さっきは喧けん嘩かしてたけど、やっぱり社畜どうし仲がいいんだな。

　オレはプリンを食べながら今やってる仕事の最終チェックをしていた。それが無事完かん了りようし、残りは明日あした片付ければいいという見通しも立ったので、

「あの、じゃあオレは帰りますね」

　プリンの容器を片付けながら言うと、

「僕も帰ります」

「あたしはプリン届けに来ただけなんで、これで失礼しますね」

　クールさんとユイカも席を立つそぶりを見せた。すると、

「「何を言っているんだお前らは」」

　両係長が口をそろえて言う。やっぱり仲が良いな。

「すでに神々の黄昏たそがれ作戦は発動されている。この最終戦争からは、もはや何なん人ぴとたりとも逃のがれられん──」

「えっと、翻ほん訳やくすると、今日も徹てつ夜やだゴルァということですか」

　オレが露ろ骨こつに不快感を示すと、田中係長は鼻をかみながら渋しぶい顔をする。

「どうして徹夜だからといってそう嫌いやそうな顔をするのだ。私が若いころはみんな喜んで徹夜したものだぞ」

　そんな旧石器時代の話をされてもなあ。

「ちなみに田中係長は今までに何回くらい徹夜で仕事したことがあるんですか」


「お前は今まで食ったパンの枚数を覚えているのか」



　訊きくだけ無む駄だでしたね、すいません。

「少しは手伝おうという気にならんのか」

　手伝おうとしたら他人ひとのことを泥棒猫呼ばわりしたの誰でしたっけ。そう思ったが、オレも疲れているのでいちいち反論する気にもなれない。代わりにユイカがキレた。

「ちょっと、いい加減にしなさいよ係長！　他にアキトやクールさんに言うことはないの!?　二人とも、昨日からずっと寝ねないで仕事してたんでしょ。管理職として申し訳ないという気持ちはないの!?」

「私たち管理職の責任だというのか」

「はあ？　従業員がこんな無む茶ちやを強しいられるのは、上司が無能だからに決まってるでしょ！」

　ユイカって本当に怖こわいもの知らずだよな。自分の父親くらいの年代のオッサンによくここまでものが言えるよ。……と思いながら彼女の雄ゆう姿しを眺ながめていたオレは、あることに気付いたんだ。係長に指を突つきつけるユイカの身体が、わずかに、小刻みに震ふるえていることに。

　そうだ。オレは誤解していた。怖いものがない人間なんていない。誰だって、横暴な上司は怖い。その怖い上司にものを言うのは、さらに怖い。普ふ段だん強がっている彼女も、本当は、なけなしの勇気を振ふり絞しぼっていたんだな。

　そう思って密ひそかにユイカにエールを送るオレだったが……。

「もう知りません。若者は帰りますので、後はバカ者だけでどうぞ二徹てつでも三徹でもやってて下さい。スットコドッコイの社畜の皆さんさようなら！」

　違ちがった。震えてるんじゃなくて、胸を張った拍ひよう子しにおっぱいが揺ゆれただけだった。なーんだ。

「我々を社畜と呼んだかね？　いかにも！　我々は社畜という名の紳しん士しよ！」

　田中係長も負けじと胸を張る。なぜそこで張り合う。

　まあいいや。田中係長たちにはもうつきあっていられない。ユイカの言うとおり、後はバカ者に任せて帰って寝るぞ。オレたちがタイムカードに記録して総務課室を後にしようとしたところ──。

「逃にがしませんよ！」

　威い勢せいのいい声が飛んできて、何者かの影かげがオレたちの行く手をさえぎる！




　　　　＊




　誰だ!?　田中・斉藤の両係長は体力的にも体調的にも限界が来ていてオレたちを止める気力は残っていない。工藤課長は、他人を使うことはあっても自身が動くことはないし、今は外の会議に出ている。『伝説のおべっか使いマスター』の九戸主任は社畜をやめて退職した。その他のモブ社畜たちの中にも、もはやオレたちの帰宅を止める余よ裕ゆうのある者などいやしないはずなのに──。

「そんな……須田くん……どうして」

　ユイカが嗚お咽えつにも似た悲しげな声を上げる。そう、オレたちの前に立ちはだかったのは、アルバイトの須田くんだったのだ。ずいぶん大人しいので正直存在を忘れかけていた感も無きにしもあらずだけど、今になって再びオレたちの前に現れ、その巨きよ体たいの存在感をアピールしているのだ。

　オレたちの敵として。

「ダメですよ、立花先せん輩ぱい。上司が死ねと言ったら死ぬ、殺せと言ったら殺すのが部下というもの。まして両係長が自らの命を賭として残業を遂すい行こうするとおっしゃっているのだから、部下として喜んで殉じゆんずるべきじゃないですか。働かざる者生きるべからず、ですよ」

　こいつは何を……言っているんだ？

　オレは……須田くんは、敵じゃないと思っていた。あの正木松店長に『豚ぶたデブ』なんてひどいあだ名をつけられこき使われていた、社畜の被ひ害がい者しやだと思っていた。反社畜の仲間として立ち上がる勇気まではないにしても、心の中ではオレたちを応おう援えんしてくれているはずと信じていた。だから須田くんの時給を少しでも上げてもらえるよう、オレたちは……。

「ぼくの時給の件で、こそこそと動き回っていたそうですね」

　オレの心の中を見み透すかしたように、須田くんが言った。

「余計なお世話なんですよ。ぼくは今の待たい遇ぐうに不満なんかないんです。十分なんです」

「そんなはずはない！」

　オレは叫さけんでいた。彼の給料は、東京都の最低賃金ギリギリ。フルタイムで働いても、まともに生活できないような額だ。須田くんは小こ遣づかいほしさに学業の傍かたわらでアルバイトをする高校生じゃない。一度高校を中退してしまった彼にとっては、これで生活できるようにならなければいけないという生命線のはずだ。オレ自身がそうだからよく分かる。

「だから、それが余計なお世話だって言ってるんですよ。勝手に他人ひとの心の中を決めつけないでください。ぼくはたかがアルバイトですけど、この会社に骨をうずめると決めたんです。だから上司の言うことには従います」

「それが……どんな無茶なことだとしてもか？」

「しつこいですね。上司の命令は絶対です。部下はただ従うのみです」

　分かった。分かったよ。それがお前の選せん択たくなんだな。ある意味では、お前は賢かしこいよ。長いものに巻かれて、場の「空気」を読んで、上の奴やつらが言うことに右へならえして、みんながやることに従っておけば、間ま違ちがいはないものな。そうするだけで、無難で平へい凡ぼんで、だけど安定した平へい穏おんな日常が得られるんだものな。世の中のほとんどの奴らは、そうして生きているんだよな。

　だけどな、それはやっぱり、「逃げ」なんだよ！　現実から目をそらしているんだよ。お前はそれでよくても、お前よりももっと苦しい立場の人間もいるってことをお前は忘れている。いや、故意に忘れようとしている！

　世の中には、いろんな事情を抱かかえた人がいる。老いて介かい護ごが必要な両親や障害を持った子を抱えて働く人。職場になじめず心の病にかかった人。不ふ慮りよの事故で大きな怪け我がを負った人……。そんな奴らは、どうしたらいいんだ？　お前が社畜どもの同調圧力に加担することで、そんな人たちをさらに追い詰つめることになるって分からないのか？　自分だけが我が慢まんすればいいなんて思ってるんじゃねえよ！

「須田くん……いや、須田！　お前がそっち側につくのなら、オレはお前をぶちのめす」

「できますかね。ぼくは結構強いですよ」

「忘れたのか？　オレは、あの正木松店長を倒たおした男だぞ。正木松店長に何を言われてもペコペコしていたお前が、オレにかなうとでも思っているのか？」

「そう思うなら、どうぞかかってきてください」

　そうさせてもらう！　昨日の友は今日の社畜！　オレは軽快なステップでデスクチェアから机へと駆かけ上り、そのまま大ジャンプ。空中から須田くんに体当たりで襲おそいかかる！

「うなれ有休！　くたばれ社畜！　ほとばしれオレの労働三権！　うおおおおおお！　帰ゴー宅ホーム超・エ航アラ空イン！」

　新たなるオレの必ひつ殺さつ技わざ！　クールさんとユイカからはネーミングでダメ出しをくらった『帰ゴー宅ホーム超・エ特クス急プレス』の改良版だ。鮮あざやかに宙を舞まうことで敵の意表を衝つく、トリッキーな技わざ！　ネーミングもカッコよくなっている！　なっているよ！

　だが──。

「させませんよ」

　鈍にぶい金属音が鳴り響ひびいて、須田くんが背中に隠かくし持った何かをオレに向けて投げつける。オレはとっさに両りよう腕うでで顔をカバー。しかし予想された衝しよう撃げきはない。代わりに、重力が勢いを増してオレを束そく縛ばくした。

　オレはストンと落下した。

「え？　え？」

　何が起こっているのか分からない。オレは床ゆかに叩たたきつけられ、ついでにデスクチェアに足をぶつけた。

「ふっ……須田は迎げい撃げき能力に秀ひいでた地対空社畜なのだ」

　田中係長が鼻水を垂らしながら不敵に笑う。何だ地対空社畜って。

　だが、どうして？　重力を自在に操あやつる能力なんて、よほど熟練の社畜でなければ身に付けていないはず……疑問に思いながら強打した足首をさすろうとして、オレは自分の足に何かが絡からまっているのを知った。

　鎖くさりだ。鉄の鎖がオレの足にぐるぐるに絡み付いている。この鎖がオレを空中から引きずりおろしたんだ。

「どうです、ぼくの『奴隷ワンダの鎖フル・自慢チエイン』の味は」

　オレは鎖をほどこうと試みたがうまくいかない。知ち恵えの輪みたいな状態になっていて、ほどこうとすればするほど絡み付いてしまう。オレは田中係長の『漆黒ブラの業ツク・務命令コード』や正木松店長の『拉麵ラーメ螺旋ンスパ迷宮イラル』を想起した。おそらくこれらを参考に編み出された社畜スキルなんだろう。

　そしてオレの足を絡めとった鎖がどこにつながっているのかと視線を移すと、何と須田くん自身の足に足あし枷かせがはめられていて、そこに連結しているのだった。

「この鎖は田中係長からじきじきにいただいたんですよ。この光こう沢たく、重量感、ジャラジャラ感……素す晴ばらしい鎖だと思いませんか」

　脂し肪ぼう過多の頰ほおを緩ゆるませてうっとりする須田くんに、オレは何ともいえない寂さびしさを感じる。自らの自由を奪うばい、心を奪い、尊厳を奪う社畜の鎖に、彼は自分の意志で巻かれてしまったんだ。人間らしく生きることよりも、誰だれかに飼われて檻おりの中で過ごす一生を選んだんだ。

　どうしてだ……どうしてなんだ、畜ちく生しよう！　憤いきどおりがオレを突き動かした。あふれ出す激情に任せて、オレは叫ばずにはいられなかった。

「この……肉屋を支持する豚め！」

　何て哀あわれなんだろう。何て愚おろかなんだろう。人間は、あまりにも、弱い。こんなにも簡単に、人は社畜になってしまうんだ。昨日までごく普ふ通つうに笑っていたどこにでもいる若者が、こんなにもあっさりと……。

「今……何て言いました？」

　須田くんの顔から余裕が消えた。血相を変えてオレをにらむ。おや？

「ぼくのことを豚って言いましたよね？　豚って言いましたよね？　ひどい。普段、弱い者の味方みたいな顔をしていながら、結局はあなたもぼくのことをそんな風に思ってたんですね？」

「あ……いや、今のは……『肉屋を支持する豚』ってのは、社畜を揶や揄ゆする慣用句みたいなもので……決して須田くんの身体的特とく徴ちようを嘲あざけったものでは……いや、うん、正直すまんかった」

　オレは謝る。素す直なおに謝る。今のはどう考えてもオレが悪い。そんなつもりは一いつ切さいなかったけれどもオレが悪いね、うん。

　だが！　それとバトルの勝敗とは話が別だ！　オレは鎖をほどくのをあきらめ、別の手段を試ためす。軽かろやかに立ち上がると、今度はエレベーターへ向けて一気に走り出す。鎖が足に絡み付いたままだけどお構いなしだ。

　須田くんと鎖で結びついているのは、むしろ好都合。オレが力ずくで退社することで、須田くんも一いつ緒しよに退社せざるを得なくなる。一いち蓮れん托たく生しようだ。オレたち反社畜にとって残業が何よりも苦痛なのと同様、社畜にとっては残業を放ほう棄きしての退社こそがこの世で一番の屈くつ辱じよくのはず。須田くんは、自らを死地に追い込んだといえる。

　何歩か走ったところで、足が引っ張られた。鎖が伸のびきったのだ。オレは須田くんを引きずってでも帰ろうとする。須田くんは、足枷のついた右足に身体中のすべての力を注ぎ込んで踏ふん張り、オレをこれ以上進ませまいとする。

　オレと須田くんの綱つな引ひきならぬ鎖引きが始まった。

　体重の面では須田くんの方が圧あつ倒とう的に有利。だが彼は脂肪ばかりで筋肉を鍛きたえていない。対してオレは、平穏に高校に通っていたなら今いま頃ごろは陸上部のエースになれたはずの脳筋。特に足には絶対の自信がある。負ける要素などどこにもない……はずだった。

「くおおお……帰る！　オレは帰るぞ！　羽ばたく鳥がいずれは巣に戻もどるように、人はやがては家に帰るもの！　いつまでもこんなところにいちゃいけないんだ！」

　だが……相手の勢いに吞のまれ、スッテーンと転てん倒とうしたのはオレの方だった。

「ふふ……『足の引っ張り合い』なら負けませんよ」

　何てこった。社畜の負の能力がこんなところで発揮されるとは。鼻柱を床に叩きつけられ、苦痛にあえぎながら、オレは須田くんをにらみつける。

　それにしてもこんな短期間で、どうやって須田くんはこんな社畜スキルを磨みがいたのだろう。オレが抱いだいた疑問を見透かしたのか、田中係長が鼻ちょうちんを膨ふくらませながら高らかに笑う。

「人間を社畜にするには時間がかかるが、須田はもとから豚だからな。飼い慣らすのは簡単だったさ」

　あっ、今、豚って言った！　豚って言ったよ須田くん。

「お褒ほめにあずかり光栄です」

　えっ、何だよそれ。オレが豚って言ったら怒おこるくせに上司に言われるのはいいのかよ。

「言ったでしょう。上司が死ねと言ったら死ぬ。殺せと言ったら殺す。それが部下の役目だと。上司が豚と言ったらぼくは豚です」

　冷めた口調で言い放って、須田くんはズボンに忍しのばせていた二本の鎖を取り出し、オレたちの戦いを見守っていたクールさんとユイカに向けて投げつける。

「皆みなさんも逃にがしませんよ」

　めくるめくその攻こう撃げきを、クールさんは華か麗れいかつスタイリッシュなステップで回かい避ひ。さすが、見切りのスキルが半はん端ぱない。相手の手の動きから鎖の軌き道どうを正確に読んでいたようだ。

　だが、須田くんの裏切りをまだ信じられないユイカは、その連撃に立ち向かうことができない。「えっ」と気のない声を発した次の瞬しゆん間かんには、左ひだり腕うでを鎖に絡めとられ、ついでクールさんを襲った鎖が、そのままユイカの右腕をも拘こう束そくする。

「おっと、クールさんには通用しませんでしたか。さすがは『光速』の異名をとる定時帰宅者ですねえ」

　などと笑う須田くんは余よ裕ゆうの表情。どうやら一本がクールさんを襲ったのはフェイントだったようだ。初めからユイカの両腕を狙ねらっていたに違ちがいない。オレとユイカの動きさえ封ふうじれば、クールさんが仲間を見捨てて自分だけ帰るようなことはあるまいと踏んでいるのだろう。

「それっ」

　須田くんは両手を駆く使しして鎖を複雑に操り、かつて正木松店長がしたように、ユイカをぐるぐるに縛しばり上げて天てん井じようから吊つり下ろしてしまった！

「きゃあああああ！」

　おおー、とフロア全域から歓かん声せいが上がったのは、正木松店長と同様、ユイカの胸を強調するような縛り方をしたからだ。須田くんがギリギリと鎖を締しめ上げる度たびに胸のラインがあらわになっていく。みんなが口々に感想を述べた。

「いやあ眼福ですなあ」「頑がん張ばって残業した甲か斐いがあった」「残業するといいことがあるんだなあ」「これからも残業しようっと」

　まずい、このままでは社畜・反社畜の勢力図にまで影えい響きようが出てしまう！

「ちょっとアキト！　あんたまで何見てるのよ！　早く助けないと後でグーで殴なぐるわよ！」

　オレの未来も危ない。オレは慌あわてて立ち上がり、須田くんと対たい峙じする。

　だが、どうすれば？　『奴隷ワンダの鎖フル・自慢チエイン』によって拘束されている限り、オレの生せい殺さつ与よ奪だつは須田くんによって握にぎられているといっていい。得意の足を活いかした技が使えないのでは、有効な攻撃手段は極きわめて限られている。

　オレは筋肉でできた脳みそを活性化させるべく、周囲を観察した。疲つかれ果て、ゾンビに成り果てた社畜たち。ずるずると鼻水をすすりながら須田くんを応おう援えんする田中係長。斉藤係長は顔色が本格的にヤバく今にも倒れそうだが、「休みたい……休みたいが……くっ、左手が勝手に！　右手も勝手に！　静まれ俺の左手と右手！」などとつぶやきながら一心不乱にキーボードを叩いている。

　フル稼か働どうで紙を吐はき出しているコピー機。書類がうずたかく積まれたみんなの机。体力が限界に達した平社畜たちがブッ倒れている応接用のソファー。行事予定が書きこまれたホワイトボード。いつもの残業の風景。

　そしてユイカ。ユイカは哀れにも鎖でがんじがらめにされ、吊るされている。何かを懇こん願がんするような苦く悶もんの表情を浮うかべ、じたばたと自由にならない手足を動かす、宙づりにされた少女。彼女を締め上げる太い鎖はプリンのように丸い二つの胸を少しずつ、無む慈じ悲ひに圧あつ迫ぱくする。

　そしてそこから目を少し下にそらすと、形のいいヒップラインが──。

「だから、あたしの胸やお尻しりをジロジロ見つめるのはやめなさいってば！　殺すわよ！」

　すいませんでしたー！　だめだ、何もいい作戦が思い浮かばない。せっかくの新しい必殺技『帰ゴー宅ホーム超・エ航アラ空イン』もいきなり不発に終わったし、徹てつ夜やのダメージがでかくて知恵も体力も限界だ。

　もうだめかな。オレは須田くんに勝てないのかな。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、立花くん。人が社畜になるのは、心の弱さが原因だ。社畜は誰もが、心に闇やみを抱かかえているんだ。だから僕たちはその弱点を突つけばいい」

　自信ありげにニヤリと笑ったのは、クールさん。セミロングの金きん髪ぱつに包まれた美び貌ぼうを、オレはすがるように見つめる。

「何か……策があるの？」

　うん、とクールさんはクールにうなずいて、須田くんに勢いよくピッと指を突きつける。名めい探たん偵ていの風格で、クールさんは須田くんを打ち破る突とつ破ぱ口こうとなるその言葉を発する。

「須田くん……君は、黄こう犬けん契けい約やくを結んだね？」

　その言葉を聞いて、これまで余裕を見せていた須田くんと田中係長が顔色を変える。

「コーケンケーヤク？」

　とっさに頭の中で漢字に変へん換かんできず、オレは想像力を膨らませて言葉の意味を探さぐった。









【黄権契約とは】

　中国の三国時代、蜀しよくの黄こう権けん（字は公こう衝しよう）は劉りゆう備びに仕えていたが、主君である劉備が黄権の諫かん言げんを聞き入れず無理な出兵をしたことから呉ごの陸りく遜そんに大敗。黄権は敵に退路を断たたれ、やむなく魏ぎの曹そう丕ひに降こう伏ふくした。そこで蜀の廷臣たちは、敵に降くだった黄権の家族を捕とらえて処しよ刑けいするよう劉備に進言したが、劉備は『黄権が私を裏切ったのではない、私が黄権を裏切ったのだ』と答えて、家族には危害を加えなかった。黄権もまた劉備への忠誠を忘れず、魏に降っても心は蜀の臣下であり続けた。このことから、職場が変わっても元の上司に対する忠誠を忘れずにいることを求める契約を、黄権契約という。


──労働書しよ房ぼう刊『わかる！社畜のすべて』










　……とか予想してみたけど……絶対違うな、うん。

「黄犬というのは、『卑ひ怯きよう者もの』を意味するイエロードッグという英語のスラングの訳語だよ。労働組合に属さず、働く者の権利を主張せず、自ら会社の犬になることを選んだ唾だ棄きすべき者を指す時に使う言葉だ。そして黄犬契約とは、ブラック企き業ぎようと裏取引をして、そういう恥はじ知しらずな社畜になることを条件に雇こ用よう契けい約やくを結んでもらうことをいう。そういう契約を、須田くんは会社と結んだということだろう。そうすればいずれ正社員にしてやる、とでも言われて、ね」

「ふふ……さすがはクールさんですね」

　須田くんは否定しない。脂し肪ぼうのたまった腹を揺ゆらしながら、再び余裕の表情を見せる。

「だけど、なぜ須田くんがそんな条件に飛びついたのか、それが分からない」

　一方、クールさんの表情は渋しぶい。確かに、須田くんはそれほど愚おろか者とは思えない。田中係長たちが、彼を使い捨ての駒こまくらいにしか考えていないのは明らかだ。それが分からない須田くんとも思えない。

　どうしてだ？　須田くんが社畜になったのはどうしてだ？

　それを突き止めない限り、クールさんの指し摘てきは須田くんの弱点を突いたことにはならない。

「それはもちろん、ユイカちゃんのためですよ」

　え？　ユイカ？　どうしてここでユイカの名前が出てくるんだ？

　当のユイカも鎖くさりにゆらゆらと揺られたままきょとんとしている。

「ユイカちゃんは、いつもは『社畜なんて大だい嫌きらい』とか言ってますけど、あれはツンデレ的愛情表現なんです。本当は社畜が大好きなんです。だからぼくは、ユイカちゃんのために、最強の社畜になるって決めたんです」

「えっと……話が読めないんだが」

「あたしも……っていうか、あたしが社畜のことなんか好きなわけがないじゃない！」

　だよなあ。

「ユイカちゃん。ぼくは知っているんだよ。君がお金のことでとっても苦労しているってこと。女手一つで育ててくれたお母さんを心配させないためにも、安定した収入のある一流の社畜と一いつ緒しよになって、幸せな家庭を築きたいと願っているってこと」

　こいつ、ひょっとしてユイカのことを……？

　まあ、そうだよな。こんな可愛かわいい子と一緒の職場にいて、好きにならないわけがないよなあ。

　それにユイカって、普ふ段だんプリプリ怒っているくせに、たまに妙みように優やさしいときがあるからな。「あれ？　もしかしてこいつオレに気があるんじゃね？」とか勘かん違ちがいしそうになるんだ……。

　あっ、ちなみにオレとユイカが実は幼なじみってことは、須田くんには伝えていない。何となく言わない方がいいような気がしてたんだが、やっぱりそれで正解だったような気がする。

「でも……ユイカが実は社畜好きって、それはなくね？　お前の思い込みじゃね？　ユイカが自分でそう言ったわけじゃないんだろ？」

「そんなことはありません。ぼくはちゃんとこの耳で聞いたんですよ。『漆黒中華』秋葉原店で一緒に働いていたとき、休きゆう憩けい中のユイカちゃんがお母さんらしき人に電話をかけていたのを。そのとき、ユイカちゃんは確かに言ったんです。『ううんお母さん気にしないで、あたし、社畜が大好きだから！』って」

　うーん……。ユイカがそんなこと言うかなあ。

　ユイカの性格だったら、たとえ脅きよう迫はくされたって、社畜が好きなんて言わない気がする。「そんなこと言わされるくらいだったら、舌した嚙かんで死ぬわ！」とか言いそうな気がする。

「ちょ、ちょっと！　何わけわかんないこと言ってんのよ須田くん！　あたしはそんなこと言ってないし、そんなこと思ってない！」

「またまたあ。ぼくは騙だまされないからね。君は、社畜が大好きなんだ。いつも定時で帰ろうとするのも、強い社畜に屈くつ服ぷくさせられたいという願望のあらわれだよ。今のぼくは、君にふさわしい相手じゃないけど、ぼくが一流の社畜になったあかつきには、きっと──」


「無理！」



　うわあ、「無理！」ときた。純情な男の子からの精いっぱいの告白に「無理！」はないよね。須田くん的には、相当勇気を振ふり絞しぼっての発言だっただろうに、いくら何でも心ない一言だよね。全国のよい子のみんなは、告白を断るにしても男心を傷つけないよう気を配ろうな。まあユイカにその気がないと分かって、正直ちょっとホッとしたけど……。

「じゃ、じゃあ、ユイカちゃんはどんな男が好きなの？」

「え……そ、それは……もちろん、社畜じゃない人よ！」

　うん、それはそうだろうな。

「いつもはちょっといい加減で頼たよりなさそうなところもあるけど、肝かん心じんなときにはビシッと決めて、あたしのことを助けてくれる人がいいなあ」

　ふむふむ……とオレが心のメモ帳に三色ボールペンで書きつけていると、クールさんが突とつ然ぜん、核かく心しんに迫せまる問いを発した。

「もしかしてユイカちゃんには、具体的に好きな人がいるの？」

　えっえっえっ何その超気になる質問。

「べ、別にいないわよ！」

　と答えてるがユイカの顔は真っ赤。顔どころか首筋から胸むな元もとまで真っ赤。首から下げたペンダントのシロクマの白さと比ひ較かくすると、はっきりと分かる。

　やっぱり、いるのか……。

　うーん。こいつスゲー可愛いからなあ。その気になればカレシの一人や二人は簡単に作れてしまいそうな気がする。

「ま、まあ別にいてもおかしくないんじゃねえの。オレにだって結けつ婚こんを考えてる年上のカノジョがいるしな！」

　ああ、そうさ！　恋れん愛あいシミュレーションゲーム『ラブフラグ』の姉あね小こう路じナナさん！　オレはナナさんとだったらマジで結婚したいと思っているさ！　思っているさ！

「え……あんた、彼女……いるの……？」

「え、あ、うん、カノジョがね」

「ふ、ふーん。そうなんだ……」

　あれ、何この微び妙みようなリアクション。なぜユイカがそこまで驚おどろく。オレにカノジョがいることがそんなに意外？　けっこう傷つくぜ。ここらへん、ユイカってけっこう無神経だよなあ。

「と、とにかくそういうことだから！　あたしは社畜なんか好きになったりはしません！　ぜんぶ須田くんの勘違い！」

「いや、でも、それ絶対おかしい！」

　須田くんはなおも食い下がる。

「ぼくは間ま違ちがいなく、はっきりと聞いたんだ。『あたし、社畜が大好きだから！』って。好きな子が家の人に電話していたんですよ、そりゃ耳ダンボにして聞いてますよ。聞き間違いのはずがない。ぼくはあれを聞いて、ああ、ユイカちゃんってお母さん思いの本当にいい子なんだなあと惚ほれ直したんですよ。それで今までの情けない自分、ダラダラとフリーター生活を送っている自分を反省して、社畜として生きる決意をしたんです」

　イヤな反省の仕方だな。だけど、それ、やっぱり何かおかしいぞ。

「須田、お前さ……それ、一体どういうシチュエーションで聞いたんだ？　ユイカがお前の目の前で電話をかけていたのか？」

「え、は、はい」

「いまいち腑ふに落ちないんだが……仮に本当にユイカが社畜好きだったとして、母親に『社畜が大好き』って電話で伝えるって、一体どういう話の流れだったんだ？」

「そ、そこまではよく聞こえなくて……」

「それはおかしいな。耳ダンボにして聞いていたんじゃないのか」

「……」

　どうやら真相が見えてきたぞ。

「お前、盗ぬすみ聞きしていたんだな？」

「……！」

「そうだよな？　ユイカが誰だれかに電話しているのを偶ぐう然ぜん聞いて、それでこっそり耳をすましたんだ。だから話の流れはよく分かってない」

「は、はい」

　ついに須田くんが認めた。

「そうすると、やっぱり、はっきりと聞いたわけじゃないんだな。お前の聞き間違いの可能性もあるというわけだな」

「で、でも、じゃあ一体何と聞き間ま違ちがえたって言うんですか！」

　さて、本題はそこだ。オレは考えたんだ。シャチク、とよく似た発音の言葉で、ユイカが好きそうなものは何だろう。

「ユイカ、お前、趣しゆ味みは何だったっけ？」

「え。貯金と親孝行」

　即そく答とうだった。『漆黒中華』で出会ったときに聞いた自己紹しよう介かいのときと同じ答えだ。

「親孝行の方は、お母さん思いの電話の内容で裏付けられたな。で、問題は貯金の方だ。須田……『貯金』を、違う表現に言い換かえてみろ」

「……？」

「あっ、そうか」

　クールさんが先に気付いた。

「貯ちよ蓄ちく……」

「そう。ユイカはたぶん、社畜、じゃなくて、『貯蓄』が大好きって言ったんだよ」

「あー。そういえば確かにそんなこと言った記き憶おくがあるわ」

　オレは鎖に揺られながら苦笑いしているユイカに駆かけ寄って、靴くつを脱ぬいでデスクの上に立った。ユイカを拘こう束そくしている鎖が緩ゆるみかけていることに気付いたのだ。正木松店長の『拉麵ラーメ螺旋ンスパ迷宮イラル』ほどには堅けん固ごに結べていなかったようだ。力いっぱいに引っ張ると、鎖はきしみながら外れた。自由になったユイカは、フロアへとふわりと着地する。「あ、ありがと」可愛い声でつぶやいて、スカートについた埃ほこりを手で払はらい、少しはにかみながら言う。

「そ、その……何かあったときのために、今からちょっとずつお金ためてるの、あたし。ほんとに、ほんのちょっとずつだけど。でもお母さん、あたしの通帳見て、蓄たくわえがあるのなら服くらい買いなさい、女の子なんだから、って。いつもあたしが同じ服ばかり着ているのを心配してたのね。それであたし答えたの。貯蓄が大好きだから、気にしないでって」

　つまり、すべては須田くんの聞き間違い！　人ひと騒さわがせな奴やつだ！

「そ、そんな……じゃあぼくは一体何のために……」

　青ざめてがっくりと膝ひざをつく須田くん。

「お、落ち着け須田！」

　田中係長が慌あわてふためきつつも須田くんを励はげます。

「一流の社畜になれば人生はバラ色だぞ！　立派な社畜になって出世して、自分より立場の弱い人間をアゴでこきつかうのは気持ちがいいぞ！　ほ、ほら私を見てみろ！　社畜界のスーパーエリートである私のようになりたいと思わないのか！」

　オレたちは田中係長を見つめた。貧相なメガネ面、バーコード頭、よれよれのスーツ。趣味の悪いネクタイに、だらしのない中年太りが気になるお腹なか。そして鼻からは鼻水が垂れ下がっている……。

「思いません」「思わないよね」「普ふ通つう、思わないよな」

　須田くん、ユイカ、そしてオレがそれぞれ感想を述べる。

「す、須田ァ…お前、豚ぶたのくせに私の容姿をバカにするのか！」

「豚って言うなあ！」

　係長のおでこに、須田くんのグーパンチが炸さく裂れつする。すでに疲ひ労ろうのピークに達していた係長は、それだけで簡単に気絶した。

「はは……やっぱりぼくが社畜になるなんて、無理だったんですよ」

　須田くんは、力なく笑った。

「ぼくは『漆黒中華』で働く前は、ただのニートでした。もう社畜になることはあきらめて、普通のニートに戻もどります」

　そうかそうか。これで一件落着、めでたしめでたしだな……って、ん？

「ありがとうございます、立花先せん輩ぱい、クールさん。皆みなさんがいなかったら、ぼくは自分の勘かん違ちがいから間違った道へ進んでしまうところでした。でも、もうぼくは迷いません。これからはニートの道を突つき進みます。やっぱり働いたら負けだったんですよ。総務課の皆さん、短い間でしたがお世話になりました」

　一礼すると、須田くんは自分とオレを拘束していた鎖くさりをいとも簡単に取り外し、気を失っている田中係長の横に返へん却きやく。そしてそのまま踵きびすを返して、総務課室を去っていった。

　よく分からないが……どうやら戦いは終わったらしい。オレたちの勝ちってことでいいのかな？　帰ってもいいのかな？　田中係長は泡あわ吹ふいてブッ倒たおれているし、斉藤係長は青ざめた顔で素数を数えながら一心不乱に仕事をしている。今なら誰にも止められることなく帰宅できそうだ。

　クールさんが、ポンとオレの肩かたを叩たたいた。

「やったね。僕たちはまた一人の若者を、悪の道から救い出すことができたんだ」

　無事（？）にニートの道に戻ることができた須田くん。

　うーん……本当にこれでよかったのかなあ。

　素す直なおに喜べないオレだった。
















　朝の通勤ラッシュは豚小屋に似ている。狭せまい面積に凄すさまじいばかりの数の人が詰つめ込まれてて、まるで家か畜ちく扱あつかいだ。何だかオレってどこにでもいるちっぽけな人間の一人にすぎないんだな、と悲しく思いながら、電車に揺ゆられてオレは会社へと向かっていた。須す田だくんとの戦いから数日が過ぎていた。

　乗り換えの中ちゆう継けいとなる大きな駅に止まった。大勢の会社員がいっせいに降りていく。少しばかりの間、息苦しさと圧あつ迫ぱく感かんから解放され、オレは深呼吸した。

　運が良ければ近くに座っていた人が立ち退のき、座席に座ることができる。だが今日はどこも空席になることはなく、オレは相変わらず吊つり革かわを握にぎったまま立ち尽つくす。

　まあ仕方がない。会社の最も寄より駅まではそう遠くない。しばらくの辛しん抱ぼうだ。そう思った矢先のことだった。

　降りる人たちが降り、新しい乗客が一いつ斉せいに乗り込んでくる。その中に、朝の通勤ラッシュには全く不似合いな人物がいた。老人だ。80歳くらいの腰こしの曲がったおじいさんが、ぷるぷると震ふるえる手で杖つえを握りしめ、弱った足あし腰こしを必死に動かしながら、一歩一歩ゆっくりと奥の方へ向かう。目を向けて納なつ得とくする。高こう齢れい者しやや身体障害者、妊にん婦ぷ、幼児連れのための優先席に、一人分だけ座れるスペースがあったのだ。

　身体からだを寄せて、老人のために道をつくる。オレが生まれるころにはすでに企き業ぎよう戦せん士しとしての一線を退いていたであろうこの老人が、誰の介かい助じよもなしに、なぜこの時間帯に電車を利用しなければならなかったのか、その理由は分からない。何かやむを得ない事情があるのだろう。想像力をかき立てられながら、その足取りを温かい眼まな差ざしで見守っていると、

「どけ、クソジジイ！　その席は俺のものだ！」

　遅おくれて車内に駆け込んできた三十代とおぼしきサラリーマンが、乗客を力ずくでかき分け、空いている優先席めがけて勢いよく突とつ進しんしてきた。

「ジャマだ、昨日実質一時間しか寝ねていない俺に座らせろ！」

　学生時代にアメフトかラグビーでもやっていたのだろうか。ガタイのいい身体を使って猛もう然ぜんとタックル。乗り合わせた全員が息を吞のんだ。突き飛ばされた老人が、他ほかの乗客と折り重なって倒れる。ＯＬが悲鳴を上げた。




　次の瞬しゆん間かん。




　目的の空席に座ろうとした巨きよ漢かんの首筋に、草原に響ひびき渡わたる春しゆん雷らいのごとき鋭するどさで、仕事のできるエリートサラリーマン風の青年がチョップを放った。虚きよを衝つかれた巨漢は、「がぁ」とうめき声をあげてよろめく。その頭部めがけ、風紀委員然とした巨きよ乳にゆう女子高生が飛び膝ひざ蹴げりを放つ。波打ち際ぎわに押し寄せる逆巻く怒ど濤とうのようなそれは、鈍にぶい音を立てて巨漢の後頭部を強打。たまらず吹ふっ飛ばされた巨漢の腹部を見み舞まったのは、中間管理職と思われるズラのオッサンの強きよう烈れつなアッパーカットだった。

「がはぁっ」

　口から血を吐はきながら宙を舞まう巨漢。さらにロマンスグレーの髪かみにおヒゲの渋しぶい紳しん士しが素す早ばやい回し蹴りで追い打ちをかける！

「ごぼべばぁっ」

　連係空中コンボが華か麗れいに決まり、高らかに宙を舞った巨漢の身体が、オレの目の前へと落ちてきた。オレは、誰だれに言われるまでもなく、本能のおもむくままに行動に移る。まっさかさまに降ってくる巨漢に向けて、力強いエルボーをぶちかます。

「ぐああああっ」

　悲鳴を上げて、巨漢は車外に叩き出された。誰が示し合わせたわけでもない。定められたルールがあるわけでもない。無力な老人への不当な狼ろう藉ぜきに対する義ぎ憤ふんが、乗客たちを自然に団結させ、卑ひ劣れつ漢にその愚おろかさの報むくいを受けさせたのだ。

　乗客たちから拍はく手しゆと歓かん声せいが沸わき起こった。すぐさま老人は助け起こされ、優先席へと誘ゆう導どうされる。看護師らしい中年女性が、慣れた手つきで老人に大事がないことを確かめる。

　それを見届けたかのようにドアが閉まり、電車が動き始めた。

「くっそー、覚えてろぉ」

　哀あわれな負け犬の捨て台詞ぜりふが、かすかに耳に届いたが、もはや気に留める価値もない。

「ふん、卑劣な下種げすめ」

　吐き捨てたのは、先ほど見事な回し蹴りを見せたロマンスグレーの紳士だった。どこかの企業の重役でも務めているのだろうか。そう思わせる貫かん禄ろくと重じゆう厚こうさがある。

「少年よ、よく目に焼き付けておくがいい、あの社畜と堕だした哀れな男の醜しゆう態たいを。そして知れ、君のような若者には、二つの未来が待っていることを」

「二つの……未来？」

「そうだ。一つは、あくせくと働きながらも人間らしく生きる心を忘れず、他人の痛みが分かる、他人を思いやることができる大人の道だ。もう一つは、あの豚のように、人として大切なものを失い、ただ動物的欲よく望ぼうのみによって生きる、哀れな畜ちく生しようの道だ。どちらを選ぶことになるかは、君自身の意志の強さにかかっている」

　オレはうなずいた。あの男の行こう為いは絶対に許されるものじゃない。でも、気持ちは決して分からなくもないのだ。日常的な上司の横暴、顧こ客きやくからの無理難題、絶望的な「死のデス深夜残業マーチ」によって生活を完かん膚ぷなきまでに叩き壊こわされ、満足な睡すい眠みん時間すら取れない状じよう況きようにいたったとき、座席に腰こし掛かけ、わずかな時間でもいいから休みたいと願うのは、当然の欲よつ求きゆうではある。

　だが、あの男はその欲望を、無力な老人にぶつけるという、最も愚かしい、最低の方法で満たそうとした。むちゃくちゃな働き方を強しいられた怒いかりや恨うらみは、むちゃくちゃな働き方を強要したクソ上司やブラック経営者に対して向けられるべきであるのに。

　オレは決意した。決してああはなるまい。労働者である前に、オレたちは人間なのだ。いつの日か、オレも心がくじけそうになるときがあるかもしれない。動物的な欲求に身を任せたくなるときが来るかもしれない。だが、そのときは今日のことを思い出そう。

　──あれが堕だ落らくした社畜の末路なんだ。




　　　　＊




　掛かけ時計の針は午後６時を指している。

　オレは腫はれ上がったほっぺたをさすりながら、書しよ棚だなのどうでもいいファイルを整理していた。その横では、ユイカがむっつりとした顔でどうでもいいコピー取りをしている。クールさんは、これまたどうでもいい書類をシュレッダーにかけていた。

　なぜ、こんな時間にこんなどうでもいい仕事をしているのか。答えは簡単だ。今日のオレたちは、定時退社をめぐる社畜との対決に見事に敗北した。もう完かん膚ぷなきまでにボコボコにやられてしまった。その結果がこのつきあい残業だ。忙いそがしいのもカンベンだが、どうでもいい仕事を延々とやらされるのも、これはこれで苦痛だ。

　それにしても、やっぱ田た中なか係長は強いな！

　仕事ぶりは案外たいしたことないけど田中係長は強い。「死のデス深夜残業マーチ」の時にかかった風邪かぜを完治させてからは、その鬼き神しんぶりに磨みがきがかかっていて、日本経産連が毎月発表する「全国社畜ランキング」の上位ランカーに躍おどり出るのも時間の問題だと思われるほどだ。

「お前たち、何を不ふ機き嫌げんな顔をしている」

　その素す晴ばらしい社畜の上司様は、得意げな顔でオレたちに訓示する。

「残業に悲しみの涙なみだは似合わん。ほほ笑えみこそが残業の最良の伴はん侶りよだ。残業の汗あせが、男を最高に輝かがやかせる。残業に打ち込むとき、女は最も美しくなる。気分が乗らないのなら、日曜夜６時半からの海かい鮮せん一家のテレビアニメを思い浮うかべるといい。あれを見ていると、ああ明日あしたから仕事だな、頑がん張ばろう、と気分が高こう揚ようしてくるだろう。あの感覚を思い出すのだ」

　オレはあれを見るたびに、明日から仕事か、嫌いやだな、とプチ鬱うつになるけどな。本当に社畜の思考回路は理解不能だぜ。

　おしゃべりをしている暇ひまがあったら早く仕事を終わらせてほしいのだが、田中係長の仕事のペースは遅おそい。ということは、係長に付き合わされているオレたちの帰りも遅くなるということだ。勘かん弁べんしてほしいよ。しかも、このうだるような暑さの中で、スーツにネクタイだし。見てるだけでむさ苦しいぜ。

　クールさんがオレにそっと耳打ちをした。

「今日の屈くつ辱じよくを忘れてはいけないよ、立たち花ばなくん。今日の残業の屈辱が、明日定時で帰るための糧かてとなるのだ」

　ああ、どうせなら田中係長じゃなくて、クールさんがオレの上司だったらよかったのに。クールさんは仕事ができる。「仕事のできない人間が、自分だけ定時で帰りますなどといっても、誰も納得しないだろう？　でも、誰よりも仕事をテキパキと手際よくこなす『デキる社員』が、キッチリ定時で帰っていたらどうだろう？　みんな、自分も同じように仕事を早く終わらせて早く帰ろうと思うんじゃないかな。だから僕は、他の誰よりも仕事のできる人間を目指す」というクールさんは、超ちよう人じん的なペースで自分の仕事を片付けて、ついでに出来の悪い後こう輩はいの仕事まで手伝ってくれる。この総務課でクールさんに匹ひつ敵てきする事務処理能力の持ち主っていったら、工く藤どう課長くらいのものじゃないかな。

　仕事ができて反社畜で部下への気配りもバッチリの美び貌ぼうの女上司──うん、将来、出世したクールさんの部下になる奴やつがうらやましいぜ。

　などと考え事をしていると、

「あー。あー」

　マイクのテスト中みたいな声が突とつ然ぜん窓の外から聞こえた。どうやら『ワクワクフーズ』本社ビル前から拡声器で声を出しているようだ。何だろう。

「あー。『ワクワクフーズ』本社ビルにお勤めの皆みなさん。私たちは、『沼ぬま田たミツルさんの遺族を支し援えんする会』の者です」

　遺族!?　遺族って何のことだ？　オレは首をかしげ、ユイカと顔を見合わせた。

　慌あわてて窓際まで駆かけ寄り、下をのぞく。

　夕刻とはいえ、今は日の入りが最も遅い初夏。外はまだ明るく、本社前に集つどっている人々の姿をくっきりと見ることができる。三十人近くいるだろうか。

「沼田ミツルさんは、『ワクワクフーズ』に勤務していた三年前、上司の強いパワハラを受け、自ら命を絶ちました」

　拡声器を使って話しているのは、眼光の鋭い、ビジネスマン風の青年だ。声がわずかに震えているのは、怒りのためだろうか。

「しかし、『ワクワクフーズ』社は沼田さんの死と上司のハラスメント行こう為い及および超ちよう過密長時間労働との因果関係を否定し、遺族への損害賠ばい償しよう責任も認めていません。私たちは、沼田さんの死に関して、『ワクワクフーズ』社の責任を厳しく追つい及きゆうし、二度とこうした悲劇を繰くり返させないために、民事訴そ訟しようを起こすことといたしました」

「それって……」

　ユイカがそう呟つぶやいたまま、絶句。オレも何と言ったらいいのか分からない。この会社で、そんなことがあったなんて、オレはまったく知らなかった！　『ワクワクフーズ』が超絶ブラック企業だってことは、百も承知だ。仕事を辞やめる人もすでに大勢見てきた。精神疾しつ患かんにかかった人の話も、噂うわさには聞いていたさ。だけど、そこまで追い詰つめられた人がいたなんて、オレは全然知らなかった……。

「沼田ミツルさんのお母様の訴うつたえを聞いてください」

　青年は傍そばに控ひかえていた、やつれた様子の女性に拡声器を預けた。

「ただいまご紹しよう介かいにあずかりました、沼田ミツルの母です」

　疲つかれたような声だった。

「私の息むす子こは、三年前の春に御おん社しやに入社した、『ワクワクフーズ』の社員です。いいえ、社員でした」

　そう言って、彼女は自分の息子のことを語り出した。

　幼い頃ころから『味あじ自じ慢まん！漆しつ黒こく中ちゆう華か』のラーメンが大好きだったこと。ワクワクフーズから内定をもらって、本当に喜んでいたこと。働き始めると、次し第だいに帰りが遅くなっていったこと。土日勤務も当たり前で、会社に泊とまり込む日もあったこと。心配した両親が声をかけると、「大だい丈じよう夫ぶだよ、まだ新人だから仕事に慣れてないだけなんだ」と笑って話していたこと。

　そして──その一ヶ月後に、自ら命を絶ったこと。

「遺書には、会社は悪くない、仕事を覚えられない自分が悪いんだと、自分を責める言葉が書き連ねてありました。でも、私は絶対にそんなはずはないと思いました。私たちは、彼の同どう僚りようや社外の友人に連れん絡らくを取り、彼がいったいどんな働き方──働かされ方をしていたのかを調べました。

　一ヶ月の残業時間は、１００時間をはるかに超こえていました。ささいなミスを取り上げられて、上司からみんなの前で執しつ拗ような叱しつ責せきを受けていたことも分かりました。新しく入ったばかりの人間には明らかに過大な責務を押し付けられていたことも……。

　息子は、会社に殺されたんです」

　強い意志のこもった眼まな差ざしを、こちらに向けてきた。彼女が七階にいるオレたちの顔まで視し認にんできたとは思えないが、オレは目を背そむけずにはいられなかった。

　部署は違ちがうけど、オレの先せん輩ぱいにあたる人なんだよな。生きてれば、オレも一いつ緒しよに仕事をすることもあったかもしれない。

　でも、その人はもういない。もう二度と、この優やさしそうなお母さんに笑いかけることもない──。

　くそ！

　そんなことが、そんなことがあっていいのかよ！

「どうして息子は死ななければならなかったのでしょうか。何度自分に問いただしても分からないのです。返してください！　私の息子を返して！」

　沼田ミツルさんのお母さんはそこで言葉に詰まり、ハンカチを目に当てたままうつむいてしまった。先ほどの青年が彼女から拡声器を預かり、何やら慰なぐさめの声をかけている。

　誰だれかのすすり泣く声が聞こえた。ユイカ……いや、派は遣けん社員の筒つつ井いさん？　もしかしたらオレ自身のものかもしれない。工藤課長はじめ社畜連中でさえも仕事の手を止めて、黙だまり込んでそれぞれの思いを巡めぐらせていた。誰も、一言も発することができなかった。

　重い沈ちん黙もくを破ったのは、田中係長の一言だった。




「偉えらそうなことを言っているが、結局は金目当てだろ、このババア」




　次の瞬しゆん間かん、オレの鋼鉄の右みぎ腕うでが唸うなりを上げ、風を切る音とともに、田中係長の胸むなぐらを力強くつかんだ。ぎょっとした顔で、係長は声をひねり出した。

「な、貴様、何をする！」

「何をするじゃねえよ」

　これからというときになって失われた、一人の未来ある若者の命。幸せの絶頂で突然最愛の息子を奪うばわれた母親の涙。その圧あつ倒とう的な事実を前にして、お前が抱いだいた最初の印象がそれか！

「別にこんなものは、どこの企き業ぎようでもあることだろう」

　ぼそりと言ったのは、斉さい藤とう係長だった。

「……そんな言い方ってあるかよ。人間の命を何だと思ってやがる。人間の尊厳をそんな風にしか見られない企業って、何なんだよ……」

「企業はすべて悪、というわけか。ふん、青いな」

　そんなこと言っていないだろう！　自分たちや、自分たちの組織がクソ社畜、クソブラック企業と糾きゆう弾だんを受けているということを、企業全体の問題にすり替かえるなよ！

　オレは何も世の中に存在する企業すべてを否定してるわけじゃない。多くの企業は、社員を気き遣づかい、社員とともに成長し、しっかりと税金を納め、立派に社会に貢こう献けんしながら発展していることだろう。だからこそ、お前らみたいにルールを破って、社会の良識を踏ふみにじって、他人を追い落として前へ進もうとする奴らが許せないんだよ！

「すべては法ほう廷ていで決着がつく」

　厳おごそかに工藤課長が言った。そうか、こいつらは『ワクワクフーズ』の総務全ぜん般ぱんにあずかる幹部だものな、この件を知らなかったはずはない。人ひとり死なせておいて、それでも反省もせずに、今日までブラックな社畜っぷりを発揮して『ワクワクフーズ』を取り仕切ってきたんだ。

　死ねばいいのに！　お前らがあの女ひとの息子さんの代わりに死ねばよかったのに！

　やるせない気持ちになって、オレは田中係長の胸ぐらをつかんでいた手を下ろした。その脇わきを、すっと誰かが横切った。栗くり色いろの長い髪かみをたなびかせて、袖そでのない白いコットンシャツにサックスブルーのフレアスカートの少女が、田中係長の前に歩み出た。

　その少女──ユイカの横顔を、オレは驚おどろいてまじまじと見つめた。ユイカの目は真っ赤だった。大おお粒つぶの涙なみだがこぼれて、ふっくらとした頰ほおに銀色の河をつくった。

「な、何だ」

　鋭するどい眼差しに貫つらぬかれた田中係長は、見るからにうろたえて、裏返った声を絞しぼり出した。

「あんた、最低！」

　ユイカが放ったのは、怒いかりというよりも、無力感と絶望に打ちのめされたような叫さけびだった。その叫び、その涙の意味が分からないほど、オレはバカじゃない。ユイカは過労死で父親を亡なくしている。沼田ミツルさんは、ユイカのお父さんと同じなんだ。

　同じ悲劇が、また繰り返されたんだ。

「なっ……貴様、上司をあんた呼ばわりか」

「何が上司よ。この人でなし！」

　ユイカが手を振ふり上げた。パァン、と乾かわいた音がオフィスに響ひびき渡わたった。強きよう烈れつなビンタを受けて、係長がよろめく。

「ちゃんと謝って！　沼田さんのお母さんのところへ行って、ちゃんと謝りなさい！」

　ユイカの姿が、公園で一緒に遊んでいた、あの小さなユイカに重なって見えた。

「あのお母さんが、お金目当て？　ふざけないで。いくらお金を積んだところで、息子さんは絶対に帰ってこないのよ。いつだって、犠ぎ牲せいになるのは、若者や、社会的に弱い立場の人だわ。あんたたち社畜は普ふ段だん、仕事のために死ねるなら本ほん望もうだなんて戯たわ言ごとを言うけど、大切な人が二度と帰ってこない──その苦しみを一度でも味わったことがあるの!?」

　いつしかユイカの右手は、首から下げたシロクマのペンダントをもてあそんでいた。オレは、はっとした。いつもユイカが大切にしているペンダント。その姿かたちが、ようやくオレの幼い頃の記き憶おくとクロスした。

　そうだ、あのペンダントは確か……。

「ユイカ……」

　オレが声をかけて、手を肩かたに置こうとすると、ユイカはそれを静かに払はらいのける。そして何も告げないまま、うつむき加減で走り出す。

　みんながあっけにとられていた。社畜たちですら止めるのを忘れ、彼女が総務課室を立ち去るのをただ見送ってしまう。

　オレはどうしたらいいんだろうか？　追いかける？　でも、ユイカはオレの手を払いのけた。一人になりたい気分なのかもしれない。泣いてるところを見られるのは嫌いやなのかもしれない。まして今日のオレは、すでに田中係長に負けて居残らされている身……。

「何をしているんだ、立花くん！」

　クールさんの叱しつ咤たの声が、オレを現実に引き戻もどす。

「追いかけるんだ。女の子が泣きながら、誰かの助けを待っているんだよ。男の子が助けてあげなくてどうするんだ！」

　その言葉でオレは悟さとったんだ。そうだ、そうだよ。迷うことなんてない。オレは、ユイカの助けになりたいんだ。ユイカにとってはただの迷めい惑わくなおせっかいかもしれないけど、それでもオレは、ユイカを助けたいんだ。つきあい残業なんてやってる場合か！

　オレはユイカの後を追って駆かけ出した。「させるか！」すかさず社畜たちがオレの行く手を塞ふさごうと立ちはだかったが、クールさんが彼らとオレとの間に割って入って、オレの退路を作ってくれた。

「ほう。これだけの数を相手に、一人で食い止められるとでも思ったか？」

　平社畜の一人が豪ごう語ごした。じりじりと包囲を狭せばめてクールさんを追い詰める。

「あきらめろ。今夜は楽しく残業だ！」

　クールさんに向かって、一いつ斉せいに平社畜たちが飛び掛かかる！

　そのとき、驚くべきことが起こった。突とつ然ぜん、クールさんの前に巨きよ大だいな障しよう壁へきが出現して、敵の行く手をさえぎったのだ。平社畜たちは次々と壁かべに激げき突とつして、うめき声を上げて倒たおれていく。

「スキルを使いこなすのは、何も社畜だけの専売特許じゃない。これが僕の反社畜スキル『操業シヤツト停止ダウン』さ」

　凡ぼん人じんには、クールさんが無から有を生み出したようにしか見えなかっただろう。だがオレの目には、彼女がどんな奇き術じゆつを使ったのかが見えていた。応接セットと事務机スペースを隔へだてるパーテーションを一いつ瞬しゆんのうちに引き寄せて、敵を防ぐ障壁にしたのだ。

「ありがとう、クールさん。恩に着ます！」

　まったく、クールさんには何度助けられたか分からない。半人前のオレがこれまでやってこられたのは、クールさんのおかげだといっても過言じゃない。

「ああ、もう。僕って本当に損な役回りばかりしているよ。どうやらキミにとってのお姫ひめ様は、僕じゃないみたいだね。でも、僕もあきらめたわけじゃないよ。今は、幼なじみの女の子と、ままごとのような恋れん愛あいごっこにうつつを抜ぬかしていればいい。でもいつの日か、僕がキミに大人の恋こいを教えてあげるよ」

　そう言ってクールさんは妖よう艶えんな笑えみを浮うかべ、オレに向かってウインクした。沈しずみゆく日の光が、クールさんのセミロングの金きん髪ぱつをぱあっと照らした。その光景は、まるで映画のワンシーンのようだった。オレは正直、ドキッとした。クールさんのセリフが、オレの緊きん張ちようを解きほぐすための気の利きいた冗じよう談だんだと分かっていても、オレはその姿に魅み入いられてしばらく呆ぼう然ぜんとしてしまった。

「さあ早く行きたまえ」

　クールさんに促うながされて、オレは我に返る。そうだ、行かないと。

「ああ、そう言えば、一つだけ」

　ふと思い出したように、クールさんは付け加えた。

「過去は変えられないけど、未来は変えられる。そのことを忘れてはいけないよ」

　その言葉に、オレははっとした。

　そうか……亡くなった人は、もう還かえらない。でも、悲劇を二度と起こさせない、過労死を二度と出させない、そういう職場や社会を作ることはできる。いや、オレたちがこれから作らなくちゃいけないんだ。

　オレは、自分がやるべきことを見つけたような気がした。

　そうだ。未来は変えられる。社畜どもをまとめて叩たたきのめして、オレは、みんなが明るく楽しく、笑って仕事ができるような、居い心ごこ地ちのいい職場、社畜ゼロの社会を作るんだ。

　よし、決めた。やってやる。絶対にやってやるぜ！

　オレは、すべての社畜を過去にする！

「なんか、吹ふっ切れたよ、クールさん。本当にありがとう。この恩は必ず返しますよ」

「そうしてもらうよ。そうだねえ、君のお姉さんは、すごい美人だっていうじゃないか。ちょっと紹しよう介かいしてくれれば僕はそれで──」

「それだけは全力でお断りします！」

　オレは慌あわてて否定して、廊ろう下かへとダッシュした。

　行かなきゃ。ユイカの助けになるために。

　悲しみの涙は、もういらない。




　　　　＊




　ユイカの姿を早々に見失ってしまったオレだったが、迷うことはなかった。オレはまっすぐにある所へと向かっていた。

　家に帰ったとは考えにくい。家に帰る時は、胸を張って、堂々と帰宅するべきだ。仕事を放ほうり出して黙って帰ってしまうなど、誇ほこり高き反社畜にあるまじき行こう為いだ。ユイカはそんな恥はじ知しらずな振る舞まいはしない。

　他ほかにユイカが行きそうな場所は？　学校？　それとも『漆黒中華』秋葉原店の跡あと地ち？　オレは休日にユイカがどんな所に出かけて時間をつぶしているのかを知らない。オレが全然知らないところに行ってしまっていたら、お手上げだ。

　だが、そうではない、という不思議な確信がオレにはあった。彼女はオレが見つけてくれるのを待っているんじゃないだろうか。そんな気がしたんだ。

　そしてオレが思い当たる場所が……あったんだ。ユイカがオレを待っているとしたらここしかない、という場所が、一ヶ所だけあったんだ。

　オレがまっすぐにやってきたのは、町の小さな公園だった。ヒグラシが甲かん高だかい鳴き声を上げている、古ぼけた公園だ。

「やっぱりここにいたか」

　もう日が沈んで薄うす暗ぐらくなっていたが、小さなブランコに寂さみしげにぽつんと腰こし掛ける、一人の少女の姿を見失うことはなかった。

「あ、あんた……」

　怪かい獣じゆうでも見かけたかのように目と口を大きく見開いて、ユイカはオレに問いかけた。

「どうして!?　な、なん──」

「いやあ、なつかしいなこの公園」

　そう、ここはオレがご幼少のみぎり、ユイカとよく遊んでいた思い出の公園だ。ブランコも砂場もシーソーもジャングルジムもあのころのまま。当時の記憶よりも、かなり錆さびついて古ぼけてはいるけどな。ここでオレたちは、砂のお城をつくったり、ままごとをしたりと、一生の宝物になるかけがえのない思い出をつくったんだ。

　オレは汗あせを拭ぬぐいながらユイカの隣となりのブランコに座った。大人になったオレたちには、子ども用のブランコはとても小さく感じられた。

「またお前とこの公園にいられるなんてな」

「どうしてここだって分かったの？」

「何て言えばいいのかな。その、シロクマのペンダントのことを思い出してさ。お前、ここでなくして、大おお騒さわぎしてたよな」

　あのとき──あの暖かい春の日、りんごのような頰を涙で濡ぬらして、小さなユイカは砂場で何かを探していた。何だろうと思って話しかけたのが、オレとユイカの出会いだった。

　パパがくれた大事なシロクマが、どこかへ行ってしまったの──。目を真っ赤にしてそうつぶやいた小さなユイカのことを、オレは今、はっきりと思い出した。

　いつも仕事で忙いそがしいユイカのお父さんが、たった一度だけ、ユイカを都内の動物園に連れて行ったときに買ってくれた、大切な宝物。オレはユイカと一いつ緒しよに公園じゅうを探し回って、ジャングルジムの下に落ちていたペンダントを見つけたんだ。

　今思い返すと、当時ユイカが見せてくれた写真の中のお父さんは、ふっくらとした大男だったな。そう、まるでシロクマのような風ふう貌ぼうの持ち主だった。

　で、それをきっかけにオレはユイカと仲良くなって──お父さんが亡くなって、ユイカが引っ越こしてしまうまでは、ずっとオレたちはここで二人で遊んでいたんだ。

「ユイカはさ……最初からオレが総務課にいるって分かってて、助けを求めてきたんだな」

　オレはずっと、助けた女の子が昔のなじみだったのは、単なる偶ぐう然ぜんだと思っていた。でも、考えてみるとそんな偶然はそうそうあるものじゃない。

　最初からオレに助けてほしくて、声を上げていたんだ。

「『漆黒中華』で働いていたとき、本社の社員名めい簿ぼを見る機会があったの」

　正せい木き松まつ店長が熱心に目を通していたものらしい。社内抗こう争そうの戦略を練っていたのかもしれない。

「で、総務課にあんたの名前があることに気付いたわけ。最初はただの同どう姓せい同名かとも思ったけど、年ねん齢れいとか住所を見て、間ま違ちがいないと思って。総務課に助けを求めたのは、あんたがいたからなの。あんたなら、あたしのことを助けてくれるに違いないと思って……」

　そうだったのか。

「それなのにあんたは、最初あたしのこと全然分かんなかったでしょ」

「……ご、ごめん」

　オレが素す直なおに謝ると、ユイカは唇くちびるを尖とがらせて、ちょっと意地悪な口ぶりでつぶやいた。

「あたしはあんたの姿を見て、すぐにアキトだって分かったんだけどな……」

「う……そ、そうか、すまん」

「気付いてほしかったな……」

「だ、だって、昔はお前のことを……その、ユイちゃん、って呼んでいたからな。桜さくら野のユイカ、ってフルネームで言われてもピンと来ねえよ。それに……昔はそんなにおっきくなかった」

「？　そりゃ、幼よう稚ち園えん児じだったから今よりはずっと小さかったと思うけど」

「いや……そうじゃなくて、ムネが」

「バカ！　このバカ！　このスケベニンゲン！」

　うわあ、ポコポコ殴なぐるな。お前のグーは本当に痛いんだよ。

「で、少しは落ち着いたか？」

「何が？」

「何がじゃねえよ。急に会社飛び出して、みんなびっくりしてるぞ。クールさんも心配してる」

「あ……うん」

　後でクールさんにはお礼言っとかなきゃな。

「あたし、あのデモをしてた人たちの声を聞いて、分かったの。過労死したあたしのパパは、社畜なんかじゃなかったって」

　掌てのひらの上のペンダントをじっと見つめながら、ユイカは言った。

「バカな社畜はバカみたいに働いて過労死するけど、過労死した人がみんな社畜なわけじゃない。あのデモをしていた人の息むす子こさんみたいに、自分の意志に反して、上司に強しいられて残業して、ひどい環かん境きようで働いて、最後には過労死した人がいっぱいいるんだって、分かったの。きっとあたしのパパもそうだったんだわ。パパも、社畜に囲まれて、ものが自由に言えない環境の中で、それでもあたしやお母さんを養うために必死で働いていたんだわ。あたし、パパのことをずっと誤解してた……」

　そう。そうなんだよ。世の中、そんなに社畜だらけなんてことはない。満員電車で心の腐くさった社畜が無力な老人に狼ろう藉ぜきを働いたときには、乗客が一丸となって狼藉者を懲こらしめてくれた。働く人の大多数は、社畜を嫌きらい憎にくんでいる。ただ声を上げる勇気がないだけだ。ユイカのお父さんも、あの沼田ミツルさんという人も、自由に生きたいと希求しながらも社畜の檻おりに閉じ込められた犠ぎ牲せい者しやだったんだ。

「お母さんが『社畜！』って罵ののしっても、パパは一言も言い返したりはしなかった。あたしが意味も分からずに『パパってシャチクなのー？』って訊きいても、悲しそうな目をして黙だまっていた。でもそれは、パパが本当に社畜だったからなんかじゃない。言っても、きっと分かってくれないだろうって思ってたから、何も言い返さなかったのよ。パパ、つらかったろうな……家族にも分かってもらえなかったなんて」

　唇をかみしめる。こぼれそうになる涙なみだを、ユイカが必死に抑おさえているのが分かった。

　ああ、くそっ！　オレはダメな奴やつだ！　傷心の女の子に気の利きいた言葉の一つもかけてやることができないなんて！

　クールさんだったら、こんなときに女の子を慰なぐさめる魔ま法ほうの言葉をいくつも知っているに違いないのに。

　でもオレは、そんなの一つも知らないから、オレにできることをするしかない。

「なあ、期末テストが終わったから、もう夏休みなんだよな」

「え？　うん」

「今からどこか遊びに行かないか。たまには気分転てん換かんも必要だぜ」

　少しでもユイカの気持ちを楽しませられたら、とオレは思ったんだ。嫌いやな現実を忘れて、今だけでも心を楽にしてくれたなら、って。

　オレにはこんなことしかできないから。というか、こんな深刻な問題で、オレごときに何か大きなことができるなんて思ったら、ダメだ！

　それは思い上がりだ。

　だからオレは、オレにできる小さなことをしようと思う。

「な、いいだろ？」

　ユイカは黙って、こくり、とうなずいてくれた。




　　　　＊




　オレたちが向かったのは、ネオンの光がまぶしい夜の街のゲームセンターだ。ユイカが、「いつもあんたが行ってるところに行ってみたい」と言い出したので、いつものお気に入りのお店を選んだというわけ。

　ＵＦＯキャッチャーの筐きよう体たいのガラスに顔をくっつけて、可愛かわいいウサギのぬいぐるみをじっと見つめるユイカの姿を見て、オレは「なんだ、こんなものが欲しいのか。ほらオレが取ってやるよ」とか言って取ってあげてユイカに感謝されるチャンス！　と思ったんだけど、ユイカはあくまでも自力で取ると言い張り、何度も失敗を重ねたあげくにようやくゲットした。こんなのオレに任せてくれれば一発でゲットできたのに……と、軍資金を提供したオレはちょっと不満だったが、ラブリーなウサちゃんを抱だいてユイカは上じよう機き嫌げんだった。

　ビデオゲームもいくつか一緒にやってみた。同時プレイが可能な古いシューティングゲームを二人並んで遊んだ時には、オレの肘ひじがユイカのおっぱいに当たりそうになって妙みようにドキドキしたぜ。驚おどろいたのは、ユイカがやたらと格かく闘とうゲームに強かったことだ。自じ称しようゲーマーのオレがボッコボコにやられてしまった。「ええーあたし格ゲーとか全然分かんなーい」とかブリッコしてたので油断したが、そういやスティックの持ち方はしっかりウメハラ持ちだったな……。

　すっかりいい時間帯になってしまったので、隣のファミレスに移って遅おそい夕飯を取ることにした。窓際の席に、向かい合って座る。ちなみにここは『ワクワクフーズ』の系列店だ。まあ、社員に徹てつ底ていした社畜調教を施ほどこしているだけあって、客として利用する分には、すごくサービスの行き届いた気持ちのいい店なんだよ。

　つーか、たまたま流れている店内ＢＧＭまで社畜ソングなんだよな。社畜系バーチャルアイドル・根ね津づ畑はたラクの『ラクラク☆ハッピーデスマーチナイト』って曲だ。「わたしとあなた　今こ宵よいは朝まで　二人だけのデスマーチ♪」ってフレーズがやたら耳に残る電波曲だ。悔くやしいけどいい曲なんだよな。

『ラブフラグ』の姉あね小こう路じナナさん似の美人の店員さんが注文を訊いてきたので、オレはサイコロステーキ定食、ユイカは目玉焼きハンバーグ定食を頼たのむ。

　５分も経たたないうちに、そのナナさん似の店員さんが、注文の品を持ってくる。どちらもまだジュージューと音を立てていて、肉にく汁じゆうの匂においが食しよく欲よくをくすぐる。『ワクワクフーズ』系列は、お客様を待たせないことには定評がある。

　相変わらずユイカは食べるのが早い。オレが半分も食べていないうちにすべて完食してしまった。そんなんだから栄養が全部ムネに行ってしまってるんだぞ、などと思っていると、ドリンクバーで調達してきたオレンジジュースにストローを差しながら、ユイカが口を開いた。

「そういえば、須田くんなんだけどね」

「うん」

「地元のコンビニでアルバイトを始めたみたい。社畜になるのもニートになるのも止やめて、地道に、普ふ通つうに働くって」

「そうか、それはよかった」

　さすがにニートに戻もどるのは止めにしたんだな。時が変われば社畜も変わる。もともと真面目まじめで気のいい奴だったから、きっと立ち直れるさ。

「そうよね。うちみたいなクソブラック企き業ぎようにずっと勤めるよりはいいわよね」

　うんうん、とうなずくユイカ。オレは、ちょっと思いついたことを口に出す。

「クソブラック企業って言うけどさ、うちの会社にだっていいところはあるんだぜ」

「えー。ウチにいいところなんてあるかなあ」

「ドＭにはたまらない環境、ってところとか」

「あんたドＭだったの!?」

「ちげーよ！」

　目を丸くして、真顔で訊いてくるなよ。オレを何だと思ってるんだ。

「まあ真面目な話をすると、会社のおかげでユイカと再会できたってことは、感謝してるさ。それに、クールさんや須田くんとも出会えた。総務課四天王といい、正木松店長といい、強きよう烈れつなキャラと知り合うことができたのも、利点と言えば利点だよな」

「ああ、他ほかじゃまずいないものね、あんな連中」

　あははっ、とユイカは笑った。再会して以来、初めて見せてくれた笑え顔がおのような気がする。そしてそれは、小さかったあの日に見せてくれた、あの小さな笑顔とまったく同じ顔だった。

　ああ、そうだよ。このすてきな笑顔に、オレはもう一度会いたかったんだ。

「そういえば、あんた彼女がいるとか言ってたの、あれウソでしょ！」

「えっ」

　いきなりユイカが話題を変えてきた。

「よく考えたら、あんたに彼女なんているわけがないわ」

「おいコラ決めつけんなよ！　ちゃんとオレにはカノジョいるよ！」

「ほ、ほんとに？」

　眉まゆをひそめるユイカ。半信半疑といった様子だ。失敬な奴だ。

「証しよう拠こを見せてみなさいよ、証拠を」

「ああ見せるともさ！」

　椅い子すから勢いよく飛び上がって、オレはユイカに詰つめ寄る。ポケットに手をやって──。




「ほら、よく見てみろ！　これがオレのカノジョだ！」

　満面のドヤ顔を決め、オレはヌンテンドー３ＧＳの画面を見せた。




「……」

「何か言えよ」

「キモッ」

　やかましいわ。姉小路ナナさんの良さが分からないとは、やっぱ女はダメだな。『ラブフラグ』の素す晴ばらしさも、こいつには永久に理解できまい。ニッコリほほ笑むナナさんに手を振ふって、オレはヌンテンドー３ＧＳをしまった。

「でも、ちょっと安心した」

「えっ」

「あっ」

　慌あわてて口を押さえるユイカ。安……心……した？　そ、それってどういう意味!?　何でユイカが安心するの？　オレのカノジョがリアルな彼女じゃなかったから？

　心臓の鼓こ動どうが早くなる。もしかしてユイカはオレのことを……？

「そのう……ユイカ？」

　内心の動どう揺ようを抑えて、あいまいに話しかける。

「えっと」

　ユイカは深呼吸した。言うべきことを言うときがついに来た、という顔つきをしていた。

「あたし、ずっと後こう悔かいしていたの。あのとき──パパが亡なくなって、引っ越こすことになったとき、あんたに『さよなら』を言えなかったことを」

「それは……急な引っ越しだったからだろ？」

「うん。でも、言おうと思えば言えたのに、それくらいの時間ならあったのに、あたしは言わなかった。『さよなら』を告げるのが恐こわかったから。『さよなら』を言ったら、二度と会えなくなる──そんな気がして」

　胸むな元もとに光るシロクマのペンダントを、ユイカは両手で、包み込むように抱だきしめた。父親に永遠の『さよなら』を告げたばかりのユイカにとって、その言葉は、とてつもなく残ざん酷こくなものだったに違ちがいない。

「すぐに後悔したわ。何で、どうしてあのとき、あんたに何も言わずに黙って出て行ってしまったんだろうって。それ以来、あたしの心の中で、あんたの存在は宙ぶらりんなままだった」

　そうか……ユイカは、ずっと、オレのことを気にかけていてくれたんだ。

「でも、今はそれでよかったと思ってる。あたしとあんたとは、『さよなら』じゃなかった。また、こうして出会えたわ」

　その瞬しゆん間かん、暗い影かげを落としていたユイカの顔が、ぱっと、花のように輝かがやいた。満面の笑みだった。

　その笑顔の意味が分からないほど、オレは鈍にぶくはなかった。ユイカは、誰だれにでも笑顔を振りまくような女の子じゃない。つまりは、そういうことだ。

「また出会えてよかった」

　立ち上がったままのオレは、そのまま座るタイミングを逸いつしてしまっていた。いつの間にか、オレは中ちゆう腰ごしで身を乗り出して、黙だまってユイカを見つめていた。距きよ離りが近い。気が付くとユイカの唇くちびるがすぐそこにあった。ユイカは潤うるんだ瞳ひとみでこちらを見ていた。
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　これはもう行くしかない。お互たがいの気持ちは、もう分かっている。何をすべきかは、本能がオレに教えてくれた。オレはユイカにさらに顔を近づけた。ユイカは拒こばまず、伏ふし目がちにその時を待ち受ける。オレはユイカを優やさしく抱き寄せた。そして、唇と唇が触ふれ合──。

　って、あれ？

　突とつ然ぜん、ユイカが目を大きく見開いた。

「どうしたんだユイカ」

　ユイカはぽかんと口を開けて、オレの問いかけに答えない。呆ぼう然ぜんとしたまま彼女はオレの背後を指差した。

　オレは振り返った。そしてぎょっとした。

　窓ガラスに顔をぴたりとくっつけて、髪かみの毛の薄うすい眼鏡めがねのおっさんが鬼き神しんのごとき形相でこちらを睨にらみつけていた。


　げえっ、田中係長！



　血走ったまなこが凄すさまじい邪じや気きを発している。室内のエアコン設定は適温に保たれているというのに、オレは身み震ぶるいせずにはいられなかった。

　なぜ!?　なぜ係長がここに!?　つーか、気持ち悪ッ。オレたちを追っかけてこんなところまでやってくるとか、どんな執しゆう念ねんだよ。せっかくいいとこだったのにさあ！

　目をそらすと、姉小路ナナさん似の店員がちらちらとこちらをうかがっているのが分かった。オレが目を向けたのに気付いて、慌てて顔を背そむける。

　そうか、あんたか。あんたがオレたちを売ったんだな。田中係長はかつて正木松店長を通じて『漆黒中華』秋葉原店を支配しようとして失敗した。だが、このお店はすでに田中係長が掌しよう握あく済みというわけだ。

「ど……どうするの？」

　不安げな面おも持もちで尋たずねるユイカ。伝票を取りながらオレは言った。

「出ようか」

「え、でも……」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　小さなユイカと遊んでいたあの頃ころのことを、また思い出す。二人で、ちょっと離はなれた駄だ菓が子し屋まで遠えん征せいに出かけたことがあった。今思えば全然遠くでも何でもない所にある駄菓子屋だったが、園児だったオレたちには地の果てみたいに感じられたのだ。飴あめやチョコやスルメを買って食べて上じよう機き嫌げんだったオレたちはしかし、思ったよりも早く日が暮れてしまったのに気付いて愕がく然ぜんとした。帰る道が分からなかったのだ。結局、駄菓子屋のおばちゃんがオレん家に連れん絡らくを入れてくれて、姉ちゃんが迎むかえに来てくれたのだが、二人してずっと泣きべそをかいて、姉ちゃんの手をしっかりと握にぎりしめながら帰ったっけ。

　だが、オレたちはもうあの時の小さくて無力な子どもじゃない。オレたちはもう、自分の足で帰ることができる！

　二人分の料金を払はらって外へ出たオレは、待ち受けていた田中係長に軽口をたたいた。

「どうしたんスか。奥さんに相手にされないからって、オレたちのデートの邪じや魔まをするのはやめてくださいよ」

　さり気なくデートという言葉を強調。これはユイカに聞かせるためだ。ユイカにデートという言葉をめちゃくちゃに意識させたい。

「何を勘かん違ちがいしておるのだ。まだ貴様たちの残業時間ターンは終しゆう了りようしておらんぞ！」

　そう叫さけびながら、田中係長は二枚のカードをドロー。はっ、そ、それは……俺とユイカの、タイムカード！

　そうか、衝しよう動どう的に職場を飛び出したユイカはもちろん、それを追いかけて行ったオレも、今日はタイムカードを押していない。

　田中係長は、今からでもオレたちを会社に連れ戻もどし、残業をさせる気なんだ！

　だが、ここは路上。いつもの総務課室の中ではない。いわば田中係長にとってはアウェーの地。得意とする『紙吹ペーパ雪乱ー・れ咲トルネきード』も『漆黒ブラの業ツク・務命令コード』も使えない。どうする気なのか。

　と思ったら、係長は腰こしを低く落とし、拳こぶしを前に突つき出して、何やら格かく闘とう技ぎの構えのようなポーズをとった。

「斉藤係長には及およばんが、私も労道七段の腕うで前まえ。ひよっこには負けん」

　そうかい。じゃあ拳と拳で語り合うとしようか！

　オレはユイカに目で合図を送り、下がっているように指示。二人で戦えば勝率は上がるかもしれないが、それではアンフェアな気がしたのだ。何より、オレがカッコよく係長に勝利するところをユイカに見せつけてやりたいしな。ユイカは静かにうなずき、ゲーセンでゲットしたウサギのぬいぐるみを抱かかえたまま一歩下がる。

　田中係長と向き合うと不思議と闘とう志しが湧わいてくる。オレは拳を構え、人差し指を立てて係長を挑ちよう発はつ。係長はメガネの奥に殺意をぎらつかせる。

　勢いよく踏ふみ出し、係長はオレの顔面に電光石火の勢いで拳を振り下ろす。オレはそれを下向きに払ってから、がら空きになった係長の顎あごに掌しよう底ていを打ち込む。それをすでに予測していた係長は、上体をひねって回かい避ひ。直後に、鋭するどい回し蹴げりがオレの脇わき腹ばらを襲おそう。ガードは間に合わないと判断したオレは、地面を軽く蹴って後ろに跳とび、その勢いを殺す。

　係長がややバランスを崩くずしたのを見たオレは、係長を軸じくに時計回りにダッシュ。簡単に後ろを取れるとは思わないが、足で攪かく乱らんして相手のペースを乱すのがオレの定石だ。

　だが、係長は余よ裕ゆうの笑えみ。自身も、オレの裏に回ろうと時計回りに走り込む。

　オレはその場で身を旋せん回かいさせ、係長の胸めがけ裏拳を放つ。がしっ、という手ごたえ。オレの手首が、係長につかまれてしまった。慌てて手を引き戻そうとするが、係長は強い力で離さない。そのまま係長はオレの腕うでをひねり上げ、急接近。係長のタックルでオレは石いし畳だたみの上へとうつ伏ぶせに押し倒たおされる。

　オレは愕然とした。オレの動きが、すべて読まれている！

「なぜ動きが読めるのか、と思っているな」

　思ったことをそのまま言われて、オレは動揺した。両手をじたばたさせてもがくが、係長に上にのしかかられてしまって力が入らない。

「目だよ。貴様の目を見れば、貴様が何を考えているのかはだいたい分かる」

　肩かたに電でん撃げきを受けたかのような痛み。倒されたときの衝撃で痛めてしまったようだ。

「他人の顔色をうかがうのは得意なんでな」

　さすがは社畜。普ふ段だん、上層部うえの言いなりなだけはある。だがオレも安々と負けるわけにはいかない。肩が使えないのなら、脚あし！　オレは脚をバネにして、のしかかった係長を弾はじき飛ばすようにして起き上がる。

　飛びのいて体勢を整える係長。オレは間かん髪はつを容いれずに飛び掛かかる。突き、突き、蹴り。敵の動きを読み、敵の動きを乱す。隙すきを作り出し、隙を突く。反撃を受け流し、反撃に転じる。激しい連続攻こう撃げきの応おう酬しゆうとなった。

　不意に係長がふらりとよろめいた。さすがに体力では若いオレに軍配が上がる。立て続けのオレの猛もう攻こう撃げきに耐たえきれなくなったのか。チャンスと見て、オレは必殺の飛び蹴りを放つ。

　だが、よろめいたはずの係長は、オレの蹴りを完全に見切り、流れるように身体からだをひねって回避すると同時に、オレの足をがっちりと両手でつかむ。オレは空中で足を封ふうじられ、反撃の手段を失う。今度は仰あお向むけに、オレは再び石畳へと叩たたきつけられた。

　バカな！　不可解な事態にオレの頭は真っ白になる。間ま違ちがいなく係長はよろめいていたはずなのだ。あの状態からこちらの攻撃に反応し、効果的に反撃するなど、常識ではありえなかった。

　この動きは、まさか酔すい拳けん!?　田中係長は、中国拳けん法ぽうの使い手なのか!?

　いや違ちがう。残業のしすぎで、身体がふらついているんだ！　ふらついているけど、しかしその動きは理にかなっている！　そうか、そういうことだったんだ！　長時間過密労働で疲つかれ切った身体すら動作の中に取り込んで巧たくみに活用する武道、それが労道なんだ！

　街行く人には、ただ酔よっ払ぱらいが暴れているように見えるかもしれない……だが、今の田中係長は、タチの悪い酔っ払いなどよりもはるかに危険な存在だった。

　オレは立ち上がることができない。今度は腰を強く打ったようだ。

　係長はオレを見下ろして満面の笑みを浮うかべている。勝利を確信した笑みだった。

　確かにその通りで、オレは係長にはとうていかなわない。技わざはすべて見切られ、打つ手がない。重ねた年輪の差が、圧あつ倒とう的な力となってオレにのしかかってくる。

　冴さえない中年のオッサンにすぎない係長が、こんなに強いなんて……。

「立花よ。そもそもなぜ私が貴様にここまで執しゆう着ちやくすると思う？　なぜ貴様を採用したと思う？　それは、貴様が私の若いころによく似ているからだ」

　え、それってどういう意味？　係長は、オレの三十年後の姿ってこと？　嫌いやだよ、こんなハゲメガネ！

「誤解するな、そういう意味じゃない。私も若いころは、貴様と同じだったのだよ。何とかして早く帰りたい。残業なんてしたくない。クソ上司にこき使われるなんてまっぴらごめんだ。社畜は死ねばいいのに。いつもそんなことばかり考えておったのだ」

　まさか……係長が？

　昔は社畜じゃなかった？　こんな、仕事と一いつ緒しよに生まれてきたような男が？

「だが、あるとき私は気付いたのだ。社畜の陰かげ口ぐちをぐちぐちと言っていても、何にもならない。むしろそのエネルギーを仕事に向けることができたら……そうしたら私は、社畜の世界で一流になれると！」

　社畜の陰口を叩いても、何にもならないだって？

　そんなことは、ない！　断じてない。社畜に対する不満や怒いかりは、社会を変える原動力になる。一人ひとりにできることは小さくても、それが集まれば大きな力になる。オレだってその影えい響きようを受けた一人だ。オレが入社する前、クールさんはたった一人で反社畜の戦いを行っていた。その気高さにオレは魅みせられたんだ。オレもそんな風に生きたいと思った。そして今はオレ自身が、正木松店長をぶちのめし、須田くんを社畜の道から踏み外させる力になっている！　そうやって人は人を変えていくんだよ。

　社会は、そうやって少しずついい方向へと向かっていくんだ。お前にはそれが分からなかったんだ。

「そうして私は、社畜界で認められるだけの存在になった！　だから私は、私が見込んだ貴様を、一流の社畜に修正してやる！　私に忠実な、比類なき社畜に！　そして私は、全国優良社員ランキングのランカーになる！」

　オレたち反社畜が「全国社畜ランキング」と呼んでいる、日本経産連が毎月発表しているアレな。斉藤係長にランキング入りで先を越こされたのがよほど悔くやしかったのか。


「社畜王に、私はなる！」



　両手を高く掲かかげると、係長の中ちゆう途と半はん端ぱに悪あく趣しゆ味みなネクタイが左右に舞まう。荒あらぶる社畜のポーズで、係長はオレを威い嚇かくする！

　何とか立ち上がったオレだが、係長の社畜オーラに圧倒され、身動きがとれない。

　ううっ、駄だ目めだ。やっぱり田中係長には勝てない。

「あきらめちゃだめよ、アキト！」

　そのときオレは、ユイカの力いっぱいの声が街路に響ひびくのを聞いた。

「クールさんの言葉を思い出して！」

　はっ。そうだ。クールさんは須田くんとの対決の時に、たしかこう言っていた。


『人が社畜になるのは、心の弱さが原因だ。社畜は誰だれもが、心に闇やみを抱えているんだ。だから僕たちはその弱点を突けばいい』



　考えるんだ、オレ！　筋肉でできた脳みそをフル回転させろ！　何だったら全身の筋肉も脳みその代用品にして考えろ！

　田中係長の心の弱さを、弱点を探さぐるんだ。

「無む駄だだ。私は総務課最強の四天王の一人、『法コンプ令ライアン破ス・ブりレイカー』の田中！　バカめが、私に弱点などあろうはずがない！　フハハハハ！」

　係長は、自信満々に高笑いを響かせる。だがその言葉がオレに、ある疑ぎ惑わくを思い起こさせた。

　人を人と思わず傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振ふる舞い、総務課で確固たる地位を確立して充じゆう実じつした社畜ライフを送っているかに見える田中係長に心の闇があるとしたら、これしかない！

「田中係長って、やっぱり総務課四天王の中では最弱なんスか」

「……貴様……何を言っている」

　オレの指し摘てきに、係長は困こん惑わくして眉まゆをひそめた。

「いやホラ、四天王っていうと、やっぱり一番弱いのが最初に倒されて他ほかの三人に『ククク……田中係長がやられたようだな』『四天王の面つら汚よごしめが』『だが田中係長は四天王の中では一番の小者……』とか陰口叩かれるのがパターンじゃないスか」

「……」

　押し黙だまってしまう。オレは確信を強めて、言葉を続けた。

「田中係長は確かに強い。でも、四天王という枠わくの中で他の三人と比べたら、どうなんスかね？　身体能力では斉藤係長に劣おとり、仕事の能力では工藤課長に遠く及ばず、早はや川かわ課長代理のように世よ渡わたりの能力があるわけでもない」

　オレはそこでいったん言葉を切り、係長を真正面から見み据すえて言った。

「典型的な嚙かませ犬キャラじゃないスか」

　係長は冷静さを保とうとして保てなかった。心なしかメガネが少しずれている。

「ふ、ふざけるな！　私は総務課の要職にある身だぞ。そんな私を嚙ませ犬呼ばわりとは、貴様は天然か！」

　ヨウショク……天然……そう、会社に飼われるだけの存在である田中係長は、いわば生け簀すで育てられた養よう殖しよくの魚。それに対し、会社の言いなりになることをよしとせず、自由を貫つらぬくオレは、言ってみれば獲とれたて新しん鮮せん、ぴちぴちと活いきのいい天然魚！　養殖が天然に勝てるわけがあるまい！

　今なら、今ならオレは係長を超こえられる！　もっと、もっと強くなれる！

「上げろ月給！　よこせ残業代！　咲さき誇ほこれオレの基本的人権！」

　もっと早く帰りたい。もっともっと有給休きゆう暇かを取りたい。その熱い想おもいが、オレをさらなる高みへと昇のぼらせる！

　オレは右、左と小刻みに動き回って係長の隙を探り、それが見つからないと悟さとると、身体をひねりながら星瞬またたく夜空へと高くジャンプ。空中からの攻撃を潰つぶそうと自らも両りよう脚あしをバネに飛び上がった係長に、鋭い後ろ回し蹴りを放った。
















　蹴り上げられて空中でバランスを崩す係長。オレは一足早く着地し、落下する係長を地上で待ち受ける。そして無防備な脇腹に渾こん身しんの頭ず突つきを食くらわせる！

「うおおおお！　オレの想いよ労基署に届け！　帰ゴー宅ホーム超・スー新パー星ノヴア！」

　オレのさらなる新必殺技！

　働き過ぎし者よ、家へと還かえれ！

　万ばん感かんの思いを込めて、オレは田中係長を天高く弾き飛ばした。




　　　　＊




「やったわ！　相変わらず必殺技のネーミングは残念だけどやったわ！」

　ユイカの声で、オレは我に返った。係長が仰あお向むけに地面に倒たおれたまま動かない。

　勝った！　オレは勝ったんだ！

　総務課四天王の一人にして、『法コンプ令ライアン破ス・ブりレイカー』の異名を持つ田中係長に勝ったんだ。

「係長。オレたちは帰らせてもらう。あんたに残業を押し付けられる筋合いはない」

　返事はない。

「それと、さっき、過労死した沼田ミツルさんて人のお母さんに向けて言った言葉……あれを取り消せ」

　やはり返事はない。オレは勝利を確信して、倒れた係長のもとへ近寄った。

　その時だった。突とつ然ぜん、係長の足が跳はね上がり、鋭するどい蹴けりが、オレの喉のどをめがけて発せられる。よける暇ひまもない。したたかに強打し、オレはのけ反る。

　オレは信じられないものを見た。オレの最強の必殺技を全身でもろに浴びたはずの係長が、再び立ち上がっていたんだ。

　え……ちょ、あれで倒せてねえのかよ。

「その技を……どこで覚えた？」

　血走った眼めで、係長は尋たずねる。

「え？」

「『帰ゴー宅ホーム超・スー新パー星ノヴア』……その技、どこで覚えたのかと訊きいている。なぜ貴様がそれを身につけている？」

「今、とっさに思いついて使ってみただけだ」

「噓うそをつけ。その技わざは、その技は……伝説の……」

　言いかけて、係長は何かに納なつ得とくしたようにうなずく。

「ふん、そうか。貴様がそうなのか。貴様が、あの伝説の男の座を継つぐ者だということか」

　意味が分からなかった。分かったのは、係長がまだ戦う気だということだった。

「もうやめろよ」

　オレは言った。驚きよう異い的な執しゆう念ねんによって立ち上がってこそいるが、係長が満まん身しん創そう痍いなのは明らかだ。オレの会心の必殺技によって、もう勝敗は決している。

「今のあんたじゃ、オレに勝てない」

　だが係長は、ずり落ちたメガネの奥から、鋭い眼光でオレをにらみつける！

「私は、負けるわけにはいかんのだ！　我働く、ゆえに我あり！　貴様らは生きるために働いているが、私は働くために生きている！　そんな私が、貴様ごときに負けるものか」

　何という執念。何という覇は気き。何という仕事への渇かつ望ぼう。恐おそろしいまでの社畜パワーに圧あつ倒とうされ、オレは身み震ぶるいした。こいつは化け物だ。社畜という名の、ヒトではない何かだ。

「食らうがいい。我が最終奥おう義ぎ──」

　まだ隠かくし玉があるのかよ。どれだけ社畜としてのスキルを磨みがいているんだよ。それだけの労力を、どうして他のことに向けなかった！

　オレはやるせない気持ちにさいなまれながら、目をつむり、歯を食いしばって田中係長の攻こう撃げきを待ち受けた。




　だが──いつになっても、「その一撃」は来なかった。




　え、あれ？

　時だけがむなしく過ぎていく。オレは目を開いた。係長は、再び地面へと倒れていた。意識はかろうじてあるのだろう、苦しそうなうめき声をあげていた。最終奥義を放とうとして果たせず、係長は力ちから尽つきてしまったのだ。

　オレとの激げき闘とうで、体力を消しよう耗もうしすぎたのか？　それとも、さっきのオレの『帰ゴー宅ホーム超・スー新パー星ノヴア』が今になって効いてきたのか？

「違ちがうわ」

　ユイカの声はわなわなと震ふるえていた。オレはその横顔を覗のぞいて愕がく然ぜんとした。ユイカの顔は幽ゆう霊れいのように青ざめていた。シロクマのペンダントを握にぎり締しめながら、彼女はか細い声をひねり出した。

「パパが……倒れたときと、そっくり」

　その言葉がオレに、ただならぬ事態が起こっていることを悟らせた。

　ユイカのお父さんと同じということは、つまり、そういうことだ。

　係長は、過労で倒れたんだ。

　ユイカのお父さんが倒れたとき、きっとユイカはその現場にいたんだ。だから過労で倒れた人がどんな症しよう状じようを発はつ症しようするのかを、ユイカは知っているに違いない。

　そのユイカがこれだけ深刻な表情を浮うかべているということは、これは本格的にまずいぞ。オレは倒れている係長に駆かけ寄った。助け起こすと、係長は虫の息でつぶやいた。

「ふん、無様だな、私は」

　ああ、無様だよあんたは！　働き過ぎてブッ倒れるなんて、最高にカッコ悪いよ。たかが仕事じゃないか！　仕事と自分の健康、どちらが大切かなんてその辺のクソガキにだって分かることだろうが！

「自分の部下一人制することができぬとはな。そんな無能な私など、死んでしまえばいいのだ……」

　はあ？　ふざけるな！　死ねばいいなんて、言うな！

　あんたにも家族がいるんだろ!?　大切な人がいるんだろ!?

　あんたが死んだら悲しむ人がいるんだろ!?

「これも私にふさわしい死に方かもしれないな。ビジネススーツは、サラリーマンにとって最高の死に装しよう束ぞくというではないか……」

　誰だれが言ってんだよ、そんなこと！

　係長、オレはあんたのことが嫌きらいだ。大っ嫌いだ。だけど、死んでいい人間なんて世の中に一人もいないんだよ。人間ていうのは、みんな幸せになるために生まれてきたんだ。死に急ぐ必要なんてないんだよ。

「誰か、救急車を呼んでくれ！」

　道行く人々は、何事かと驚おどろきながらも、黙だまって通り過ぎていく。オレが呼びかけても、誰も足を止めない。

　くっそ、みんな薄はく情じようだな……いや、違う。

　オレの呼びかけが漠ばく然ぜんとしているのがダメなんだ。

「そこの、黒いＴシャツを着たイケメンの兄ちゃん！　１１９番で救急車を呼んでくれ！」

　呼びかけられた男は、え、オレ？　という仕草をしたが、すぐにうなずいて携けい帯たい電でん話わを取り出した。実際はそうイケメンでもなかったが、落ち着いていて頼たのもしげだった。

　よし、救急車の手配は大だい丈じよう夫ぶだ。他ほかにできることは……。

「ユイカ、どうしたらいい？」

　係長の容態を見守りながら、オレは尋ねた。ユイカなら、こんなときにどんな処置を施ほどこしたらいいか、知っているはずだ。

　だが、返答はなかった。

　ユイカは呆ぼう然ぜんとして、ただ立ち尽つくしていた。オレに声をかけられたことすら、気が付いていないようだった。

「おい、ユイカ！」

　オレが再度声をかけると、ユイカはへなへなとその場にへたり込んでしまった。目からは大おお粒つぶの涙なみだが、口からは嗚お咽えつが漏もれている。

「落ち着けよ、ユイカ！」

「だって、だって──」

　ユイカはパニックを起こしていた。唇くちびるが震えていた。

「係長が、死んじゃう。あたし、あたし──」

「死なせるものかよ！」

　オレは叫さけんだ。

「絶対に死なせない！」

　幸い、オレも救命措そ置ちの仕方を全く知らないわけじゃない。姉ちゃんが倒れたときに、多少は病院で教わったんだ。もうかなり忘れかけてるけど……必死に、思い起こす。

　ええと……確か……まず確かく認にんしないといけないのは、係長が嘔おう吐としている可能性があることだ。その場合、喉に吐と瀉しや物が詰つまって窒ちつ息そくする可能性があるから、搔かき出さないといけない。朦もう朧ろうとしている係長の頭をそっと抱かかえて、口を開かせた。

　大丈夫、嘔吐はしていない。

　それから次は……患かん者じやが少しでも楽になるようにしなくちゃいけない。なるべく係長の身体からだを動かさないようにしながら、ネクタイをゆるめた。シャツの第一ボタンも外して、風通しをよくしておこう。ベルトも、ゆるめておく。

　少しだけ、係長の顔が穏おだやかになったような気がした。

「あ、そうだユイカ。ファミレスに戻もどって、タオルを冷やして持ってきてくれ」

　係長の手首に指を当て、脈みやく拍はくを測りながらオレは言った。

　返事はなかった。

「ユイカ！」

　目が虚うつろだ。まだ立ち直れていない。

「オレたちがしっかりしないと、駄だ目めなんだよ！　分かるだろ!?」

「……」

「大丈夫。係長は、助かる。こんなんで死ぬタマかよ」

　オレが笑いかけると、ようやく我を取り戻したかのように、ユイカはうなずいた。

「そ、そうね。そうだった。あたしたちで、やらなきゃ」

　首から下げたペンダントを、しっかりと握りしめる。瞳ひとみに、輝かがやきが戻る。

「あたしも、係長を死なせたくない。絶対に！」

　そう言って、ユイカはファミレスへと駆け込んだ。

　ユイカを待ちながらも、やることはたくさんある。気道確保に注意を払はらいながら、オレは係長を横向きに寝ねかせた。ふと足元を見ると、ユイカがゲーセンで手に入れたウサギのぬいぐるみが落ちている。へたり込んだときに、落としてしまったらしい。ちょうどいい、これを枕まくら代わりにしよう。汚よごれちゃうけど、この際やむを得ない。後でユイカに謝っておこう。

　天を仰あおぐと、流れ星がキラリと輝いて落ちていった。すごく綺き麗れいな星だった。

　そういえば先日、須田くんと戦った夜にも、流れ星が落ちていくのを見たな。あのときは、「社畜が死んでくれますように」とオレは三回祈いのった。

　だからなのか？　流れ星がオレの祈りを覚えていて、それを叶かなえようというのか？

　いや、だめだ。夜空に瞬またたくオレの星よ、すまないが、今回は逆のことを祈らせてもらう！　田中係長を、死なせないでくれ！　絶対に、過労死なんかさせないでくれ！　ユイカに、誰かが過労で死ぬところをもう見せないでくれ！　係長の家族を、ユイカみたいにしちゃったら駄目なんだ。この際、社畜のままでもいい、オレは係長に生きてもらいたいんだ！

　伝え聞くところによると、オレは『流星の帰宅者』とか呼ばれているらしい。その名のよしみで、どうか流れ星よ、オレの願いを聞き届けてくれ！

　祈りながら手を動かしていると、ユイカが濡ぬれたタオルを持ってファミレスから出てきた。受け取ったタオルを係長の額に当てる。

　係長をユイカに任せ、オレは携帯電話を取り出した。ワクワクフーズの総務課につながる直通の番号をプッシュした。

『はい、総務課です』

「あ、クールさん？　実は、田中係長が……」

　聞き覚えのある声にオレは安あん堵どし、事情を詳くわしく説明した。

『え？　田中係長が倒たおれた？　場所は、『ステーキレストラン・ワクワク』十二号店の前？　今、救急車を呼んでいる最中だって？』

　クールさんは、オレの言葉を一つ一つ繰くり返した。総務課のみんなに聞かせるためだろう。さすがの機転に、オレは舌を巻いた。

　不意にクールさんの声が途と絶だえた。誰かが受話器をひったくったようだった。

『話は聞いた。俺だ。斉藤だ。大変だったようだな』

　斉藤係長のごつい声が響ひびいた。

『だが安心しろ。田中の犠ぎ牲せいは、無む駄だにはしない！』

　いやいや、まだ死んでねえから！　ていうか死なせねえから！

　オレが呆あきれていると、また電話の相手が別の誰かに交代した。

『私だ。工藤だ。田中係長の後のことは、万ばん事じ任せてくれ』

　おっ、さすが工藤課長は、頼もしいな！

『たとえ彼が入院することになったとしても、必要な書類、パソコン、その他の備品はすべて私の方でととのえて、いつでも病院で係長が仕事を再開できるように手配する！』

　……って、なんで入院中も仕事をすること前提なんだよ！　おかしいだろ！

『アタシよ。早川よ。田中係長が死んでも、ちゃんと生命保険はおりるから安心してね☆』

　早川課長代理は本当に余計なことしか言わないな！

『ようし、係長の分は俺が猛もう烈れつに働いて埋うめ合わせるぞ！』

『へっ、お前にだけいいカッコさせられるかよ！』

『今夜は徹てつ夜やだな！　おれ、この仕事が終わったらあの娘こにプロポーズをするんだ……』

　な、なんかモブ社畜たちも、ものすごい盛り上がってるな……。そして、話がおかしな方向に向かっているぞ。最後の奴やつにいたっては、死亡フラグを立ててるし。

『よしみんな、田中係長の分も、働いて働いて働きまくるぞ！』

『『『おー！』』』

『おい立花、今のみんなの熱き魂たましいの響きが聞こえたか？　田中に伝えてくれ。死ぬときはみんな一いつ緒しよだと！』

　ちげえよ！　そうじゃねえよ！　今あんたらに求められていることは、そういうことじゃねえだろ！

　オレは頭を抱えた。社畜のいない、誰もが安心して働ける社会。それがオレの理想だけど、道のりは果てしなく遠いな……。

『立花、おい聞いてるのか？　俺たちの残業は、誰にも止められやしな──』

　斉藤係長の声を無視して、オレは口を開いた。

「工藤課長に伝えてください。田中係長のやりかけの仕事を整理して、無理のないよう、他のみんなに割り振ふってください、って。会議の日程調整はクールさん、上層部との折せつ衝しようについては宇う喜き多た主任が適任だと思います。斉藤係長は、『漆黒中華』の新規出店計画に、専念してください。それから、田中係長がやるはずだった七階倉庫の荷物運び出しは、今急いでやる必要はないですから、来月に延期してください」

『おい、何言ってんだ、おま──』

「いいですか？　いいですね？」

　言いたいことを言って、オレは通話を一方的に打ち切った。後のことは、クールさんが何とかしてくれるだろう。

　そうこうしているうちに、救急車がやって来た。

　素す早ばやく状じよう況きようを説明して、担たん架かで救急車に乗せられる係長を見守った。

　よし、やることはやった。後は、係長は必ず助かると信じよう。

　サイレンを鳴らしながら小さくなっていく救急車を見つめながら、ユイカがぽつりとつぶやいた。

「あんたって、いつもはちょっといい加減で頼たよりなさそうなところもあるけど、肝かん心じんなときには、ビシッとしてるのね」







　エピローグ　万国の労働者よ、帰宅せよ







　翔しよう鳳ほう大学付属病院に搬はん送そうされた田た中なか係長は、何とか一命を取りとめた。オレたちの適切な救急処置が、大きかったようだ。そのまま緊きん急きゆう入院ということになったが、深刻な症しよう状じようが現れることはなく、容態は安定していた。

　偶ぐう然ぜんにもこの病院はオレの姉ちゃんの入院先でもある。姉ちゃんを見み舞まうついでに、オレは毎日田中係長の様子を見に行った。

　田中係長のご家族はあまり頻ひん繁ぱんには見舞いに来てくれてないようだった。家族のことをまったく顧かえりみず社畜の道を突つき進む田中係長に、妻子はとっくに愛あい想そを尽かしてしまっているらしい。最低限の着き替がえや必ひつ需じゆ品を置いてそそくさと帰ってしまうのが常であるらしかった。

　そんな家族の振ふる舞まいに、係長は「フッ……私は仕事と結けつ婚こんしておるからな。あんな奴は妻とは思わん」「女によう房ぼうにそっぽを向かれてこそ真の社畜無む双そうよ」などと強がっていたが、次し第だいに心細くなったのだろう。オレがやってくると嬉うれしそうな顔をするようになった。

　田中係長といろんなことを話した。「クソ社畜」「クソ上司」と忌いみ嫌きらっていた係長とこんなに話をするなんて、つい半月前までは考えもしないことだった。

　最初のうち、田中係長はいかにも社畜らしく、自分が抜ぬけた職場の心配ばかりしていた。「大だい丈じよう夫ぶか？　私がいなくなって、例の案件はちゃんとやれているのか!?」と何度も詰め寄られたものだが、自分がいなくなってもちゃんと職場が回っていると分かると、「そうか」と安心したようながっかりしたような口調でつぶやいた。少しずつ、仕事以外のことも話すようになっていった。

　いつも仕事に追われていたころの気難しい顔つきが、何だか晴れ晴れとしたものに変わっていった。病院という場所は、考える時間だけはたくさんある。数十年ぶりに仕事から離はなれていろいろなことを考えるうちに、心境の変化があったのだろう。昔の、社畜嫌いだったころの自分を思い出したのかもしれない。

　まあ一いつ朝ちよう一いつ夕せきで社畜根こん性じようが抜けるということはないだろうけど、いい方向に向かっているんじゃないかな。

「立花よ……お前に話しておきたいことがある」

　あるとき係長は、妙みようにあらたまった口調で語り出した。

「『働き手をスター照らす星ライト』という言葉を知っているか」

　ん？　どこかで聞いたぞ、それ。確か、正せい木き松まつ店長がオレにやられたときにそんな言葉を口にしていたっけ。

「『働き手をスター照らす星ライト』は、反社畜の中でも特別な存在だ。社畜をただぶちのめすのではなく、その心を照らし、人間らしい生活を取り戻もどさせる。あらゆる社畜が恐おそれをなす伝説の存在だと聞いている。かつてその名で呼ばれた男がいたが、その男が労働界の一線を退いたときから、日本の労働環かん境きようは悪化の一いつ途とをたどり、今に至っているのだとも」

　なぜ田中係長がそんな話をしたのかはよく分からない。オレがその伝説上の存在だとでも言いたいのか？　ハハ、まさかね。

「なに深刻ぶってるの、係長、アキト」

　さらに係長は何かを言いかけたけど、不意の来客がオレたちの会話を中断させてしまった。ユイカと、クールさんだ。今日は土曜なのに、貴重なプライベートの時間を割さいて見舞いに来たんだな。

　ちなみに工く藤どう課長や早はや川かわ課長代理はまだ一度も田中係長の見舞いには来ていない。斉さい藤とう係長は二度ほど顔を出したが、見舞いというよりも没ぼつ落らくしたライバルを笑いに来たような感じだった。社畜は本当に薄はく情じようだな。社畜の畜は鬼き畜ちくの畜、とはよく言ったものだ。

「係長、調子はどうです」

「ああ、おかげさまで来週には退院できそうだ」

　クールさんが普ふ段だん職場では見せないような穏おだやかな表情で問うと、係長もいつにない謙けん虚きよな面おも持もちで答えた。

「みんなには、いろいろ迷めい惑わくをかけたな。ありがとう、そしてすまなかった」

　係長の口からその言葉を聞けただけでも、オレは、ああ、反社畜をやっていてよかったな、と心から思った。




　　　　＊




　三人で病室を出て歩く。エレベーターの前の自じ販はん機きでコーヒー（＝カフェオレ）を買って、待合所のソファーに腰こし掛かける。病院の自販機に置いてある紙パックのカフェオレって、なぜか妙にうまい気がするんだよな。

「係長も、すっかり丸くなったわね」

　ユイカがしみじみとした口調で言うと、

「そうだね」

　とクールさんが応じた。続けてオレに、

「さっきは何を話してたんだい」

　と訊きいてきたので、係長が言っていたスターなんとかのことをクールさんに尋たずねてみようかと思っていると、

「あらっ」

　天使のような美声が響く。振り返ると、オレの姉ちゃんが車くるま椅い子すを操作してエレベーターから出てくるところだった。

「あれ、姉ちゃん？　何でこの階に？」

　姉ちゃんの病室は違ちがう階のはず……。

　あ、最近、仲良しの患かん者じやさんが別の階に移ったとか言ってたっけ。この階だったのか。

「こ、この素す敵てきすぎるお嬢じようさんは、もしやウワサの立たち花ばなくんのお姉さん……!?」

　クールさんが目を輝かがやかせる。ヤバい、何か危険な香かおりがするぞ。

「あ、はい。立花ミサキと申します。……あなたは？」

　紳しん士しっぽい立ち振ふる舞まいで、クールさんは華か麗れいに一礼。

「お初にお目にかかります。僕の名は神楽かぐらレイラ。みんなからはクールさんと呼ばれています。立花くん……弟さんとは、同じ職場で働く同どう僚りようにして、反社畜の同志──」

「わああああ、わああああ」

　オレは狼ろう狽ばいして、わけの分からない大声でクールさんの言葉をさえぎった。クールさんちょっと黙だまってて！　ガッコやめて働いてることは、姉ちゃんには秘密にしてるんだよ。

「ん？　どうしたの？」

「いやっ、その」

　オレは何とかこの場を切り抜けようと、筋肉でできた脳みそをフル回転させる。

「実は最近……そう、アルバイトを始めてさ」

　よくよく考えたら、そんなに慌あわてることはなかった。そう、アルバイトってことにしておけば、それで済む話だ。高校生がアルバイトしたって別に不思議じゃない。人生、そんなに慌てなきゃいけないことなんてない。

「は？　何言ってんの？　あんたは正社い──」

「わああああ、わああああ」

　今度こそ本気で慌てて、オレはユイカの口を手でふさぎまくった。頼たのむから空気読んでくれよ……。

　あー、でもこれはバレたかな？　今のはいくらなんでも不自然だよね？　万ばん事じおおらかな姉ちゃんでも、オレが隠かくし事をしてるってさすがに気付くよね？

　そう思ってたら、

「って、え!?　ユイちゃん!?　子どものころアキトとよく一いつ緒しよに遊んでいたユイちゃんじゃない。久しぶりね」

　目を丸くして驚おどろく姉ちゃんだった。すげえ、ユイカに一発で気付いたよ。さすがはオレの姉ちゃん。

「あ、お久しぶりです、ミサキお姉さん」

　はにかみながら返事をするユイカ。

「もしかして、私のことをアキトから聞いて見舞いに来てくれたの？」

「まあそんなとこです」

　ユイカはちょっと苦笑い。空気を読んでくれたというより、ごちゃごちゃと説明するのが面めん倒どうくさかったのかもしれない。

「つーか、姉ちゃん、よくユイカのこと分かったな」

　十年以上会ってなかったのに、弟の昔の友達のことが一発で分かるなんてすげーや。

「そりゃ分かるわよ」

　姉ちゃんは苦笑とも微び笑しようともつかぬ笑えみを浮うかべた。

「アキトの大事な人は、私にとっても大事な人よ。分からないわけがないわ」

「オレは全っ然分からなかったのに」

「あんたはあたしのムネばっか見てたからでしょ！」

「大きくなったわねえ」

「そうなんだよ。ムネはもう別人」

「アキトはちょっと黙ってて！」

　あれ、何か話が微び妙みようにかみ合っていないぞ。

「相変わらず仲がいいのねえ。そりゃそうよねえ。そういえばアキトったら、昔は『ぼく、大きくなったらユイちゃんとケッコンすりゅ！』とか言ってたっけ」

「「わああああ、わあああ」」

　今度は二人して慌てる番だった。確かにそんなことを言ったような気はするけど、姉ちゃんはちょっと黙ってて！　クールさんが、えっ何どういうこと!?　という顔でオレたちのことを見てるぜ。そんな昔の話、もうとっくに時効だろ、何言ってんだ姉ちゃん。

　あ、でもユイカの方はオレのことどう思ってるんだろ。

　この前のファミレスでは田中係長に邪じや魔まされたけど、かなりいい雰ふん囲い気きだったのにな。今では、そんなことはなかったかのように振ふる舞っている。一度、「この前の続き、しような」って言ったら、ユイカの奴やつ、憤ふん怒ぬのあまり顔を真っ赤にしてオレの足を思いっきり踏ふんづけやがったんだ。やっぱ女の子の気持ちって社畜の思考回路並みに理解不能だぜ。

　まあそれはおいといて。オレはユイカとクールさんにアイコンタクトを送りながら、最近ラーメン屋でアルバイトを始めたと姉ちゃんにウソの説明をした。クールさんはそこの先せん輩ぱい、ユイカも同じ職場で働くバイト仲間で、幼なじみのユイカと再会したのはまったくの偶ぐう然ぜんだった、ということにした。

「そうなんだ。そんな偶然ってあるものなのねえ」

　ふう、どうやら信じてくれたみたいだ。でも……ううっ、純真無む垢くの、天使の姉ちゃんにウソをつくのは良心が痛むぜ。

「ところでクールさん」

　姉ちゃんがユイカと昔話を始めた隙すきに、オレはクールさんにそっと耳打ちした。

「オレの姉ちゃんにヘンなことをしたら殺すからね」

「ちょ……目がマジだよ立花くん。心配しなくてもいいよ。僕は自分のイケメンパワーが通じない相手にまではちょっかいをかけないよ」

　クールさんの言うイケメンパワーというのは、クールさんがちょっとほほ笑んだり手を握にぎったりしただけで相手の女性が「何この超ちようカッコいい女の人！　抱だいて！」となってしまう例の能力のことだ。

　そう言われてみれば、姉ちゃんはクールさんのイケメンパワーの影えい響きようを受けていないようだな。オレの姉ちゃんはマジ聖女だから、そんな暗黒のパワーは通用しないんだろう。

「言ったよね？　僕はセクハラは大だい嫌きらいだって。その証しよう拠こに、ユイカちゃんにだって何もしていないだろう？」

　言われてみればそうだな。その点では、クールさんを信用してもよさそうだ。

「だから僕は、キミのお姉さんが『キャー！　クールさんマジ理想のお婿むこさん！　私をお嫁よめにもらって！』と言ってくれるようになるまで、さらにイケメンパワーを磨みがくことにするよ。それともキミが僕のお婿さんになるかい？」

　ダメだこの人……全然分かってねえ！

　やっぱりクールさんを姉ちゃんには近づけちゃいけないな。

　姉ちゃんは、オレが守らないと！

　オレは姉ちゃんとユイカが懐なつかしい話に興じるのを眺ながめながら、固く決意したのだった。




　　　　＊




　そして今日もまた、運命の午後５時30分00秒がやってくる。

「お疲つかれ様でした！　お先に失礼します！」

　オフィスじゅうに元気よく響ひびき渡わたる、オレの声。

　性しよう懲こりもなく立ちはだかるモブ社畜たちを、オレはユイカやクールさんとともに蹴け散ちらしていく。ろくな社畜スキルも使えない、手ごたえのない、ちょろい敵だ。田中係長が退場した今、彼らを統とう率そつする者はいない。文字通り烏う合ごうの衆しゆうだった。

　よし、いい感じだぞ。田中係長に勝利したことで、オレは反社畜としての自信をつけていた。どんな強敵が相手であったとしても、破畜の勢いで薙なぎ倒たおしてみせる。こんな奴らに、負けてたまるか。

「今日は、冴さえてるわね」

　走りながら、ユイカがそっとオレにささやきかけた。その胸むな元もとにはもちろん、お父さんからもらった大切なシロクマのペンダントが、キラリと光っている。

「まあな。こんなところでくたばるわけにはいかねえよ」

　いなくなった人たちの分まで、オレたちは生きなければならない。生きて、誰だれもが笑って働けるような社会を、誰もが定時で帰れるような社会を、つくるんだ。

　決意も新たに、オレたちが意い気き軒けん昂こうにエレベーターへと向かうと──。




　そこに、小こ柄がらな女の子が、デン、と立っていた。




　中学生くらいかな？　背はユイカよりだいぶ低いが、ダークマゼンタのワンピースを颯さつ爽そうと着こなしている。なぜか夏なのに長なが袖そでだ。

　かなり可愛かわいい顔立ちだ。きらきらとした瞳ひとみは、見る者を魔ま法ほうにかけてしまいそうな魅み惑わく的な輝きに満ちているし、つんとした鼻すじは、幼さの残る顔に大人びた印象をつけ加えるアクセントになっていた。つつじ色の髪かみは腰こしまで長く伸のばしているが、左右の髪は耳上で編み込んで後ろ髪がみの上半分をアップにしている。

　そんな美び貌ぼうの女の子が、鋭するどい目つきで、腕うでを組んで仁に王おう立だちしていた。

　なぜこんなところに子どもが？　社内は、関係者以外立ち入り禁止のはずなんだが。仕事中のお父さんの帰りを待ってでもいるんだろうか。

　そもそも邪魔だ。こんなところに突つっ立っていたらエレベーターに乗れないじゃないか。

「どうしたんだい、お嬢さん」

「あなたたちのお手並み、見せてもらったわ。なかなかやりますわね」

　クールさんが尋たずねると、少女は凛りんとした声を響かせた。あれ、おかしいな。クールさんがイケメンボイスで声をかけると、たいていの女の子は「キャー！　何このステキな女の人！　抱いて！」ってなるのに、アビリティが発動しないぞ!?

　ただ者ではなさそうだな、このコ。

　それにしても、言っている意味が分からない。お手並み……って、定時退社のこと？

「特に、そちらの少年」

　少女はオレを指差した。細い指先には、色とりどりの花をイメージしたネイルアートが施ほどこされている。かなりお洒落しやれさんのようだ。

　少年……って、明らかにお前よりは年上なんだけどな……。

「足の速さ、技わざのキレ、状じよう況きよう判断の的確さ。どれも高水準で、しかもまだ伸びしろがある。次代の『働き手をスター照らす星ライト』との呼び声が高いのも、うなずけますわ。でも、まだ脇わきが甘いですわね。先代の『働き手をスター照らす星ライト』の絶技と比べたら、児じ戯ぎのようなもの」

「その、『働き手をスター照らす星ライト』ってのは、一体何なんだ」

　オレが尋ねると、少女は目をぱちくりさせて、素すっ頓とん狂きような声を発した。

「ふ、ふえっ。まさか『働き手をスター照らす星ライト』も知らずに、反社畜をやっていますの？」

「悪いかよ」

「あたしも知らない。何なの、それ」

　ユイカが問う。正体不明の少女は、深々とため息をついた。

「呆あきれましたわ。総務課の反社畜勢力というのは、存外、レベルが低いですわね」

「『働き手をスター照らす星ライト』というのは、ワクワクフーズ労働組合の全盛期を築き上げた、伝説の委員長の異名だよ。本名は、神楽かぐら幸ゆき虎とら」

　静かに答えたのは、クールさんだった。

「神楽……もしかして、クールさんの？」

「僕の祖父だよ」

　そうだったのか。ということは、クールさんは、お祖父じいさんの志を受け継つぐために、ワクワクフーズに入社したのだろうか。

「ふ、では、あなたが『クールさん』ね。なるほど、祖父と同じ目をしていますわ」

　値ね踏ぶみするような視線で、クールさんを直視する。

「私が大ッ嫌きらいな目よ。奴ど隷れいは奴隷らしく大人しくしていればいいものを、奴隷主に逆らい、あまつさえ自己の権利すら主張しようとする──そんな目ですわ。反吐へどが出る」

「……どこで祖父のことを聞いたんだ？　祖父と、会ったのか？」

　クールさんの顔が険しくなった。今までに見たことがない表情に、オレは面めん食くらった。

「教えてくれ！　彼は今、どこにいるんだ？」

「組ユニ合オン究・ア極ルテ至イメ高ツト奥・ス義キル『流星のメテオ同盟スト罷業ライキ』で日本の産業界を揺ゆるがした神楽幸虎も、今ではすっかり、ただのもうろくじじいに成り果てていましたわ。無様なことね」

「僕の……僕のお祖父さんを悪く言うなッ！」

　激げつ昂こうしたクールさんが、少女につかみかかる。普ふ段だんの、温おん厚こうで紳しん士し的なクールさんからはとうてい考えられない、冷静さを欠いた動作だった。

「危ない！」

　とっさにオレは叫さけんだ。つかみかかられた少女が、ではない。明らかに彼女は何かをたくらんでいた。うかうかと挑ちよう発はつに乗ってしまうのは、あまりにも危険だった。

　オレは身を乗り出した。クールさんを守るように、二人の間に割って入る。

　絶対の自信に満ちた顔で、少女は声をうならせた。


「辞やめちまえェェ……！　稲妻のサンダー解雇ミネー通知シヨン！！！！！！」



　次の瞬しゆん間かん、少女の指からほとばしった黄色い雷らい撃げきが、オレに襲おそいかかった。

　オレは無防備にその一撃を受けた。全身を恐おそろしい激痛が駆かけ巡めぐる。ビックリマークを六つもつけるだけあって、凄すさまじい威い力りよくだった。

　痛いてえ！

　腕を上げようとしたが、身体からだの自由がきかない。全身の筋肉が悲鳴を上げている。足にもまったく力が入らない。

　何が──何が起こっている？

「立花くん！」

「アキト！」

　クールさんとユイカが悲鳴を上げるのをぼんやりと聞きながら、オレはもんどりうって倒れた。ただ一撃。田中係長とのあの激しい激げき闘とうを潜くぐり抜ぬけておきながら、オレはそのたった一撃で力ちから尽つきてしまったんだ。

「フフ。私の、強力無比の社畜スキルの前に、手も足も出ないようね」

　ほくそ笑えみながら、少女ははっきりと「社畜スキル」という言葉を口にした。なぜだ？　なんでこんな、年とし端はもいかない少女が社畜スキルを……？

　社畜とは、長年の長時間労働によって熟成されていくものだ。彼らが使いこなす社畜スキルも、当然ながら短期間で身につけられるものではない。だが、現に少女は、社畜スキルを見事に使いこなしている……。

　いったいどういうことなんだ？　わけも分からないまま、オレは気を失った。
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　あとがき









【社しや畜ちくとは】

　今から２５００年前にインドで仏教を切り開いた釈しや迦かは、世の中のすべてのものは苦しみであると考えた。インドの当時の最下層民にとって、とりわけ苦痛を伴ともなうものは、労働であった。だが釈迦は、ひたすら労働に勤いそしむことで人間は自らの愚おろかさを自覚し、苦しみから逃のがれ、悟さとりをひらくことができると考えた。これを仏教用語では「赦痴苦」と呼ぶ。我が国において、猛もう烈れつに働く会社の奴ど隷れい人間を「社畜」と呼ぶのは、これに由来する。


──労働書しよ房ぼう刊『わかる！社畜のすべて』







　はじめまして。この度たび、第19回スニーカー大賞（春）にて特別賞をいただき、本作がデビュー作となります。高たか橋はし祐ゆう一いちと申します。

　普ふ段だんは通勤電車に揺ゆられながら、身の周りの社畜のウオッチングをしています。皆みなさんの周りにも様々なタイプの社畜が生息していることと思いますが、僕の周囲にも、たくさんの強きよう烈れつな個性を持った社畜がいます。世界でも珍めずらしい日本固有の生き物ですから、特別天然記念物に指定して大切に保護しましょう。

　さて。この本は、ジャンルとしては「定時退社をめぐる社畜との激げき闘とうを描えがいたバトル・コメディ」ということになるでしょうか。自分でも何言ってるかよく分かりませんが、本書を既すでにお読みいただいた皆さまには、「だいたいあってる」と納得していただけるのではないかと思います。夜な夜な人知れず悪の社畜と戦い、地球の平和を守っている皆さんのために開発された、対社畜用『書しよ籍せき』型決戦兵器です。

　効能としてはまず、あらかじめ読んでおくことで、将来企き業ぎように就職した際に社畜に人体改造されずに済むという予防効果があります。また、邪じや悪あくなブラック企業に囚とらわれた意識高い系の人に読ませると、その洗脳を解くことができます。さらに、５冊重ねて力いっぱいぶん殴なぐると、気に食わない上司を病院送りにすることができます。強力です。（※本当に実行すると、解かい雇こ事由になります。お気を付けください）

　本屋さんで立ち読みをしている皆さん、買ってね！　読者の皆さまの力が社畜と戦う原動力となります。よろしくお願いします。

　それでは謝辞を。

　素晴らしいイラストを描いてくださった霜しも月つきえいとさん。新人には大変もったいない帯コメントをいただきました谷たに川がわ流ながる先生。担当編集者さまはじめ、スニーカー編集部の皆さま。そしてこの本の製作に関かかわってくださったすべての皆さま。ありがとうございます。今後ともよろしくお願いします。

　ではでは、２巻でまたお会いできることを祈いのって。





２０１４年６月某ぼう日じつ、定時退社後の自宅にて　高橋 祐一



















※本書は第19回スニーカー大賞特別賞受賞作「星降る夜は社畜を殴れ」を改稿したものです。


















カバー・口絵・本文イラスト／霜月えいと

カバー・口絵・本文デザイン／百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィクス）
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